
関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :療規規よ皮第 16と0071号 99

威絞書管理番号 :1工 01

牟約 2年 9月

原子力規制委員会



使濡前検査成絞書

1発跡り,名    関西電力株式会社高浜発電所第 1尋機

2検査申講    検査申請r覧表のとおり

成絞書管理番号 il-01

3検査期日 自 銘 ぇ準7角 4占

至 絲 2舒 ,月 ュ
,日

4検査場所    使用議検査記録の1と おり

5検査実施者   検査結果一覚表のとぉり

6検査結果    検査漁吉果一覧療のとおり

7添付資料    使濡前検査記録

/



検査申講書番号

(申講年月日)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第46号 (平成30年 4月 20露 )

関原発第202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 30年 8月 20月 )

閥原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

開原発第 504号 (平成 31年 2月 二́日)

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第582号 (平成 31年 3月 18日 )

調原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )|

B轟原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第204号 (2019年 8月 23日 )

B尋原発第478号 (2020年 1月 23園 )

調原発第 51o号 (2020年 1月 31日 )

関原発第542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月 (7厨
)

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

成織書管理番号 と1-01

検査申請‐覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-01

時

特記事項

な し

検査立会責任者 印

ホyう―・,一ビ`シ主任技術者

原 子 印

土所多髪

検査結果

え

検査年月日

み え年

″月4写



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
共通事項

戒絞書管理番号 :1-01

検査年月日夕渤鮨之 午 T月  十 日

検 査 場 所 :閣西重力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査準請書の確認

確認事項 商 冒、方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申講を

含む。)が準備されてい

ること。

記鶴

検査 をする工事 の二

機、期日及ぴ場所が申

識書 どお りであるこ

と。

記録私銭認

工事計画の報可番号の

記載が適切であ るこ

と。

記録確認

仔



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
為働堆虜′鳳ユfェ

"と )     成績妻管理番与 ilTol

検き年月日ィ錫 92年 7月 4甲
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査議確認事項

確認、事項 摂臨認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準僚されていること。 記鞠

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有'メ功期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記鰯

系統構成が完了していること。 臨

す



添付資料 8二 2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

瑶厳四 g掬
:∫

'彰成績書管理番号 :ユ ー0と

襟査年澤日 :″ル傷2年  ″ 月 争B

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

絞査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

主要弁  (翔I添 との太線枠内の範囲参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

掘付検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計lttlに従い製作

され、掘付けされ、所定の機能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

え

備考

・記録確認は、
f工

事辞,画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-0210

・日視で確認!し た範囲 :添付資料3-3参照

ら



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

種縁 ←韓ブ
成績書管理番号 :1‐ 01

検査年月日:菱燕 え 年 ″ 月ヽ
■ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社蔦浜発電所

検査結果

ク

検査対象設f篇名 項 目 検査結果 検査方法

た 目視

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

主要弁

(別添 1の太線枠内の範囲参照)

外観検査

据付検査

備考

十 : IB´f二 !静氏多



工事計画本文 (原規規発第 16∝104号 (平成28年 6月 10断顧朝 )

原鰤 統施設

畑犀水裂発電用原子虜施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては次の事項

6 余熱除芸設備に係る次の事項 |

(6)主艶帯の名孤 種風 島割拶服功、島翻朝腑度、理期陸、朝料、瞬 、麟 び蹄罐断

常設

ν

(注1)記域の適正化を行 う。

(注2)記較の適正化を行 うし

(湛 3)認載の適正化を行 う。

(連1)記数の適正化を行 う。

時 う喜これ鳶く)

雛五事計画書ほは「弁番号」と記載

既工事計画書には「1-870kA、 B」 と記載

既工事計画書には「仕切弁」と記歳

記載内容は、E猛 五事計画書♂)華醸管 「弁 (1-8702A、

ゝ
基石蝋
武
４
Ｈ

瀬
甚欝
船‥
牌　
（滓＼
ω
）

1変更なと

変更後変 更 前

lMOV-8701A、  B(江
ゆ

止め弁 it'

lHOV-8701B

B余黙除去ポンプ入 田ライン (注碗

SCSユ 4A

SCSi4A

lMOV-3101A

Aポ▲黙除去ボンブ入 阿ライン 韓
'

電気作動

,

ユ7.16(虚 4.3,

343'とう

128

匡 力 I MR患

材
料

鍛 番 使 黒

弁
　
弁

m脳

高

呼

弁

駆
　
鱚

一　
　
　
駁
付
雷
所

法
　
数

・
名

＞
　
床

一

一

一

一
　

一
　

　

一

力|

の

号

の

系
　
く
　
設

名

上

番

護

方

防

画

動

フ ン

統

　

　

置

イ

一

水

　

水

濃

ほ

総

B) ―弁 tl― d701A、 3) Iこ よる。



澤調回北虻鶴鞠顕瞬第1606104号 (平成28年 6月 10日認司))

〔注S)SI単位に換算したものである。

(遠6)・ 諭載の声正イとを行う。既工事計爾書には r呼確 BFと 紹載 :

(浅7)既五事計画書に穏載がないため寵載の道正化を行う。記載内容は、設計攘書による。

(遠8)公継櫨

(捜9)認戦,適正化を行う。琉五事汁菌書には「余熱除芸ポンメ入自ラインJと 配較

ヽ9

ヽ
き
ヽヽ

本
嵐
ヽ
襲

没
郭
占

（歳
↓



変更後

lMOV… 8701A、 B(輩 1,

変更なし

変 更 前

luOV-8701A、 B

止め弁

17.16

343

123

SCS14A

SCSi4A

電気作動

2

二珀 Y-370ユB

B余熟除去ポンプ八ロライン

ユ砥OV-8701A

除 熟除去ポンプ入ロフイン

名 称

Ta

℃

Ш

Ш

種 類

最 高 使 用 圧 カ

最 高 使 用 温 度

呼 び 径

弁 箱 厚 さ

弁 ふ た 厚 さ

弁 箱

弁 ふ た

厚 動 方 法

個 数

系    統    名

(ラ イ ン 名 )

設 置 床

注 水 防 議 上 の

区  画  番  号

濃 水 防 護 上 の

亀 は が 必 要 な 高 さ

主
要
寸
法

材
料

取
付
舗
所

工事計画本文 (関原発第 121号 (平成30年 5月 24日 )にて軽微変更届出)

ゝ
０

常識

(注1)新たに原子炉冷却材圧カバウンダ′範囲となる。

(逮2)公称値 ヽ
き
肖
ヽ
へ
嵐
ふ
□

道
郭
と

（く
こ



検査結果T覧表

成績書管理番号 :1-01

＼
＼

特記事項

ト

しけ

検査立会責任者 印

ギイつ一タイ`レ主任技術者

原子力検査官 印

差 ふ/多 t

検査結果

民ヽ

検査年月日

今ヽ 2年

7月ュv日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :と -01

榛査年月日 :今ゎ 2年  ,月  ユ
,日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)汚H準備されてい

ること。

記録確認 ∈動・T

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が申

講書どお りであるこ

と。

記録石雀認 Θ―

工事計画の認可番号の

記載が題切であるこ

と。

記録確認 ①―

r必



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

←:号検査)

添付資料 3=1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-01

検査年昂日 :命わ 2年 9月 ,,日

検 査 場 所 :甚目西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ei
必要な図面等が準備されていること。 圏函等確認 ①一

検査用忌r器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること.

記録権講 ⑧ ―

系統構成が完了していること。
立会/

鍮 ①―

/ヨ



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料 8-2

使用前検査記録 |

成績書管理番号11-01
検査年月露:今守b2年  夕 月 虫9日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

主配管 別添 1.参照

検査項霞́ 判定基準 検査結果 検査方法

1材料検査  .
。甘法検査

・外観検査

・組立て及び掘付け状態を確認す

る検査

◆耐歴検査

・漏えい検査    ・

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており,技術基準に適合するもので

あること.

段
目視

嘲

1篇考

・記録篠認は、「と事計画 lξ!基づき申請者が行つたコ寺ヽ験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 通合性確認絞査成綾書の識別番号 :T生 -1-0212   :
´

r紫



設 備 概 要

工事計画本文 (原規規発第160o104号 (平成28年6月 10日認可))
原争炉冷却系統施設

畑圧水裂発電用原子炉施設ほ係るもの (蒸気夕‐ビンに係るものを除く。)にあつては次の事項

0 余熱除去設備に係る次り事項

(7)蓋配管の名称、最高使用圧力、最高使用墨度、外径、厚さ及び材料

,常設

(次ぺrジより記載)

嗚

浬
潮

ユ

（
ユ
＼

９
）

（◆
ひ
桜
渭
や
コ
逹
Ｑ



ヽ
Ｓ

変 更 後

最高使用1最再使用

名 称 圧  カ1遺

|

度 外 符1厚

さ材 と 料

(MPa) (℃ ) (IIuII) (IEttl)

弁  ~

(lMOV-8702A、  B)
(澁 2)

17.16

(注B,

弁

(lMOV-8702A、  B)
更な し 更な し

343 ３０
と

●
０ 9 33 3 SUS32TP 変更なし

18.5 360

余
熱

弁

(lMOV-8701A、  B)

弁

(lMOV-8701A、  B)

設
備

変更なし

変 更 前

十  1

T(ェ)]材

名 称 料

(IBln)

備

(Fと 2イ)

弁

(lMOV-8701A、  B)
(‡L2)Ⅲ く子13)

323.9

(注 3`

411 200～ 9.5 SUS32TP

1格納容器貫通部

PEN毎227、  277

瀬
霊
郡
工

（
博
＼

頓
）

吊
ご
Ｙ
一
ゴ
塁
こ



変 更 後

材   料

変更なし

変更なし

外  径
―
厚   さ

(歳 ) (電Hl)

最高使用

温  度

(℃ )

晟高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

(lL6'

高温側濃入報管

分岐点

弁   ィ

(lMOV-8818A、  8)

くユと6)

高温側注入配管

分岐点

弁

(lMOV-8817A、  B)

余
熱
除
去
設
備

テ度` 更 前

材  料

SUS32TP

(,た 5)

SUS32TP

SUS32TP

厚   さ

(職m)

(:に 3,11)

9.3

く,i3.S)

25.4

く

'li3.,1)

9:3

外  径

(lnal)

(注3)

273.1

(,L3,S)

273.1

(ユ ti8)

273.1

最高使用

温  度

(℃ )

(ユ |:28)

高温側注入配管

分岐点
4.1 200

余
熱
除
去
設
備

弁

(lMOV-8818A、  8)

(と 比29,

高温l員彎注入配管

分岐点
(注鋤

4.1 200

弁

(RMOV… 8817A、 B)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

ヽ
、〕

(注 1)記載の適正化を行 う。雛工事計画書には「格納容器営 レジューサ (14X12)」 及び 「レジューサ (14X12)～ 余熱除去ポンプA、

B」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値            ^

(注4)エルポについては雛工事計画書に記載がないため記裁の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、記

載内容は、設計図書による。

れ
彗
謝
工

（
ω
＼

ｏ
）

（や
゛
ｗ
朗
や
コ
塁
こ



ヽ
∞

(注5)B猛工事計l画書に記載がないため記載の道正化を行 うち記載内容は、設計図書による。

(注6)非常用炉心冷却設備その他原予炉注水設備と兼用

(注7)記裁の適こ化を行 う。既工事計画書には
'SUS32TP」

と記裁

(津8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (卜8809A、 8)～余熱除去ポンプ入ロラインとの合流点」と記載 :

(注9)記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1ヽ 8812A、 8)～燃料取換用水タンタ出ロラインとの合流点」と記載

(注 10)記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クーラAバイパスライン」と記載

(注 11)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注 12)記載の適正イとを行 う。既工事計画書には「 (8.2)」 と記載           ・

(注 13)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 『́余熱除去ターラBバイパスライン1と 記載

(注 登4)記載め適正化を行 うと既轟事計画書には「余熱除芸クエラA、 8～弁 (1-HCV-603A、 8)」 と記載

(注 15)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「267.4/267,4/一 」と記載   、

(注 16)重 大事故等時に使用

(注 17)記載の適正化を行 う。既止事計画書には「9.3/θ .3/― 」と記載

(注 18)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-MCV-603A)～余熱除去ターラ出ロラインと非常用炉心冷却設備との取合点」と記

載

(注 19)記載の道正化を行うと既工事計画書には「 (9.3)」 と記載

(注20)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-協CV-603B)～ 余熱除去クーラ出ロラインを非常用炉心冷却設備との取合点」と記

載

(注21)記載の連正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クーラ出ロフイン分岐点年弁 (卜8706A、 8)Jと 記載

(注22)記載の適正化を行う。既工事計画書には「

'19.l」

と記載

(注23)記載の適五化を行う。既工事計朧l‐書には「8.2」 と記載

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8702A、 B)～弁 (1-8701A、 8)」 と記載

(注25)新たに原子炉冷却材圧カバウンダヅ範囲となる。

ル
ひ
播
や
コ

手′

コ
当

瀬
重

郡
ユ

（
ヽ
＼

切
）



(注26)重火事故等時における使用時の植                             ・

(連,7)記哉め適五fヒを行うと既工事計画書には「弁卜3701▲、B～格納容器Jと 認載          ・

(津28)下記載の適正rとを行 ac既工事計画書には「余熱除去ターフ出ロラインと非常用炉心冷法p設備との取合点～弁

栽      =                        ‐

(注29)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヨール ドレグヘの注入母管分岐点常弁 (1-8819)Jと 記畿

(1-8818A、 Jと 記B'

(

　ヽ〕
計
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」
逹
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷却系統施設

原子炉絡ホ内雄設

系 統 名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

歴力低減設備その他の安全設備 (格兼内容器安全毒設備)

ポンプ (常設)

要領藝番号 I療規規収第 と610071号 と-02とと

毎 ヮ2年 ダ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発警ワ,第 1号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用読検査

3検査申講 使用前検査申請番号

触 、冬熟2?守を (オ武ガ井 /οκ?日 )

瓜ゑ基嘉ギ3寧を 停式 3οtt sA 2,E)

A私造衆 字どを 肝嵐∂つ寿け牛Aあ置)

臨ゑ4嘉 2,2を 舒歳39準 η周年目)

遜継 為 2び髭 軸 3θ寿ⅢF天 2つと)

(以下.豹紳J参理.)

自 身ぬ鰐9年 /′ 月2ど 露

至埒羽静2年 夕月文日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町躙ノ浦

三菱重工業株式会社 高砂製作所

兵庫県高秒市荒井町

高浜発電所第 1‐孝機

発電用原子炉施設            !

原子炉冷却系統施設

原子炉格納施設       |
非常用炉心冷却設備その他原子炉注永設備

圧カイ氏減設奪簿その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常識)

恒設代替低圧注水ポンプ 1個

原子炉下都キヤビティ注水ポンプ 1個

4検査期日

5検査場戸
~デ

i

6検査範囲

7検査実施者   検査実施者■覧表のとおり



別紙 !

3検査申請 使用前検査申請番号

関原発第415号(平成30年 12月  る日)

関原発第504号 (平成31年  2月  と日)

関原発第512号(平成31年 2月  6日 )

閥原発第582号 (平成31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成31年 4月  4路 )

関原発第 68号(2019年  5月 16日 )

麗原発第 115号(2019年  6月 24日 )

伊l鷺原発第204号(2019年  3月 23日 )

関原発第478号(2020年  1凋 23日 )

関原莞第510号(2020年  1月 31日 )

関原発第542号(2020年  2月 26尋 )

閥原発第609号(2020年  3月 24霞 )

関原秦第 20号(2020年 4月  7日 )

関原発第236号 (2020年 8月 21日 )

2



9添付資料

8検査結果    検査結果 ・覧表 tアうとおり

使用満検査記と共

生検査講確認事項

2材料検査記録

3外観検査記録

4組立て及び槻付け状態を確認する検査記録

5耐圧検査、漏えい検査記録

6検査用言と器 覧́表

ど



検査実施者∵覧表

く

特記事項

な し

「 ]し

検査立会責任者 印

ギイ,/1,メぜy 差任技術者

す朝う……9中 び/主任技術者

原子力施設検査官 印

イヽ胡 飛

羽ヽ十 芳

慮子声鰯

彰 八 ▼

検査年月日

希武5o年
ノ/月 ′ど日

～

Ⅲ 2年

,月 費甲

月

年

日



検査結果一覧表

系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)

特

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

千誡 3つ 年

/r月 】5騨

魔
年

月

月   日

組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月

今和 2年

夕月、夕日

飛
年

タト親検査

年

月

今
,約 2年

7月 守日

ヽ

曳

年

日月

材料検査

千武 30年
/r 月2む 日

掟

月

年

日月

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項
共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申講を

含む。)が準備されてい

ること。

記鰍 認

平成3o年

rF月 ノb 日 免
使用誠検査成績書の「3検

査申講」に申講番号 (変更

申請番号を含む。)を語載す

る。        ′

年

案   爾ノ

月   日

検査 をす る工事の五

機、期日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認

千嵐3つ 年

メデ月
'ど

日 た
年

月  日ノ

月   日

6



添付資料-1■ 1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項
共通事項

使用前検査中請書の確認

確認事項 確認涛法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講善 (変更中請を

含むど)が準備されてい

ること。

記録確認

つ 碑 Z年

7月 々目 甍

使用前検査成績書の「3検

査申請どに申請番号 (変更

申請番号を含む。)を記載す

る。

年

月  日ノ

月   日

検査をする工事の工

程.期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

紳 2年 |

7月 γ日 麦
年

月   呂ノ

月

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

とと

記録確認

牟 群 2年

7月 /日 提
年

月  日/

月   日

ク



添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

蘊 鞭 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

千拭ぅo準
//月 P` 鳳 挺

年

月   日

年 才

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

千試3つ午

''角

2ど 日 挺

年

月   日

年 イ

7



添付資料-1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の
『

露質記録が準

備されていること。
記録確認

彿 2年
:?月

k層 隻
年

月   日

年 イ

必要な図画等が準綴感さ

れていること。
囲面等確認

挿 芝年

,月 X風 柔
年

月   臣|

年 イ

7



添付資料一と-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月H 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

彿 2年

,月 箕日 ■
年

月   屋l

年 イ

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

か和1年

9月 メ 日 礎
年

月   日

年 イ

ノ∂



添付資料-1-5

耐産検査、漏えしヽ検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項    !

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が撃

僚されていることっ
記録確認

千試3D年

′′月2る 日 魔

年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備 さ

れていること。 |
図面等確認

矛試3つ 年

//月 2b 日 淀
年

月   日

年 イ

検査用計器が校正され

ており有効期限ぬであ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有 し

ていること。

記録再遺認

千減的年
rr月 2ど 日 拠

年

月   日

年

系統構成が完了してい

ること。

9
繍

■議BO年

′′ 月2ど  爵 久
立会/

記録確認

年

月   吾毒
オ

立会/

月   層

//



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

材料検査記録
検査場所 :零騨囀勢粥樽騒攣銅翻朝躙筋特

三菱重工業株式会社 高砂製作所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 歴力f歳減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)

ポンプ (常設)恒設代替低涯注水ポンプ :1個

原子炉下部キャどティ注水ポンプ :1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適舎すること。

検査対象 材料

|

・
検査年月日

検査

結果
検査方法

恒設代替低圧注水ポンプ

ケーシング

千試飽千年
ノr 角 2ど 日

衆 記録れ鐘認

ケーシング

カバー

原子炉下部キャビティ

´ 注水ポンプ

ケーシング

身裁↓
jO年

/'月 ガぢ日 k 記録確認

ケーシング

カバー

備考

・記録確認は、申講者の品質記録 (※)に よる。

※E適合性確認検査成績書の融別番号:Tl,I― ∂r02
TI― 子…,/ps

/之



添付資料-3

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範臓H:原子炉冷却系統施設 事F常用が心冷却設備その他原子炉注水設備
I

原子炉格納施設 ,こカイ賦械設備その他の安全設備 (格納容器安ハ上設備)

`ポ ンプ (常設)恒設代替F氏圧注水ポンプ :1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 ,性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食Ⅲ浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

恒設代替低圧注水ポンプ
◆和 2年

ダ月/日 費
Φ
記録確認

原子炉下部キャピティ注水ポンプ
令
～

2幕

7月 無口 棄
目視/

鰤

備考

・記録i確認は、中講者の辞1質記録 (※)による。

※ :適合性確認絞査成績書の識別番号 : Tl-1-0103

俗



添付資料-4

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 夢俸鷲用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (絡触容器安全設備)

ポンプ (営設)恒設代替低圧注水ポンプ li個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること.

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

恒設代替低圧注水ポンプ
琴消仲2年

7月 χ日 R
砂
記録確認

原子炉ド部キャビティ注水ポンプ
神

2年

ァ月γ目 R
日視/

m
備考                  '

4記録確認は、中請者の品質記録 (※ )による。 .
※ :適合性確認検査成績書の識別番号 : Tl-1-0103

ノ象r



ヽ
η

検査方法

目視/

爾
骸
記録確認

検査

結果

及

k

検査年月日

千試3。年
〃月2ど 日

千成
'つ

年
/〆 煽之bB

水圧、気圧

区分

水歴

水圧

漏えい

検査時屋力

MPa

Z.77

麟
嘲
分

ｒ

′

ｆ

′

′

，

耐圧検査時

圧カ

MPi

どt7耳

耐睡検査

規定圧力

MPa

2. 7

最高使用

歴カ

WtP a

2. 7兼 1

耐圧検査、漏
・
えい検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :要贈薩談潮騨誓離輝義嘲静覇弄

三菱重工業株式会社 高砂製作所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

原子炉格納施設 歴力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

ポンプ (常設)恒 設代替低産注水ポンプ :1個

原子炉下部キャビティ注水ポンプ :1個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないことc

検査対象

恒設代替低圧注水ポンプ

原子炉下部キャビティ注水ポンプ

※ 11重大事故等時における使用時の値。

`記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績害の識別番号 :TI― 1浄 υ′OZ

備考

郭
奪
埒
華
―
伽



添付資料-6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表   ―

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月隠

有効期限
備考

篤農浪と

為静浪各 〆ェ簿裁
2っr'■ T渤雷

=oど

'■

餌引A

庶戸五及を

漁た0及養 戸五ん封
2つ′

'47月
20H

力
'9寿

Ⅲ顔司B

/

/

/
/

/

ノ

/漿



1関
西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要俵書番号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :卜02-2

今れ2年 ?月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

l発電所名    関西電力株式会社蔑浜発電所第1号機

2テ険査申請    検査申講一覧表のとおり

3検査理 日 自 食努諄ユlι 月守日

至 今れ
‐2年 ?層オ 日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

心検査実施着   検査繕果一覧表のとおり

6検査結果 検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録̀

/

成績書管理番号 :lT02-2



検査申講書番号

(申請年月日)

関原発第299号 (平成28年 1

闘原発第434号 (平成30年

闘原発第 46号 (平成30年

関原発第202号 (平成30年

関原発第259号 (平成30年

関原発第415号 (平成30年 1

閣原発第 504号 (平成31年

関原発第 512号 (平成 3二 年

関原発第 582号 (平成31年

関原発第  3号 (平成31年

関原発第 68号 (2019年

関原糞第 115号 (2919年

関原発第 204号 (2019年

関原発第473号 (2020年

関原発第 510号 (2020年

関原発第 542号 (2020年

B尋原発第 609号 (2020年

関原発第 20号 (2020年

爾温翼熟23,号 ●ゃ主。為移嵐勇日)

0月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 )

8月 20露 )

2月  5日 )'

2月  1日 )

2月  6日 )

3月 18翻 )

4月  4鳳 }

5月 16日 )

6月 24固 )

8月 23日 )

1月 23日 )

1月 31日 )

2月 26霞 )

3月 24日 )

4月  7襲 )

成績書管理番号 :卜02-2

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査Ⅲ毎譜書の変更申請により確認、し表中に連記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 ニト02-2

町

特記事項

ト

G〉
し

検査立会責任者 印

下 勁 ク
T'夕 rゞノ 主任技術者

原子力施設検査官 印

原子力検査官

i盆 冒杉独

検査結果

貪

検査年月日

今殊抱2年
ι 月9t'θ 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号:i-02-2

検査年月日君漑

"ュ

年 6 月9、 10臓

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録石窪言を、 ⑧・・

検査 をす る工事のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ⑧エ

.工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。   i  .

記録確認

律



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :1-02-2

検査年月日 :今覇詢 ュ年 b月 ワ←すθ 園

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準イ薦されていること。 記録確認 ⑧・二

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ⑧
た

検査用計器が校正されてお,有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。             r

記録確認 Q―

系統構成が完了していること。
|

立会/

鰤 ①―

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績善管理番号 :卜 02-2

検査年月日 :弁井
口え 年 ι 月?_lθ 自

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

化学体積制御設備

主朧管  別添 J参照の大線枠内の範囲

検査項日 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

据付検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることと

駐
日視

備考

。記録確認は、工事計画に基づき準講者が行つた試験・検査の品質記争)や (※ )とこよる。

※ 適合性確諾検査成績書の識夢子番号 :Ti-1-0201、 TI-1-0205
t             l

ど



設 備 概 要

原子炉冷却系統施設

力比隊 却五発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあっては、次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主配管の家菊称(最高使用圧力、最高使用温度、外径点厚さ及び材料   イ

・ 絆               

‐

刊

材   料

Sl:Sa04Tr

岳1:Sイ 1く)4Tr

SビS304■と

SrS304TF

(Iam)

厚    さ

711

ttta,暫 サ

7.I

/

6.0

とヽと、l;

7.1

/
7_1

/
7.1

7.1

/

7 1

/

(娘m)

外  径

t6S.2

(こ争,

16S,2

″″″
′
'″

″́

l14.3

く造二3)

165,2

//

1じS_2

/

165_魃

て,:3)

i6S,2

/

165,2

/‐

最 高使 濡

温   度

(常(〕 )

崚
　
０４

最 高使 用

旺   カ

(ヽいa)

可搬 式 代祥低圧

注水 ライ ン

様 縦 口

傾 設 代 替 畳 圧

津 水 ボ ン プ

出 日配 管 合 流 点

の
他
原
子
炉
注
本
殻
鯨

非
常
用
炉
心
冷

|

|

2.7

変  更  後

務‐名材   料

(RIIH)

寧    さ

(Bir l)

外   径

最 高 tt踊

温   度

(℃〉

離 腐使 用

腫   カ

(MPa)

変  更  前

称存ゃ

l

的
ゆ
掛

一，
一



(al口に)

材  料厚   さ

TP

T.1

/

/
7,1

TP

〔遠 3,

3,9

(患 3.

TP7.1

(mm)

外  径

種ヽ五3,

165,2

/

/
165.2

(漉 3)

60.6

く途 3)

166.2

最高使用

湿  度

(℃ )

〔逮1電

40

95

最高使用

歴  カ

(MPa)

(違 11)

2,7

可搬式代審低圧

濃水ライン

接続 回

憶識代警慨圧

注水ポンプ

出日配管合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
連
水
設
備

変 更 後

称名材・ 料

(mm)(min)

厚   さ外   径

最高使用

温  度

(℃ ),

最高使用

歴  カ

(MPa)

変 更 前

称名

1

ψ

翌
笠
勢
Ｌ
，
沖



ヽ9

変 更 後

材  料

SLiS27TP

1

(どに6二 )

SUS304TP

厚   さ

(磁m)

(注 1,6S

8.7

ー
(主主1.3何

8.7

('ェ £,3■

11.1

(■3,17.6研

11.1

外  径

(Ittl)

(笹 4,(

60,3

(43)

60.5

(dと ,

89,1

(注 ard5〕

89。 1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 11'

150

最高使用

圧  カ

(MPね )

(i工 11)

18.8

名 称

充てん配管

分岐点

弁 (lV…3579)

充てん配管

合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(lam)

外  径

(mm)

高使用

度

(℃ )

名 称

如
陰
】ダ
一′鳴



＼
０

変 更 後

材   料

1

(れ ヽヽユ

SUS304TF

1

厚   さ

(観 l霞)

(と 3〕

11.1

/
8.7

(雄と,05,

11.I

/
8.7

(注 3)

11、 1

/
11.1

/

外   径

(題m)

(注れ

｀
 89.1

/
60.5

〔注3,6S,

89,1

/
60.5

(注 8)

89.1

/
89.1

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注 111

150

最高使用

圧  カ

(MPa)

―
〔津 H,

18.8

名 称

充てル配管

分岐点

弁 (lV-8579)

充てん配管

合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料外  径 厚   さ

(薗 ) (回 )

最高使用

温  度

(℃〉

名 称

泌
挙
一業



8 化学体欄制御識備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用層力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

ヽ
、

材   料

(m範)

厚   さ

11.1

//

11.1

/

88.9

//

(注 2■ )

60.5

304TF

3,7

10と
lS

I 、

(=と か

(,■″冬)

88.

/f

(mm)

外   経

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

変更なし

最高使用

圧  力

(MPa)

変更な し充てん/高圧

注人ボ ンプ

A、  B、 C

充てん/高圧

注入ポ ンプ

下流 レジューサ

(4X3)

出
1

化
導
体
績
制
御
設
備

変 更 後

称名

(|■ 13

SUSa04TI

材   料

StiS27TP

く
'翼

,k4)

11.1

/
11,1

(,ヽ

SUS32T

(mlB)

厚   さ

(ぬ芝,13)

11.1

(!■ 2.聡 ,

11.1

寺装2.:1)

88.9

最高使用

圧   カ

(HP占 )

濡

度

使一局最

温

(℃ )

径

(81隠 )

タト

充てん/高歴

注人 ボ ンプ

A、  B、 C

充てん/高圧

注入ポンプ

下流 レジューサ

(4X3)

88.9

150

(主主12)|

|

18.8 1

化
学
体
構
制
御
設
備

(れを11■ )

114.3

/
88.9

変 更 前

称名

2

潔
掛
Ｔ
崎



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 02-2

＼
ν

特記事項

「3し

検査立会責任者 印

毎町クエ|夕 rcP/主荏技術者

原子力湾識検査官 印

彰 ふ 老

検査結果

ヽ

職

検査年月日

今釉 2年

Ь tt Z″ .甲

2子



! 添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

!           共通事項
成績書管理番号 【卜02-2

検査年月日:伽 z年 ど 月z監とF日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査請確認事項

使用前痰査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準十篇されてい

ること。

記録確認 ⑧ ―

検査 をす る工事の正

程、期日:及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 0・ 一

工事計画の認可番号の

記載が適切である こ

と。      |

記録確認 ⑧・一

/ε



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜02-2

検査午月目i玲角 2年 と 月ネ ゑ

'日検 査 場 所 手関西電力株式会社高浜発篭所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 イ薦考

申請者の品質記録が準備されていることを 記録確認 Q

必要な図面等が準備されていること。 囲面等確認 0・ ―

検査用話器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること.

記録確認 Q・ ―

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・(Э

/宝



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(お号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

戒績書管理番号 :卜 02-2

検査年月日:冷巌 2年 √ 月2ィド対渭

検 査 場 所 I関芝耳電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心玲却設備その他原子炉注水設備

主配管  別添 1参照の太線枠1人lの範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

設備及び機器が工事計と歯iに従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており,技術基準に適合するもので

あること.

疑
目視

∽

備考                    
｀

・記録確認は、i事計画に基づき申講者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識房唾番号 :Tl-1-0202、 Tl■ -0203、 Tlニ ト0204、 Tl■ ■911(その 1)

/す



原
「々打j冷却系統施設

力則Ⅲ泳型発翻 I]原 士脅i施設:こ係るもの (蒸気タービンに係るものを除くc)tとあつて1ま、次の事項

7 非4騨 111灯
i心冷軸設備その他原了詢

=注
水設備に係る次の事項

(7)i霊管の名称、最嗣 |千)に力、最高使J濶温度、外径、厚さ及び材料

。14千 :竹

横

変 後

材  料

SUS304TP

SLIS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚 さ

爾

麒 制

9,3

艤 翻

11.1

砲自子ⅢI
醐

9.3

/
7.1

267_4

/
165.2

tことは
'

11.l

/
9.3

(と主p

9.3

/

/
9.3

外  径

価狙l

l津81

267.4

醐

356.6

隠 ll

855,6

/
267,4

韓a欝 ,

267.4

/

/
267.4

最高使用

温  度

(日(3,

40

最高使用

睡  力

佃Pal

0

名    称

燃料取替用水

タンク

出薗配管分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入由配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
Jい

量
備
そ
の

接
子
炉
注
水

講

外患H巌縞さ1材 料露辞侵評名    称

涯
郭

イ
一



＼
喘

変 更 後

材  料

SUS304TF

SU3804TP

SUS804TP

SUS304TP

SUS304TP

厚  さ

lmml

魅 9η

7. 1

饉 翻

&2

l議 翻

9.3

蝸 3'

il.と

l造3)

“

3

/
7.1

外  径

lmml

lttl

165。 2

囲

216。 3

lttl

267,4

lと渤

355.6

lttBl

267.4

/
165.2

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

価Pal

建 1む

0

名    称

醐

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及ぴ

韓電動輔助

給水ポンプ

入日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

脚 替低圧

注水ポンプ

輩
用

想

急
そ
の
他
原
子
炉

崇

誇

変 更
´
前

材  料

厚  さ

仙ml

名 称 度外  後

価Pal S(3) 爾

渡
孫

イ
中



＼
Ｍ

変 i更 後

|

さ|厚 材  料

伍租)

醐

11,1

/
&2

SUS304TP

11.1

/

11.1

/
9.3

外  径

爾

l島 31 .

865.6

/
216.3

鰤

855,6

/
355,6

/
267。 4

歳 局慨 用

温  度

健 )

95

最高使用

圧  力

lMPa}

0

名   勢

燃料取替用水

タンク

出園配管分岐点

及び

B寝目涯劾臨由罷カ

給水ボンプ

入口配管分岐点

庶跡下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

蝉

注水ボンプ

蓄
用
炉
ど
illヽ

錦
議
あ
接
湊
崇
誇

変 更 前

材  料

温 外  径厚_さ

1価鶴Pa) 健 } m

名    称

澄
郭

Ｔ
∞



＼
芍

変 更 後

材  料

SUS304Tl

SUS304TI

SUS304研

SUS304TP

醸

7.1

3d

iSUS304TI

厚
‐さ

鰤

魅|

H431
11と言に3η

6.0

閣帯

165。 21

ltta 3?)

7.1

〈透J"

7.I

/
6,0

帥

7.1

/
7.1

/
7,1

外  径

11剛l

醐

165。 2

/
1143

醐

165,2

/
165。 2

/
165,2

爛

165,2

最高使用

温  凄

l℃ )

(崖 lttl

95

儀 1ll

150

最高使用

圧  力

価Pal

審
暴′ふ
錦
誇
為
接
幕
兼
壽

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

2.イ

A内部スプレ

クーラ

出日配管合流点

名    称

変 更 前

名    称

IG輯Pal l℃) lmml l出皿l

選
孫

イ
ふ



ヽ

変 更 後

材  料

SUS304TP

SLIS304TP

T,I

/
6.0

|

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

鰤

饉 調

6.0

麒 3和

7.1

e主爆)

7.1

/
7.1

/
T.1

(越 翻

7_1

外  径

位皿l

圏

H4,3

lttl

165.2

くと,ra)

16512

/
1143

i潮

165.2

/
165,2

/
165.2

(想I紳

165。 2

最高使用

温  臓

l℃ )

l造 1韓

95

l虚 1ll

150

最翻

圧  力

佃Pal

輩
用

思

毒
そ
の
他
原
子
炉
注
水訥

語

蹴 鞭

柱水ボンプ
電を1ll

2.7
B内部スプレ

クーラ

出日配管合流点

名    称

変 更 前

材  料名 称 力 さ

lMPal l℃ ) 嗣 m

削
一一驚
刀
一‐
伽



Ｗ
ゝ

変 更 後

圧 径 厚  さ材  料

価Pal 俺 ) 爾 鰤

l注 141 魅 1灯

95

C“ :静

60.5

l注&

2,7 3.9

名    称

恒設代替低圧

注水ポンプ

出日配管の岐点

弁 (1キ
r_6484)

恒設代替低圧

注水ポンプ

出園配管合流点

変 更 前

最高使用

温  度

に )

外  径 厚  さ材  料

爾 爾

名 称

1最高使用

1圧  力

1碑お

湮
郭

Ｔ
⇔



V

変 更 後

材  料

蝉 罰

SUS27TP

鰯 S〕

SUS304TP

SUS304TP

艤 51

SUS27TP

厚  さ

鰤

饉 立 SS

6.0

餞&31曲

6.0

醸 3冷

6.0

艤 65,

6.0

/
6.0

/

外  篠

嗣

l激 69

■4.3

l激 15)

1143

lと Fさl

n43

個試心S,

H43
/
H4.3

/

最高使用

温  度

(℃ )

鮭 I報 )

95

最高使用

圧  力

lMPa)

嵯 141

0

名    称

鰤 )

内部スプレ

クーラ

出ロテスト

ライン分岐点

弁(lMOV-6496

A、 B}

燃料取替用水

タンク

＾
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料径 厚  さ

佃Pal 健 ) 嗣 耐

名 称

湮
鶉

Ｔ
『



〕
Ｗ

変 更 後

材  料

凶 51

SUS27留

SUS304TP

SUS304TP

l離

`れ

SUS27TP

厚 さ

耐

Q主&316前

6,0

麒 371

6.0

爛

6,0

/
6,0

/
6,0

lとどこ6b,

8,0

/
6.0

/

外  径

(田臓41

l艤 心a

l14.3

囲

l14,3

醸

H4.3

/
H4.3

/
114,3

隠 6れ

'

1143

/
H4.3

/

最高使用

圧  カ

GlPal

最高使用

1温  度

1 俺 )

|

キ

|

春
暴
,い

懲
そ
の

接
子
炉

兼
講

内部スプレ

クーラ

出ロテスト

ライン分岐点
lこ 10

2.1 95
弁 (lMOV-6496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

名 称

変 更 前

材
・

料

最高使用

温 _度

(℃ }

外  鶴 厚  さ

l阻租l lmml

最高使用

圧  カ

$4Pa)

名    称

渤
逓
朔
ュ
‐
∞



ド
ｆ

変 更 後

材  料

SuS304TP

厚  さ

l租田l

l連とη

6,0

/

/
6.0

最高使用
|

埠 瑠外
俺 )|

径

鰤

|

I

0閣l

H4.3

/
95

/
H43

最高使用

圧  力

腿 al

鮭 lal

2.1

名   称

螂

内部スプレ

クーラ

出田テスト

ライン分岐点

弁 (lMOV-6496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

最高使用

ユ晟 度

l℃)

1外

よ

溜厚
laml l

I

|

さ1務

嗣 |

料

最高使用

圧  カ

lMPa)

名   称

澄
鶉

Ｔ
Φ



好

変 更 後

材  料

鰤 剰

SUS27TP

SUS304TP

厚  さ

嗣

醸 651

6.0

α温 3η

6.0

外  径

鰯

饉 6Sl

l143

閣

1148

圏

1148

/

/
1143

最高使用

温  渡

健 )

争注141

150

最高使用

圧  力

佃Pal

餞 !ユう

2.7

名    称

鰤 盛l

内部スプレ

クーラ

出田テスト

ライン分岐点

弁 (lMOV-6496

Ar Bl

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径厚  さ

也ml (mml

名 称

lMPa) に )

澄
鶉

Ｔ
あ



検査結果一覧表

成績害管理番号 :卜02-2

よ

特記事項

″戸レ/

検査立会責任者 印

事イラT・ 井 どy  主任技術者

原子力検査官 印

多AЙ予J

検査結果

役

検査年月日

踊 エ 年

▼月
1も

日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜02‐2

1  検査年月日ア 鶏 衛 ∠年 フ
月 ↓忠 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申讃書の確ii恩

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 良

検 査 をする工事の工

程、期日及ぴ場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事講国の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。   ′

記録確認、 良

青



1    添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 t卜02-2

‐  ′決査年月日
為 踏 フ

月 ib日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認方法 結果 備考確認事項

記録確認

篭
フ

・ 一申請者の品質記録が準4薦されていること.

図顧手等確認 0~必要な図面等が準イ浦されていること。

記録確認

/

検査劇話器が校正されており有効理限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

脇系統構成が完了していること。

ガ



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績審管理番号 :卜02-2

、    攣1月甲毎
'穿

|ク 月tみ 目
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

主配管  別添 と参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び裾付け状態検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画た従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

孔

り
備考                                  .
・記録確認は、工事計画に基づき申講者が行つた試験 。検査の品質記録 (※ )による。

※通合性確認検査成績書の昇暢好番号 :Tと -1-0を 02、 Tl■ -6203、 Tl―卜0204.Tl■■911(そσ,1)

T卜 1■ 911(その2),Tl=:-0803

・習視で確認した範屋魔:添付資料 3-3参無

♪″



検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

(立会検査)           |
 `                   ′

   成績書管
Ⅲ理番号 :卜 02・ 2

検奪年月日〔慶浮傷 2年 7月 子心 歳

検 査 場 所 :関西電力株式会社蔑浜発電所

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

!   米

範設代替低班注水ポンプ

出日配管分岐点 ～

弁 (lV… 6484)～

恒設代替低圧注水ポンプ

鶴日配管合流点

外観検査

組立て及び据付け

状態検査

耐圧検査

漏えい検査

別添 2参照

(耐圧検査

漏えい検査)

災

目視

以下余白

1有
.奄

鮫:朝財期議撃T粋
慟斑罐繁・

B∂



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表    ｀

添付資料 3-4

理番号 :1-02-2

検査年月置 : ユ算 7月 |

備考管理番号 測定範囲 測定精度
校■年月職

有効無眼
検査用計器検査頼日

ソ月
'|

としユ守組み漆重

胸

ヽ

癖

み々賞

漁

'戒

蚤
蘊ンl万極

月

月∂|

πイ封

〉メ帯体傷

S/



2020。 7. 16 検査範囲

仇
Ｖ

SUS304TP

材  料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

(注 3)

9,3

/

/
9,3

(濃 3,37)

9,3

〈逮3,37)

11。 1

(注 3)

9.3

/
7.1

(滋 3)

11,1

/
9.3

(注 3)

267.4

/

/
267.4

(注 3)

267.4

/
165.2

(渡 3)

355,6

/
267:4

イ

赤 径
1厚

さ

(HIIIE)|(mm)

(注 3)

267.4

(注 3)

355,6

最高使用

温  度

(℃ )

(注 11)

40

最高使用

F上  カ

(MPh)

(注 14)

0

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B電動補助

給水ボンプ

入日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

(注 66)|

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 後

称名材  料

(HIn)

厚   さ

(■Hl)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

変 更 前

称名

耐圧 a漏えい
(記録確認)

0202

道
済
Ｇ

′
下



Ｗ
Ｗ

変 更 後

F(耐ョ
材料

(渡 8,

711 ls眺 304TF

(注3.87

ISUき
304TF8.2

十

島4s恥304TF

(注3,

11.1

3?ISUS3iと

TF

9.3

/
711

TP

外   径

(mm)

(注 3)

165.2

(注 3)

216,3

(造 3〕

267.4

(湛 3)

355:6

(注 3〕

267.4

/

165.2

最高使用

温  度

(℃ )

〈澁14)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 14)

0

名 称

(,■ 66)

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B亀動補助

給水ポンプ

入日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

耐圧・漏えい
(記録確認)

厚   さ

(lliln)

外   径

(lua)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

0203
0204

0202

0203
0204

0202

0203
0204

聟
排

一
こ

Ｙ
▼

亀

よ
ヽ



ψ
ヂ

変 更 後

5(1)寸

材料

11,1

/
8.2

TP

11.1

/
11.1

/
9,3

SuS304TP

外  径

(Httl)

(注 3)

355,6

/
216.3

(注 3)

355.6

/

355,6

/
267,4

最高使用

温  度

(℃ )

く述14)

95

最 高使用

圧   力

(MPa)

(逮 H)

0

名 称

(注 SG)

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

八日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

′
注水ポンプ

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料

耐圧・漏えい
(配鎌確認)

外  径 厚   さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

0202

邁
一
ゝ
量

Ｓ
）

単
Ｒ
も
一
く
′
一〇



的
守

変 更 後

材   料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TT

厚   さ

(mm)

(‖ 3.87〕

6.0

(=芋 3.37)

7.1

(注 3)

7.1

/
6.0

(選 3)

7.1

/
7.l

/
7.1

〈注3,37〕

7.1

外  径

(mm)

114,3

165.2

く注

165.2

/

114.395

165.2

/
165。 2

/
165,2

(注3)

165,2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 】1)

150

最高使用

圧  力

(MPa)

(澁 H)

2.7

名 称

(注66)

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

A内部スプレ

クーラ

出日配管合流点

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

耐圧 a濡えい
(記録確認)

外   径

1厚
(孟)i(THl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

0204

望
＞
↓Ｓ

し
も
Ｗ
Ｏ
´
＜
′
一゙



∞

い

　

ィ

変
「

更 後

材  料

SUS304TF

SUS304TP

SuS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(lMa)

く注3,37)

6,0

(注 3,37)

7.1

(注 3)

7.1

/
6.0

(注 3)

7.1

/
7.1

/
7.I

(注3,3T)

7.1

外   径

(mm)

(注 3)

H4.3

(注 3)

165。 2

(澁 8)

165.2

/
114.3

(注 3)

と65,2

/
165.2

/
165、 2

(注 3)

165,2

最高使用

温  度

(℃ )

(澁 11)

95

(注‖〕

150

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 14)

2.7

名 称

(注68)

恒設代誉低圧

注水ポンプ

B内部スプレ

クーラ

出日配管合流点

非
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

耐圧 :漏えい
(記録確認)

外   径 厚   さ

(lu■) (mlll)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

0203

曽
券
（α

Ｖ
り
亀

，手



r

変 更 .後

厚   さ材  料

(mm)

外  径

(mm)

(渡 3〕

60.5

最高使用

温  度

(℃ )

(注 14)

95

最高使用

圧   力

(MPa)

(注 H〉

2.7

名 称

恒設代替低圧

注水ポンプ
_

出白配管分岐点

弁 (lV…6484)

恒設代誉低圧

注水ポンプ

出口配管合流点

非
常
用
炉
Jい

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

外観 口据付・耐圧・漏えい
(記録確認・立会)

厚   さ

(肥il)

外  径

(11■)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

0203

”
ｊ

ウⅢ雛・ B露付・ 封 膵・ 選 舜い控春  立会範囲

「 4 了 ■ V A五 員▲ゝ～植置O件巻任扉難女ポ プ`ザ出日配答合諮 占 1非陰 て

税歩〉ヽ
初Ｔ（
命い）

Ｖ
住
髯
〉́
幻
生
い



的
野

変 更 後

材  料

(注SS)

SUS27TP

(遊 65)

SUS304TP

SUS304TP

(連 65)

SUS27TP

厚   さ

(mta)

(逮 a,3イ .65,

6Ⅲ 0

(注 3.37,65)

6.0

くこa,37〕

6,0

く注3,65)

6.0

/

6.0

/

外   径

(mlll)

(注 3.65)

l14,3

(注3,薔 )

114.3

(注 3)

114,3

(注3,6Sユ

114.3

/
114.3

/

最高使用

l星  度

(℃ )

(注 1

95

最高使用

臣  カ

(MPa)

(注 H】

0

名 称

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

ヂト(lMOVT6496

A、 8)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

外  径 厚   さ材 料

(皿11) (則Rl)

外観 a据付・耐圧 B漏えい
(記録確認)

最高使用

l量  度

(℃ )

最高使用

区  カ

(MPa)

名 称

1911

その1

その2

湮
軒
４０
）

Ψ
Ｒ
る
ｆ
嘔
生
゛



』や

変 更 後

材  料

(注 6S)

304

厚   さ

(lBlil〉

(海 3.

6.0

/

6,0

/

外   径

(laⅡl)

く注3.6S)

114,3

/
114.3

/

最高使用

温  度

(℃ )

(とと11)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(渡 ,1)

0

名 称

内部 ス 歩 ず

瀬

|

|
クーラ  |

出ロテス ト 
ー

ライン分岐点

弁 (lMOV… 6496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
,渉

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(■ull) (mm)

駿高使用

温  度

(℃ )

最高使用

睡  力

(MPa).

名 称

煙

ゝ
工

縦
）

ｙ
迅
色
″
ｇ



怠

(甚LSS)

SビS27TP

SじS304TI

SUS304TT

材   料

(注 65'

SUS27TP

饉 3)

6.0

/
6.0

/
6.0

(電七3,65)

6.0

/
6.0

/

(■ lttl)

厚   さ

(注 3,智 .65)

6.0

(注 3呂 7)

6.0

(注 3,G3)

生14,3

(注 3.63)

l14.3

/
114,3

/

(Hlma)

外  径

(注働

l14.3

(注 3)

114.3

/
114.3

/
114,3

最高使用

温  度

(℃ )

t滋 14)

95

く注二狙〕

2.1

最高使用

圧  カ

(MPa)

内部スプ レ

クーラ

出 ロテス ト

ライン分岐点

夢卜(lMOV-6496

A、  B)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 後

称名

最高使用

温  度 さ材 料

(El田1)

厚

(lam)(℃ )

外   径

最高使用

圧  カ

(MPa)

称名

外祖 3据付・耐圧 。漏えい
(盟録確認)

変 更 前

0203
0204

い学【琳″一争中）



ｆ
、

変 更 後

材  料

SUS304TP

厚   さ

(mlR)

く遊3)

6.0

/

/
6.0

外  径

(■ lEll)

(遊 3)

114.3

/

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 14)

95

最高使用

匪  カ

(MPa)

く注11)

2.1

名 称

(注 86)

内部スプレ

クーラ

出ロテスト

ライン分岐点

弁 (lMOV-0496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

外観・据付・耐圧・漏えい
(記像確認)

外  径|厚   さ

(■lm) (Illttl)

最高使用

温  度

(℃ )・

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

0203

鴻
多
ゝ
盈
盆
こ

Ｖ
Ｇ
ｕ扇
ｖ
ｒ
増
″
一”
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変 更 後

材  料

(注SS)

SUS27TP

SUS304TF

SUS304TP

厚   さ

(題』Il)

(注 3!65)

6.0

(と3,37〕

6.0

(注 3)

6.0

/

/
6.0

外   径

(mm)

(注8,65〕

114.3

(注 3)

114.3

(注3)

114.3

/

/‐

114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 i

150

最高使用

臣  カ

(MPa)

2.7

名 称

内部スプレ

クーラ

出甲テス ト

ライン分岐点

夢卜(lMOV…6496

A、 3)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

織露基握盤)VttI漏
えい

厚   さ

(覇IB)

最高使用

温  度

(℃ )

外  径

(ll1ll)

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

0203
0204

一弾歩駕身了一
い一（〕

ｖ
ａ
し

，
か↓
一゙



変 更 後

材  料

SUS304TF

SUS304TT

(注 3.37)

7.1
ISUS3

04TI

SUS304TF

厚   さ

(mm)

(漉 3〕

7.1

〔逮釧

5.5

(注 3)

7.1

/

/
5,5

ィ名 称 屋
高使
冤1電

F使堡
|(MPa)|(℃ )

|

1外 径

(mm)

(遊 1 t注 14)

非
常
用
炉
Jb

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

0 40 165,2

89.1
復水タンク

プロー配管

接続 口

夢卜(lCW-301)

1 165:2
(注 1コ (注

(注 a)

1.3 40
1 65, 2

復水ケンク

/
89,1

変 更 前

材   料

材料・寸法
(記鋒確隠)

外観 い据付・耐圧・漏えい

最高使用

匡  カ

(Pa)

最高使用

温  度

(℃ )

|

1外

|

径 厚   さ

(皿題) (■lm)

名 称

0603

合
ψ

(注 1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-6400A、 8)」 と記載  ・

(注2)SI単位に換算したものでめる。

(注3)公称値

(注4)■ルボについては既工事計画書に記載がないため記学の道正化を行 う。厚さについては管 と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計画書による。       _ β
掛
一一ぃじ



ハ
介

(注 5)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火 災防護設

備)の うち消火設備と兼用

(注6)重共事故等時に使用

(注イ)記裁の適正1ヒ を行うも既工事計画書には「SUS27TP」 と記載

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (1…8926)」 と記載

(注9)既工事計画書に講載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注 10)計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

(注 11)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (1-8926)～弁 (1-LCV― 1150、 E)」 と記載

(注 12)記載の適五化を行う。既工事計画書には r格納容器サィプ～弁 (1-881と A、 B)」 と記載

(注 13)記載の道正化を行 う。記載内容は、Bを工事計画書「原子炉格納容器1に よる。       ・

(注 14)重木事故等時における使用時の値

(注 15)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1■ 381lA、 3)～弁 (1,3812A、 B)」 と記載

(注 1む)記載の適正化を行う。既工事計画書には「SUS32TP」 と記載

(注 17)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (1-8958)」 と記載

(注 18)記載の道正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (1-8968)～弁 (1・8809A、 8)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行う。既工事計画書には f燃料取換用水タンク～弁 (1-5400)」 と記栽

(注26)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注本ポンプ出国連絡管分岐点えレジューサ (4X3)」 と記載

(注21)記載め道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジューサ (4X3)」 と記載

(注22)記栽の適正化を行う。ニモエ事計画書には「レジューサ (4X3)～弁 (1-8803A、 8)」 と記載

(浅23)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (予 8803A、 B)～ほう酸注入タンク入自レジューサ (6X3)」 と記載

(注24)記載の邁正化を行う。既五事計画書には「ほう酸注入タィク出関レジターサ (6X3)～弁 (1-8801A、 8)」 と記載

(注25)記載の道正化を行う。瞬工事計画書には「弁 (1-8801A、 B)～格納容器」と記較

(注26)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧浅入ポンプ出園連絡管分岐点～レジューサ (4X3)」 と記載
当
守ぷ
夢（
企あ
）

予
島
５
亀

′
再



令
η

(注27)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジューサ (4× 3)1と 記載

(浅 28)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～弁 (1-8815)」 と記載

(注29)記載の適五化を行 う。既工事計画書には r弁 (1-8815)れ格納容器」と記載

(注30)記載の適五化を行う。既工事計画書には「ほう酸注入タンク入ロラインレジューサ (4X3)出 薗分岐点～弁 (1=8816)」 と記載

(注31)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-3816)～格納容器」と記載

(注32)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「ヨール ドレグヘの高圧ラインのレジェーサ (4X3)出 自分岐点～弁 (1-3814)」 と記

載

(注む3)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8814)～格納容器」と記載

(注 34)記載の道正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-3818A、 B)～格納容器」と記載

(注35)余熱除去設備と兼用

(注36)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「コール ドレグ⌒の注入母管分岐点～弁 (1-3819)」 と記載

(注87)エルボにおいてすま管と同等以上ゅ厚さのものを選定する。

(注38)記載の道五化を行う。既工事計画書には「弁 (1-3819)～格納容器」と記載

(注39)記載め適正化を行う。既工事計画書には「格納容器貫通部#229～分岐点」と記載

(注40)記裁の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8944A、 B、 C)」 と記歳

(柱41)記載の道正rヒを行う。既工事計画書には「弁 (1-8944A、 B、 C)～差冷却材管ループ低温側注入ライン合流点」と記載

(注42)記裁の適正化を行う。既工事計画書に,ま r(最小)9.5」 と記載

(注43)公称値tま既工事計画書に記栽がないため記載の適正化を行う。

(注44)記載の道正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9.5/(最小)9.5/一 」と記載

(注45)記載の適正化を行う。既工事計画費には「格納容器貫通部#262～分岐点」と記載

(注 46)記載の適I化を行う。既壬事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8942A、 B、 C)」 と記載

(注47)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁営各流点」と記載              ,

(注48)エルボを示す。                      ・ 導賓↑業球ユ
（一本
）

〕
，

ビ

亀

生
″
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(注49)

(注 50)

(注51)

(滋52)

(注 53)

(注54)

(注 55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注60)

(注61)

(注62)

(注63)

(注64)

(注 6う )

(注66)

(注67)

(注68)

(注69)

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「格納容器貫通部 #261～ 分岐点」と記載

記載の通正化を行 うG既工事計画書には r分岐点｀逆止弁 (1-8989A、 B、 C)」 と記栽

記載の通正化を行う。既工事計画書tlは 「格納容器貫導部 #276～分岐点」と記載

記裁の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-3937A、 B、 C)こ と記載

記載の適正イ協を行う。既工事計画書には「逆止弁～合流点およびレジューサ (6X2)」 と記載

記載の適五化を行う。雛工事計画書嘩は「弁 (1-3987C)及び弁 (1-8939C)～弁 (1-8940C)」 と記載

記栽の適重化を行う。既工事計画書には「 (最小)915ィ (最小)9,5/(最小)9.5」 と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #263、 224～分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既正事計画書には「分岐点～弁 (1-8973A、 C)お よび弁 (1-8972A、 B)を経て弁 (1-89738)」 と記載

記載の適五化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8973A、 B、 C)～弁 (1=8945A、 B、 C)と と記載         _ ―

余熱除去設備及ぴ計測制御系統施設のうちI事 う酸注入機能を有する設備と兼用 _

記裁ゅ適正化を行 1。 既五幸計画書には r格納容器貫通都奪258れ分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～弁 (1-8935A、 3)」 と記栽

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8935A、 B)～弁 (1-8940A、 3)」 と記載

記裁の適I化を行 う。既工事計画書には rァ キュムレータA、 B、 C～弁 (1-8808A、 8、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8808A、 B、 C)～弁 (1-8948A、 B、 C)」 と記載

本設備は既存の設備であう。

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

StS32TP同 等 材 (SU事 316TP)今の取 誉 え を行 う。           ,

蒸気タエビンの附属設備及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格ホ内容器安全設備)と 兼用

SUS27TP同 等材 (SUS304TP)へ の取 答 え を行 う。

灌
券
一体も
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騒観書番号:1-02-2

検査項目表
(2020/,/16曼 検予定範囲のみ抜持)
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嫁子炉冷却系金施議に係る機器0
睡置を明示 した固面

(非常戸炉心 ムヽ郊設備

そデ)抱原 子炉注水設備,124'4ゼ I
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起
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原子f冷聾系続施政 (こ 採め残器(1)

磁置を明示 した圃百

(非常用炉心冷却散籠

その他募子F注ホ錠撮,tBCた2)
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耐圧検査、漏えい検査記録

歳月浮沖芽フ周tら 日
:

名称

最高使用

五カ

ぽ a)

面りこ鰭

圧カ

斜Pa)狗

難

時開

ω

添えい検査

圧カ

ua)釉

確認

方法
結果

―忠ヽ3
守爾朗蝉 ンプ

鶴日配管分岐点

弁(評傲崎

1圏財韓魏饉議球ボンプ

出日配簡合流点

2.7挙 k 2、8
|

| キ 上 、 は

|

露視 孔

イ浦考

※1:量夫事綾等時における使用時のイ直

※2:使用圧力※lXl,0(2.7鯉aXl.0=2(7MPa)以上

x}牟とげ・ 割略4'～1登翻幌陸録親輔掏軟D    、
立謙く,Cア

`急

をつ雰粥感競淑魯)        .

6す



検査結果二覧表

成績書管理番号 :卜02-2

＼
ふ

特記事項

丁St

検査立会責任者 印

滞 夕‐‐夕ith〆 主任技術者

原子力検査官 印

彰泉乾■

検査結果

ヽ

衰

検査年月日

二
奪湖仲2年
彦月 /′ 日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜 02-2

湊套年角日:堵力静2年 ′月″′日
検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

・検査講確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中講書 (変更李請を

含むも)が準備されてい

ること。

記録確認 0-

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Θ・T

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認 ① エ

と7



添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番揮サ・1卜02-2

検査年療日:今
や 2年 成 月 /β 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬

必要な園画等が準備されていること。 図面等確認 ◎・ァi

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・(9

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良

6お



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査〉
成績書管理番号 ::-02-2

検義年月日:浴浄 2年 ″ 月 ノ′ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

6タ

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設f薦その他原子炉注水設備

主配管  別添 l参照の太線枠内の範囲

検査項日 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査         `

組立て及び据付け状態を確認す

る検査      
イ

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、:居付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

負
目視

備考               |
・記録確認は、工事討間に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-0202、 Tと■-0203、 TI― 卜0204、



原 r非輸却系縄魁険

力側に水型だDBtt rtti施設(こ係るもσ)(蒸気タービンにイ系るものを除くこ)(こ浄)つ ては、次げ)事項

7 非常用炉,熱ムI拗鯨その他原 r埼帯上水設備に係る次の事項

(7)'I・題己管の名称t最高側十

"に

力、最高使,‖i綾、騰 、、厚さ来び材料

・言上渋

煮
ｏ

変 更 後

名    称 さ1材

(q(3) 爾 t町嗣l

1 267.4

鰯

9,3

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入日配管分岐点

355.6

くとと3,

11.| Stl

(避憩l'

７
‘

食
曝

，

９ 4 9,3

/ /
1 6 2 7.1

0 40

(潮

355.6

/
267.4

11.1

/
9,3

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

|

|

SUS304

267.4

/ ９，３／
・／
９，３

/
267.4

変 更 前

名 称長尋与男F鳥争呉鳩|
1

1

さ
1材  料

仙ml

湮
纂

Ｔ
帯



司
一

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚  さ

tttl

蟻 37'

7.1

蟻 37)

8.2

悩 8り

9,3

聰 37,

11,1

lttll

913

/
7.1

外  径

lttl

国 l

165.2

圏 l

21&3

囲

267 4

l≧守l

355.6

鰯

267.4

/
166.2

最高使用

温  度

俺 }

←藤1ll

95

最高使用

圧  力

佃Pal

鮭 I呻

0

名   称

艤 al

燃料取替用水 ―

タンク

出日配管分岐点

及び

B妻琶目我浦轄澪現,

給水ポンプ

入日配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

及び

恒設代替低圧

油水ポンプ

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
浅
水
設
備

変 更 前

材  料最高使用

温 度 1外  径

1爾

厚  さ

(l(3) 嗣

最高使用

圧  カ

佃Pal

名   称

選
郭

Ｔ
〕



変 更 後

材  料

SUS804TP

SUS304響

厚  さ

醐

lttl

11,1

/
8.2

t,芸掛|

ll l

/
ll.1

/
9,3

外  径

醐

{潮

355.6

/
216.8

lttl

355_6

/
855.6

/
267.4

最高使用

温  度

俺 )

蟻 iF' 鮭 1ll

950

最高使用

圧  力

佃Pal

名    称

鰤 61

燃料取替用水

タンク

出日配管分岐点

及び

B電動補助

給水ポンプ

入園配管分岐点

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ
1及び

恒設代替低圧

注水ポンプ

蓄
用
炉

`沐

錦
設
備
そ
の

讐
幕
兼
藩

変 更 前

材  料|
外名    称 温  度

(℃ )

径厚  さ

鯉 a) tr耐 爾

芍
Ｗ

鞘
塁蛍
卵
一！
∞



芍
∞

変 更 後

材  料

SES304TI

SUS304TI

SuS304町

SUS304■

SUS304Tr

厚  さ

闘

饉 3n

&0

(たと1 3つ

7. i

l連31

7,1

/
6,0

螂 ,

7.1

/
7.1

/
7,1

l麒 3η

7.1

外  径

爾

l遠 3〕

114.3

lttl

165,2

tと,La)

165,2

/
H43

鰯

165.2

/
165,2

/
166.2

閣

165,2

最高使用

温  農

俺 )

建 t引

95

磯 !司〕

150

最高使用

圧  力

Mal

儀 l鷲〕

2,7

名   称

鰤 0

原子炉下部

キャビティ

注水ポンプ

A内部スプレ

クーライ

出日配管合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

俺 )

外  径厚  さ

tttl lttml

最高使用

圧  カ

はtPal

名   称

渡
鶉

Ｔ
卜



当
ヂ

変 更 後

材  利

SUS304TP

SUS304TP

SuS304TF

SUS304TP

SUS304TP

厚  さ

圃

隠 3η

6,0

α曽缶3η

7,1

は 慟

7。 1

/
6,0

(逸41

7.1

/
7.1

/
7.1

饂 綱

7.1

外  径

耐

圏

H4,3

醐

165,2

閣

165.2

/
114,3

l道おl

165.2

/
165,2

/
165,2

lttl

165.2

最高使用

温  度

l℃ )

蟻 11)

95

にと!4,

150

最高使用

圧  力

領Pa)

l注 141

2.7

名   称

〔E師,

恒設代替低圧

注水ポンプ

B内部スプレ

クーラ

出国配轡舗胞蕪

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

圧

lMPal

径 厚  さ

(℃ ) 爾 m

名   称

波
郭

Ｔ
”



検査結果‐覧表

成績書管理番号 :l-02-2

芍
峰

特記事項

∴
δ し

検査立会責任者 印

イイうrヽ タデt゛ソ主任技術吉

原子力検査官 印

主か筆■

検査結果

Ｒヽ

検査年月日

桶 2年

7月 20日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
!  共通事項

成績書管理番号 11-02-2

検査年月日:櫓 2年 、9月 翼F目

検 査 場所 :闘西電力株式会社高浜発電所

検査前確認、事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請善 (変更申請を

含む。)が準繕されてい

ること。

記録確認、 ①・下

検 査をする工事の五

程.期 日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認 Q―

工事計画の認可番号の

記畿が適切である こ

と。     '

記録確認 ⑬一

クb



.  添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :1-02-2

検査年月日i ntt02年  9月  20日

 ヽ      検 査 場 所 :関西電力株式会社蔑浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準捕されていること。 記録確認

必要な図画等が準備されていることこ 図面等確認
①

・ 一

検査用計慕が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲R測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
立会/

範

l,り



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :1-02-2

検奪年月霞 :律ゎ 2  9月  2争 日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜尭電所

クd

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設     i

非常用炉心冷却設備その他原子炉注本設備

原子炉格納施設

圧力低減設イ薦その他の安全設備 (格納容器安全設備)

主配管 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

・材料検査

・寸法検査

;外を発検査

・組立て及び据付け状態を確認す

る検査

。雨ヽ1圧検査

t漏えい検査

設備及び機器がI事計画に従い製作

されR据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

R′
目視

⑮

備考

`記録石窪総は、工事計画に基づき中請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合機確認検査成績書の識別番号 ITl二 1-◇ 218



設 備 概 要

原子炉冷却系統施設   ~

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつて

'ま

次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設                  |

↓『

遭
謝

ユ

奮

＼

ュ
こ

（
か
か
温
拍

や
コ
〕
彎
蘭
彰

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TF

SuS304TP

厚   さ

(Ildl)

(注3,a7)

7.1

く龍 3)

7.1

/
7.1

/

(I七 3.37)

7.1

外  径

(Illlll)

くと3)

165.2

(注 3)

165.2

/
165。 2

/

(注 3)

165,2

最高使用

温  度

(℃ )´

(注 11)

150

(注 14)

200

最高使用

F上   カ

(MPa)

(湛 H)

2,7

(と ,4)

4.1

名 称

く注65)|

B内部スプレ

く ターラ

出日配管分岐点

弁 (lMOV-8746)

行 き

弁 (lMOV-8746)

B余熱除去クーラ

出日配管合流点

非
常
用
炉
とい
冷
去F

設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料

厚   さ

(lu■)

外  径

(競Hl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

睡  カ

(MPa)

名 称



変 更 後

材  料

('tSS〕

SUS27TP

(温 65)

SUS304TF

SUS304TP

(准 65〕

SUS27TP

厚   さ

(mm)

(澁 813?ISS)

6,0

(注 313T,65)

6.0

(導3,97)

6.0

(注3,65)

6.0

/
6,0

/

外  径

(alEm)

(世 3.SS〕

114.3

(注る16患〕

■4.3

(注 3)

114.3

(注3,6S)

114,3

/
1i4.3

/

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匡  カ

(MPa)

0

名 称

内部スプレ
‐

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (lMOV…6496

A、  B)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

'変 更 前

材  料

厚   さ

(mm)

最高使用|

温  度|

(℃ )

外  径

(lBm)

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

り
ｏ

選

謝

ユ

（
Ｎ
＼

ュ

博
）

吊
ひ

ド
軍
や
コ
】
Ｅ

(次ベージに続く)



変 更 後

材  料

く注Sa

SUS304TF

厚   さ

(誼 )

く注8165)

6.0

/

6,0

/

外  径

(H阻 )

く遠3165〉

l14,3

/

1i4.3

/

最高使用

温  度

(℃ )

くとH)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

く滋14)

0

名 称

ラ
   (滋 G6)

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (lMOV-6496

A、 B)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(阻 )

外   径

(Il』11)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

臣  カ

(MPa)

名 称

り
ヽ

(次ページに続く)

】
重
謝
ュ

（
ω
＼
工

博
）

Ｓ
す
ｗ
占
ゞ
丼
翌



影
Ｖ

SUS304TP

SUS27TP

(注 65〕

材  料

(注SS)

SUS27TP

SUS304TP

(Ilull)

厚   さ

(市ヒS137.65)

6,0

く注8,37)

6.0

(注 3)

6.0

/
6:0

/
6,0

(注3.6S)

6.0

/
6.0

/

(送 3,GS〕

11■ 3

/
114.3

/

(注3,65)

114.3

(vta)

114,3

(注3)

114,3

/
114.3

/
114.3

(田m)

外   径

最高使用

温  度

(℃ )

(津 14〕

95

最高使用

歴  カ

(MPa)

くとと14)

2.1

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (lMOV-6496

A、  B)

燃料取替用水

タンク

(澁 66)

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 後

称名

材  料

(l■ lll)

厚   さ

(mm)

外   径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

変 更 前

称名

瀬
霊
卵
工

（
（
＼
ゴ

博
）

企φ
静
∇
ゴ

刃
コ
釘
フ
）

(次ベージに続 く)



変 更 後

防  料

SUS304TP

厚   さ

(llm)

(淀 3)

6.0

/

/
6.0

外  径

(lam)

(旗引

114.3

/

/
114。 3

最高使用

温  度

(℃ )

(津 11)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 H〕

2.1

名 称

く招L66)

内部スプレ

クーラ

出自テス ト

ライン分岐点

弁 (lMOVi6496

A、  B)

燃料取替用水

タンク

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外 径|厚   さ

(HilB) (llull)

最高使用

匠  カ

(MPa)

高使用

度

(℃ )

名 称

》
ω

(次ベージに続 く)

渤
霊
謝

一

（
ａ
＼
〓

博
）

幕
す
と
こ

コ
』
翌



｝
ギ

変 更 後

材  料

(注 65)

SUS27TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(lI口 1)

(注 3,65)

6.0

(注 3,3?〕

6.0

(注 3)

6.0

/

/
6.0

外  径

(mm)

く滋3,6S〕

114,3

(浅 3)

114.3

(注 3)

114.3

/

/
n4.3

最高使用

ユ晟  度

(℃ )

(注 14

150

最高使用

圧  カ

(MPa)

く,■H)

2.7

名 称

(注66)

内部スプレ

クーラ

出ロテス ト

ライン分岐点

弁 (lMOV-6496

A、  B)

燃料取替用水

タンク ´

非
常
用
炉
〕い
冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(阻m) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

ー(MPa)

名 称

訥
霊
謝

ユ

（
ｏ
＼
ゴ

博
）

ｒ力
ひ
フ
学

）
⊃
ゝ
ゼ



変 更 後

材   料

(注 6劇

SU327TP

SUS304TP

SUS304TP

(注 6劇

SUS304TP

厚   さ

(皿m)

(滋3.66)

8,7

(注3,aT)

8.T

(it3,37)

11。 1

(滋3i37.65)

11.1

外   径

(■題1)

(注3,SS,

60,3

(|こ 3)

60.5

くとと3〕

89.1

〈注8.65,

89,1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 14

150

最高使用

圧  カ

(MPa)

(414)

18.8

名 称

充てん配管

分岐点

弁 (lV-8579)

充てん配管

合流点

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

厚   さ 材  料

(亀H■)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

犀  カ

(MPa)

名 称

∝
吟

(次ページに続く)

渤
垂
謝
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ψ
ヽ

変
‐
更 後

厚   さ 料

(囮皿)

(注 3,

lit l

/
8,7

(注 6Sl

04TF

(送 3)

とと.1

/
11.1

/

SUS304TP

外  径

(mm)

(滋 3)

89,1

/
60.5

(滋 8,6S〕

89.1

/
60,5

(注 3〕

89,1

/
89.1

/

最高使用

温  度

(℃ )

(歳 11

150

最高使用

匠  カ

(MPa)

(湛 :4〕

13.8

名 称

充てル配管

分岐点

弁 (lV-8579)

充てん配管

合流点

非
常
用
炉
心
冷
型
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

最高使用|

l星  度|

(℃ )

外  径

(ma)

名 称

渤
霊
郵
ユ

（
∞

＼
ゴ

Ｎ
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コ
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遅



変 更 後

材  料

SUS304TP

8US304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(al鳳 )

(速 3)

7.1

(注 3)

5,5

く注3.3?〕

7.1

(ユ±3)

7.1

/

/
5.5

外   径

(dlm)

(遠 3)

165。 2

くとa)

89,1

(渡 3)

165,2

(滋 3)

165,2

/

/
89i l

最高使用

温  度

(℃ )

(注 14〕

40

(注 11)

40

駿高使用

匠  カ

(MPa)

(滋 11)

O

(|■ ,4)

1.3

名 称

(注68)

復水タンク

プロー配管

接続口

弁 (lCWれ 301)

復水タンク

非
常
用
炉

`さ

冷
去β
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(電M■ )

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最
‐島使用

F五  カ

(MPa)

名 称

η
＼0

(注 1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-6400A、 B)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注 3)公称値                  |
(注4)エルボについては既工事計画書に記栽がなサヽため記載の適正化を行う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。                                     ｀

Ｍ
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彎
彎

(注 5)原子炉格納施設の うち庄力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子炉の附属施設 (火 災防譲設

備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重大事故等時に使用

(注7)記載の道正化を行 う。雛工事計画書には「SUS27TP」 と記載

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (1-8926)」 と記裁

(注9)既工事計画書に記載がないため記哉の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注 10)計測制御系統施設の うちほう酸注入機能を有する設備と兼用

(注H)記載の適工化を行 う。既工事計画書には「逆止弁 (1-8926)～弁 (1-LCV― H5D、 E)」 と記載

(注 i2)記裁の適正化を行 う。既工事計画書には 「格納容器サンプ～弁 (1上88 HA、 B)」 と記載

(注 13)記載の適五化を行 う。記載内容は、既工事計画書「原子炉格納容器」による。

(注 14)重大事故等時における使用時の値

(注 15)記載の適正イヒを行 う。既工事計画書には「弁 (ユ
ー881lA、 B)～弁 (1-8812A(B)」 と記裁

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SUS32TP」 と記載

(注 17)記裁の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンタ～逆止弁 (1-8958)」 と記載

(注 18)記載の適正fヒ を行 う。既正事計画書には「逆止弁 (1-8958)～弁 (1-8809A、 B)」 と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。 B猛 工事計画書には「燃料取換用水タンク｀弁 (1-5400)」 と記載

(注20)認載の適正化を行 )。 既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日連絡管分岐点～レジューサ (4X3)」 と記裁

(注 21)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ レジューサ (4X3)」 と記載

(注 22)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュエサ (4X3)～弁 (1-3803A、 B)Jと 記載
                 rヽ 選

(注23)記載の適正化を行う。既正事計画書には「弁 (卜8803A、 3)～ほう酸注入タンク入ロィジユーす (6X3)」 と記載       4ラ 頚

(注24)記載の適正化を行う。観工事計画書には「ほう酸注入タンク出ロレジューサ (6X3)～奔 (1-8801A、 B)」 と記載       d汗
ユ

(注痢
評載の適正化

守
行う。既工事

許口書ぃは「弁 (卜88碗焦
サ

ー格
管奪

器」と記載
            工 ご

(注26)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日連絡管分岐点～レジぶ―サ (4X3)」 と評載      、D＼

yこ
鬱



(注 27)

(注23)

(注 29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には rレ ジューサ (4X3)～ レジュrサ (4X3)」 と記載    
‐

記載の適正化を行 う。既工事計画「書には Fレ ジューサ (4X3)～弁 (卜8816)こ と記幸威

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (卜8316)～格納容器Jと 記載

記載の適五化を行 うど既工事計画書には、「ほう酸注入タンク入自ラインレジューサ (4X3)出 口分岐点～弁 (1-3816)」 と記載

記載の適正化を行 う。疑工事計画書には「弁 (1-8816)｀格納容器」と記載

記載の適正化を行 う。既正事計画書には「コール ドレグヘの高圧ラインのレジューサ (4X3)出 目分岐点～弁 (1-3814)」 と記

載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8814)～格納容器」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8818A、 B)～格I魂容器Jと 記載

余熱除去設備 と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「コール ドレグヘの注入縁管分岐点～弁 (1-8819)」 と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適重化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8819)～格納容器」と記載  ・

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部尊229～分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (卜 8944A、 B、 C)」 と記載       
―

記載の速正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8944A、 B、 C)～主冷去F材管ループ低温側注入ライン合流点」と記載

記載の道と化を行 う。既工事計画書には「 (最小)9.5」 と記載

公称値は既工事計画書に記哉がないため記載の適正化を行 う。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「 (最小)9.5/(最小〉9.5/一 」と記載                     ぉ  M

肇藍身琶垂|とを骨::陰と巨獣愚邑|:|こ :繰議奪琵愚選髯≒〔::孟象ⅢS」 cl予ご記載                   芋三
ち  

」

記載の適正化を行う。B猛 工事計画書には「逆止弁～合流点」と記載

千ルボを示す。

                                                   げ

｀

1
υ  ヤ

彰
や

(注 33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 33)

(注 39)

(注 40)

(注 41)

(注 42)

(注43)

(注 44)

(注 45)

(注46)

(注47)

(注 48)



辞

(注49)

(注 50)

(注 31)

(注 52)

(注 53)

(注 54)

(注 55)

(注 56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注60)

(注 6生 )

(注62)

(注 63)

(注 64)

(注 65)

(注66)

(注67)

(瀬8)

(注 69)

記載の適正化を行う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #261～ 分岐点」と記載       
「

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (卜 8989A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部#276～ 分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8937A、 B、 C)」 と記載

記載の適重化を行 う。既工事計画書には F逆止弁～合流点およびレジューサ (6X2)Jと 記裁

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8937C)及び弁 (卜8939C)～弁 (卜8940C)」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9.5/(最小)9,5/(最小)9,5」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「格納容器貫通部尊263、 224｀ 分岐点」と記載

記裁の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点～弁 (1-8973A、 C)および弁 (1-8972A、 B)を経て弁 (1■89738)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8973A、 B、 C)～弁 (1-8945A、 B、 C)と と記載

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'格

納容器貫通部#258～ 分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「分岐点～弁 (卜8995A、 B)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-893,A、 ,8)～弁 (li8940A、 B)」 と記哉

記載の適正化を行う。既工事計画書に1ま
「アキュムレータA、 B、 C～弁 (1-8808A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (卜 8808A、 B、 C)～弁 (li8948A、 B、 C)」 と記栽

本設備は既存の設備である。

原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用
i

SUS32TP同 等材 (SUS316TP)へ の取替 えを行 う。

蒸気タービンの附属設備及ぴ原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

SUS27神 同等材 (SUS304TP)への取替えを行うと

瀬
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

_使 用講検査成績書

施 設  名 :原子炉冷剖系統施設

系 統  名 :原子炉補機冷却設備

主酉己管 (常設)

要領書番 号 :原規規
'1又

第 16100れ 号 1-04-と

塗M陣尼年11月

原子力規制委員会



使用講検査威綾書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電蕨第 1号機

2検査の種類   構造、強度又は濡えいに係る使用前検査

8検査申請 使用前検査申請番号

関原発第 299号 (平成28年 1

関原発第434号 (平成30年

関原発第 46号 (平成30年

渇轟原発第 202号 (平成30年

関原発第259号 (平成30年

関原発第415号 (平成 30年 1

関原発第 504号 。(平成81年

関原発第 512号 (平成31年

0月

3月

4月

7月

8月

2月

2月

2月

7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

心日)

と日)

6日 )

酪漁終第伊F2怒 t辛所ヨ1牽

駄札峰得舞 =ミ (覇J14

綴 ′縛蹴群
瑕練発線254彗 t命が強奔

3n lra)
午角 4a)
,月 すと口)

と月 24聟 )

,R2ga)

4検査線翔

5検査場所

自報 g十 年午月10日

至神 え 年 11角 お ,日

関西電力株式会社高振発電所

福井県大飯君る高浜町錮ノ浦

三菱日立パフーシステムズ株式会社 異工場

広島県呉市宝町



6 検査範囲 商浜発電所第 と号機

発電用原子炉施設   ●

原子炉冷去癬系統施設

原子炉輸機冷却設備

主配管 (常設) 一式

7 検査実施者   検査,希吉果―党表のとおり

8 検査結果 i  検査結果一覧表のとおり

9 添付資料 使用前検査記録

1検査前確器事項    :
2材料検査君己録  ,「

3甘法検査記録

4外観鹸査記録

5組立て及び据付け状線を確認する検査記録

6訴す圧検査、撮えい検査記録 !

7検査用針器i覧表

≧ 「

｀



検査実施者工
覧表

化

特記事項

柱b

な し

な じ

今し

検査立会責任者 印

デイタ″―タイゼン 主任技術者

″T夕歩…

',す

フ 主t酸管者

ポイタ,― 夕…ぜソ 主任技術者

ギイηデ‐,rぜy 主任技術者

原子力施設検査官 印

持ゑ希可
チ乳ガ争費七

テ電閣好色■
孝今 佐

ネ″ 狛数

■
■

,電 T彰 独

二 θ

検査年月日

平成3キ 準

牛月,o日

全赤がと年

7月 ご

'日

今浄え 年

rO月 ヱ 日

部 あ‐
年

tr月 2う 日



検査結果一覧表

系統名 i原子炉補機冷却設備 主配管 (常設)

A

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

幕膚ご十 年

1月 ro日

R
ξ湯的え 年

7月 g,日

淀

月

月 ノ罐 r

組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

月

鉾 漁  年

7月 ユ

'日

羞
争赤9え 年
′θ月 2日

鉦

舗 0心 年
1′ 月 20日

良

外観検査

キ麻落1年
牛月 /Oロ

R
命浄乃 年

7月 P'日

良

月   日

月   日

寸法検査

平席ど1 年

4月 ro日

R
絲 え 年

7月 3子 日

R

月

年

ロ

年

月 _日―

材料検査

紺 釧  午

牛 月
'0日

費
紳 角  年

7月 亨, 日
'

ヽ

R
月

年

日

年

闘月

検査項目

検査割

結果

検査 回

結果

検査 国

結果

検査日

結果



添付資料 と-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記鶴

平瀬31 年
■ 月Fo日 R

使癖前検査成績書の「3検査

申請」に申講番号 (変更申講

番号を含む。)を記裁すると名 説 年

7月 θl日
背k

今未aな 年

'9月

λ 日 蔵
神 島 年

fr月 ユ0日 ま

検査をす る工事のエ

程、期回及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記靭

平膚Sl年

牛月/0日 R
紳 角 年

ヤ 月ユ1露 汽
命れる 年

'θ

月 虫 日 え
奪綱ん年

fr月 ユD日 虫

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

報 毬十 年

年月Fθ 日 泉
埒落げん 年

7月 ヨ子日 主
牟矛uぇ 年
10月 ユ 日 熊
静 鳥 年

fr月 20日 演

「



添付資料 と-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
鞠 認

平成ど1年

十月rD日

t

民
御

"已
午

7月 3す 口 羞
年

月   周

年 イ

必要な区面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

平贔を
'年■月/0日

農
令なV角 年

7 月ヨ1日 淀
年

月   日

午 イ

と



添付資料 1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

平膚ど十年

牛月/0日

,'

R
紳 漁 年

7月θl日 史
年

月   :ヨ

年 /

必要な図面等が準備 さ

れていること。
図面等確認

平成g十 年

午 月/0日 錠
祢 冠 年

7月 ユ1日 誕

年

月   日

年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及ぴ必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

孝振漕1年

牛 月r()日 民
令みえ 午

7月 ,1日 淀
年

月   日

年 /

ク



添付資料 1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

靴犠認事項 蒋翻 方法 検査年月隠 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

平蘇31年
|

年月FO日

ヽ

飛
令浄え 午
マ月31周 授

年

月   日

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

平零声3+年
年 月rO日

,

飛
令イ智ん 年
|マ 月θl 白 虞

年

月   日

年 /

『



添付資料 ユー5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 縮考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

稔藩中亀年

7月
''日

え
今未趣ぇ 年

十ο月 上 日 R
帯 H亀 年

rt月 2● 日 農
年

一

必要な図面等が準備さ

れていること。 ィ チ
園画等確認

奪済崩亀年

7 月F' 日 史
命紳 ん 年

どつ角ヱ 日 衆
伸 b年
fr月 コリ日 虫

年

一

7



添付資料 二十6

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、撮えい検査

確認事項 確認方法 検査年月濁 結果 備考

申講者の品質記

録が準備 されて

いること。

語録権認

報 S十 年年月Fo日 盈

前 年7月 P'日 費

年  月  日

=

必要な囲面等が

準備されている

こと。

図面等確認

蒻 St年 4月 /0日 農
御 え 年7月 ます日 羞

年  月  日

検査粛計器が校

正されてお り有

効期限内である

こと及び必要な

測定範囲、測定

綸蔑 を有してい

ること。

記録等確認

菰 S十 年 字月,θ 日
I

泉
探漑湯鳥年7月 ユ1日 黄

年  月  日
オ

系統構成が完了

していること。

9
記録確認

平残FI年 牛月イё口 震
立会/

⑩
猾雰歳為年7月 31爵 漣

立会/

記録確誌
年  月  露

イ

立会/

記録確認

rつ



添付資料 2-1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :三菱日立パワーシステムズ株式会社 呉工場く関西電力株式会社再浜発電″所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

中間建屋入周A、 B系

海水供給母管Aヘ ンダ

レジューサ(86X30)
t     及び

海水供給母管Bヘ ンダ分岐点

SS400
玲汗前1年
7月

=1日
淀

記録確認海水供給母管Aヘンダ

レジューサ(36X30)

海水供給母管Bヘッダ分岐点

SS400
平歳BI準

牛月チ0日 言鵞
痣生

海水供給母管分岐点

と次系冷却水ターラA、 B、 C

SS400
紳 掲 年

▼ 月θl日 柔
備 考      ＼

・記録確認はて申講者の品質記録 (※)による。
※ :適合性確翻検査成績書の翻 ll番号 :TI十 lt θξOg

氷1主 詳紳患、;む 索ん疹殴



添付資料2-1

高浜発電所第 1号機

材料検査記録

検査場所 :薫羹餡誨鍛聖秦
=オ

4驚燥欝隆☆鋳惟事舜垂録下関西電力株式会社高浜発篭所

検査範囲 :原 統施設

原子炉補機冷却設編苛

主西E管 (常設)i一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用本オ料 検査年月日
検査

結果
検査方法

中間建屋入囲A、 B系

海水供給母管Aヘ ッダ

レジューサは6×

年

月 日

記録確認海水供給母管Aヘッダ

レジュィサ 得6X30)

海水供総母管Bヘ ッダ分岐点

SS400
梯 え 年

71月 θ/目 房亀
碁
・

海水供給母管分r愛点
年

月 日

一

備 考
i記録確認は、申請者の爾!質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :・ァメー メー 0すoこ

皆■導義徹馨〃tFれ磁薄蜜

r2



添付資料2-2

高浜発電所第 と号機

材料検査記録

検査場所 :重譲調逮

「

曽些→事巧章導轄緒鱚朝鮮瑠薙麒録t関西電カオ朱式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷郵系統施設 ヽ

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)i う式

判定基準 :工事計と歯このとおりであり、技術基準に適合すること。

検査年月日
検査

結果
検査方法検査対象 使用材料

SS400
今癖え年
7早す/口

畏ヽ
海水戻り母管分岐点A

海水戻り母管合流点

幹房協亀年
7霧/日 農

海水戻り母管合流点

中間建屋贈日(埋設部を除く)

SS400 記録確認

SS400
令和元年
7月ご/甲 良

中F日尋建屋出口(埋設都を除く)

屋外放出端

l,森 考

6記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認絞査戒僚書の識別番号 :T,,/… θすoビ

rd



ヽ
会

検査方法

表

嵐

査

果

検

結

7月∫/

枷 え 年

年彿 乃

7月 :ヨ /

検査年月日

塔務溜え年
7ヽ月 ′/

/
/す。J

24,

/2.7
/

/2.9

測定値
来4

H.1以上

H.1以上

/
H.1以上

許容値
※3

上
　
　
　
　
上

以
／

一
／
魃

12.7

/
12,7

厚さ lmm)

主要

寸法
※2

２
，
／

一
／

２
．

7

7

12.イ

／

申

9/49

9rF.字

字′ユ′″し

'/
第 2▼″

測定値

909.6γ920.8

90a6～ 920.8

/
757.2-76&4

909.6～920,8

/

/
757.2～768.4

914.4

9144

/
762.0

主要

寸法
※2

‐４
．
／

一
／

６２
．

4

0

9

7

管
継
手

管
継
季

管
継
手

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ l】 による。

※ 11適合性確認検査成績書の識別番号 : TI工 十-0す。ま

※2:公称値   ※急:許容値は」lSによる。  ※4:最小値

中間建屋入国AⅢ 8系

海水供給母管Aヘッダ

レジューサ (36X30)

及び

海水供給母管Bヘ ッダ分

岐点

(次貢へ続く)

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

孫
奪
輝
章

御
，
牌



ゝ
η

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :逓鶏餡魏鍛襲酵載滅肇粛嵐薄昧裁蕪権=興霊場、関西篭力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満是すること。

検査方法

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※ 1:通合性確認検李成績書の識別番号 :マ
~r―

r― οす。ど、

※2:公称値   ※31詩容値ほ JISによるc  ※4:最小値

検査

結果

激

検査年月日

今和え年
7月ど/日

厚さ lndl

測定値※4

24.J
/

2學Ⅲ学
/

許容値
X3

11,1以上

/
11,1以上

/

主要

寸法
※を

12,7

/
2.

/
1 7

外径 lmml

測定値

9rる .r

9rど心イ

?,3抒

9粋,7
/

許容値
XP

90a6～ 920,8

/
90■ 6～ 920,8

/

主要

寸法
※2

914.4

/
914.4

/

検査対象

管
継
手

(前頁からの続き)

中間建屋入目A、 B系

海水供給母管Aヘ ッダ

レジューサ 偲6X30)

及び

海水供給母管Bヘ ッダ

分岐点

慕
奪
輝
筆

∝
ｒ
囀



ヽ
い

検査方法
検査

結果

Ｒヽ

ぎ

検査年月日

発淋い 年
7 月31日

平みぎ1年
■月〆θ日

苓蕩o為 年
7月 a十 日

為
Ч

I

/
2工θ

/
r5。か
2代 9
/

2■ ど
/

lξ、ヨ

3詩容値
※

■.1以上

/
11,1以上

/
11.1以上

11.1以上

/
■,1以上

/
11.1以上

11,1以上

/
11.1以上

/
11.1以上

(m磁)

寸法※2

12.7

/
12.7

/
12.7

12.7

/
12,7

/
12_7

12.7

/
12.7

/
12.7

測定値

/

た2

必ブ9
/

'と

2、早々 χ2.字

/
ιfつ、,υ rl■存

クとな竿セ

/

房ユつ

/
13転i、

/
0.7～と力、

許容値
滋3

757.2-768.4

/
757,2-768.4

/
757.2-768,4

757.2-768.4

/
757.2-768。 4

/
604.3-616.0

757,2-768.4

/
757.2-768,4

/
604.8-616.0

外径 (皿n)

主要

寸法※2

762,0

/
762,0

/
609。 6

管
継
手

管
継
手

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :三菱日立パワーシステムズ株式会社 呉工場、関西電力株式会社高浜発電所

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が静容値を満是すること。

海水供給母管Aヘ ノダ

レジューサ(36X30)

海水供給母管Bヘ ッダ

分岐点

備考

・記録打亀認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

: ※1:適合性確認検査成績書の識別番号 iT'― 子.Oξθニ

※2:公称値   ※3,静容値はJISに よる。  ※4:最小値 主ξ:詳卒り難、ろ咄飢参照

琳
奪
瀦
華
∞
―
∝



ヽ
↓

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 i遷羹筆誨鍛聖肇載童肇粛燕斎臨式無惟=典垂場t関西電力株式会社高浜発電所

検査観圏 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):∵式

判定基準 と各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査方法

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 : T,一 |… υすoす

※2:公称値   ※ 3二 許容値は」ISによる奪  X41最 小値

検査

結果

漠

麦

検査年月日

今漁九年
7月 ,/日

令 群馬年

7月 :デ/ 目

厚さ lmml

測定値
※4

′JェどⅢ
…

′ヨ
`0
/

/く,.θ

許容値
※3

H.I以上

II.1以上

/
H.1以上

主要

寸法
※2

12,7

12.7

/
12.7

外径 lmm)

測定値

7び學、3

7どどこσ

7浄牛つんフ法よむ

/
どo2,をぁ′た甲

許容値
※3

757.2-768.4

757,2～768.4

/
6048～ 616,0

主要

寸法
※2

762.0

762,0

/
609,6

校査対象

管
継
手

管
継
手

海水供給母管分岐点

l次系冷却ホクーラ

A、 B、 C

郭
奪
溢
華

碑
―
ふ



ヽ
斡

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :違婆目遠却導豊学零夢導覇鋼事藩謝臓琴韓現款 関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 を原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満足することも

検査方法

記録確認

備考  ・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※2:公称値   ※3i許容値は」ISによる。

※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :1~1-1-σJθ言

※4二 最小値

検査

結果

R

R

貴

R

検査年月日

神 え
年

7月 ご′日

神 角 年

7周 3/日

令れえ年
7月モデ/ 日

神 年

7月ど/日

厚さ lmml

測定値
※4

L
■
24.θ

/
メ .2
/

′夕.争

24、 r

/
ゑ守.之

F4持

許容値
※3

H,1以上

H.I以上

H。 1以上

/
H.1以上

/
H.1以上

H.1以上

/
H,1以上

/
H.1以上

主要

寸法
※2

12.7

12.イ

12.7

/
12,7

/
12.7

12.T

/
12.T

/
12.7

外径 lmml

測定値

留
9

9rs、 |″ 9′ぢ.J

/
9′,7～ 9′5、 :

/
ど。22～ ぢ′2.帝

P′i▼～7′5.,

/
留+7～9族0

/

`,9il～

ど〃Jr・

許容値
※3

909.6´↓920.8

909.6-920,8

909.6～ 920.8

/
909.6-920,8

/
604.8-616.0

909,6-920.8

/
909。 6-920,S

/
604.8～ 616.0

主要

寸法
※2

914.1

914.4

9144
/

914.4

/
609.6

914.4

/
914.4

/
609.6

検査対象

管
継
手

管
継
手

管
継
手

管
継
子

海水戻り母管分岐点 A

海水戻り母管合流点

(次頁へ続く)

郭
奪
輝
筆
∝
―
朗



ヽ
彎

高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :唾裁麟魂摯理葬葉周寮幕襲剰熊燕鎌盛薯典峯霧、関西篭力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容値を満是すること。

検査方法

記録確認

記録確認

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※ 1:適合性確認検奪成績書の識別番号 : 
‐

「

|… ′=θすo3
※2:公称値   ※3:許容値はJISによる。  ※41最小値

検査

結果

叉

風

検査年月日

紳 え年
7月 P/日

今約■年
7周゛

' 
日

厚さ (mm)

測定値
※4

21.争

/

/
ザ子.ο

/ヨ .ヨ

許容値干
3

H.1以上

/

/
H.1以上

H.1以上

主要

寸法
К2

12,7

/

/
12.7

12.7

外径 (醜側l

測定値

9rS,#～ 9/ど .7

/

/

`oθ

、9vどだi0

,IS`!

9,イ 3

許容値
※さ

909.6～920,8

/
・
 /

604.8～ 616.0

909。 6-920.8

主要

寸法
※2

9 14,

/

/

4

609. 6

914.4

検査対象

管
継
手

管
継
手

(講買からの続き)

海水戻り母管分技点A

海水戻り母管合流点

海水戻り母管合流点

中間建屋出口

(埋設部を除く)

孫
奪
輝
華
∞
ｌ
ｏ



憎
０

検査方法

記録確認

検査

結果

武

嵐

紳 角 年

7月 9F日

奈淋∬亀 年

7 月,/ 日

検査年月日
測定値X4

/3‐

『

,ユ _子

許容値
※3

il.1以上

11.1以上12,7

厚さ llnttl

主要

寸法
※

|

12,7

測定値

ご10.θ

f/0`浄

?/b.3

～

9,及 6

許容値
※3

604.8～616.0

90&6～ 920.8

外径 mml

主要

寸法
※2

609,6

914_4

管
継
手

管
継
手

中間建屋出日

(理設部を除く)

屋外放出端

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。         ‐

※ li適合性確認検査成績書の識別番号 i 
Ⅲ

「

1-サ エOJDビ
※2:公称値   ※3:許容値はJISによる。  迷4:最小値

寸法検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 I違襲錮襲鍛黎熟歳湾々熟歳淵除武轟織圭察重場、関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):下式

判定基準 i各部の主要寸法の測定値が許容値を満足すること。

検査対象

郭
爺
添
筆
ω
ｌ
ミ



添付資料4-1
高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 i三菱日立パワーシステムズ株式会社 呉工場、関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補本縫冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。1隆能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。            '

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

中間建屋入口A、 B系

海水供給母管Aヘ ッダレジューサ(36X30)及 び

海水供給母管Bヘング分岐点

為憮 年

7月 31日 史
目視

/
鏑

海水供給母管Aヘ ッダレジューサ(36X30)

海水供給母管Bヘ ッダ分岐点

平成g十
年

件月子θ日

,

R
哄1 Φ

/
記録確認

海水供給母管分岐点

l次系冷却水クーラA、 B、 C

令れれ年
▼月gす 鳳淀

目視

/
∞

海水戻り母管分岐点A

海水戻り母管舎流点

考湯静え年
7月

=す

日 淀
目視

/
∽

海水戻り母管合流点

中暴尋建屋出目 (理設部を除く)

琴瀕師已年
7月息子日 黄

目視
/

⑩

中F瞬弓建屋出爾 (埋設部を除く)

屋外放出端

令紳五年
7月 21 日 淀

目視

/
⑩

備 考

・記録確認は、中講者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 とTI― |― θす。3

芸生二詳能p感 BゝttA啓鰹、 _

工r



添付資料4-1
高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :Ξ表穏義パ夢=学美チ去家耕試譲戦守曇蓋場、関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一武

判定基準 :有書な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぽすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

中間建屋入口A、 B系

海水供給母管

年

月 爾

一
一 日視

/
記録確認

海水供給母管Aベ ッダレジューサ (36× 80)

海水供給母管Bヘ ッダ分岐点

今約え 年
7月♂/日 ぜ

ユ日視
/

∽

海水供給母管分岐点

1次系冷却水クーラA、 B、 C

月

年

目

/

√
記録確認

海水戻り母管分岐点A

海水庚り

年

月 El

目視

/
記録確£婦ぃ

海水戻り母管合流点

中間建屋 除く)

年

角 日

目視

/
記録確認

瞬 (理設部を除く)

屋外放農端

年

月 EI

目視

/
記録確認

備 考

・記録確認は、囃百請者の品質記録 (※ )による。

東:適合性確認検査成績書の識別番号:下 |― イー0す0こ

髯■1訴紳 :奪矛これ穴瘍井寇    |

之2



添付資料 5-1

蔑浜発電所第 t号機
!

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 ,t重妻娼逮澪撃琴学崇募義裁鞘戯譲牲事異義場、聞函電力株式会社高浜発電所

検査範囲 と原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷薄設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月層
検査

結果
検査方法

中間建農八日A、 B系

海永供給母管Aヘッダレジューサ (36X30)及び
′海水供給母管Bヘ ッダ分岐点

神 角年
7月 ごか日 輝・

⑪
/

記録確認

海水供給母管Aヘ ッダレジューサ (36X3G

海水供給母管Bヘッダ分岐点

冷浄ん 年
7月

=1 
日 flll

Φ
/

記録確認

海水供給母管分岐点

1次系冷却水クーラA、 B、 C

年

舜 目

/

平
記録石窪認

海水戻り母管分岐点 A

海水戻り母管合流点

年

月 隠

目視

/
記録確認

海水戻り

中 (処設部を除く)

年

月 目

騒視

/
記録確認

_■中面建屋鶴日 (建幣部を除く)

屋外放出端

年

周 目

綴視

/
記録確岳澤ぃ

備 考

・搬付け後の外観確認も含めて実施

・フランジ部の施工状態の確認及び通常運転圧力によるフランジ部の編えい確認については、

中請者てフ9品質記録に (※ )による。

・記録確認は、申講者 (′)品晏軍記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識Й可番号 :Tト サーOξos
れi伊鰤峰甜

≧3



添付資料 5-1
高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :=鵡錮議静理募章嘉葎蒸舞粛際養寮荏=輿茎務手関西電力株式会社高浜発電所

検査範ll目 :原子炉冷却系統施設  .
原子炉描機冷郵設備

主配管 (常設): ・式

判定基準 :工事計籐iの とおりであり、技術基準に適合することё

検査対象 検査年月瞬
検査

結果
検査方法

中間建尾入日A、 B系

海水

年

月 働

一 一 目視

/
記録確認

海水供給母管Aヘッダレジューサ(38X39

海水供給母管Bヘ ッダ分岐点

今紳え 年
19月 2翔 111ユ

封視

鍮
線水供給母管分岐点

潟   瀾

一

輛
/

記録希雀認

海水戻り母管分岐点 A

海水戻り母管合流点

今濶静え年
rθ 月二 日 ぎ

目視

艤
海水戻り母管合流点

中間建屋鵡11(埋設部を除く)

今券uえ 年

'9月

2日 ど
1 日視

艤
中聞建屋出日 (理設部を除く)

屋外放出端

命擁巧屯年
rO月 2日 が

1・ 目視

/
鯉

l庸 考

・掘付け後の外観確認も含めて実施

tフ ランジ部の施こ状態の確認及び通常運転圧力によるフランジ部の漏えい確認については、

申講者の品質記録に (X)に よる。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :TI~|-0● 0ヨ

恙主導キ津a患 ▼4紙参雫(

ユ年



添付資料 5-1

高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 i墓襲尋墓ぷ學導■暴手とメ鞘武会機一呉遊場苧関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷Дl系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合することな

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

中F樹尋建屋人口A、 B系

海水供給母管Aヘ ッダレジューサ G6× 30)及び

海水供給母管Bヘ

猪鴻嘔為年
r′ 月2,El

,・ 1

良
目視

/
⑩

海水供給母管Aヘ ッダンジューサ(36× 30)

海水供給母管Bヘッダ分岐点

4樽お年
tr月 2,日

粽t

a
田視

/
動

海水供給母管分岐点

と次系冷却水クーラA、 B、 C

つ 静 ね 年
で,月 20日

■1

よ

日視

議
海水戻り母管分岐点 A

海水戻り母管合流点

年

月
/

ガ
/

記録確認

海水戻り母管合流点

中i者]建屋脇日 除く)

年

月 囲

目視

/
記録確認

中 (埋設部を除く)

屋外放出端

年

月 日

翅視

/
記録確認

l薦 考

・擦付け後の外観確認も含めて実施

。フランジ部の施工状態の確認及び通常運転庄ヵによるウランジ部の漏えい確認については、

申請者のと琺質記録に (※)による。

・記録確認は、靖I講者の品質記録 (※ )イこよると

※ 二連合性確認検査成績書の識別番時:Tthtaθ

'03嶺tt讀卑a辱 名ヽ亀供4は  !_

2デ



″
い

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :差羹襲誨撥準み歳湾警棄媒蛉除棗舞権=其聾場.勝目西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 i原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設〉:一武

判定基準 :`検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと。

・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視

/
嬢

目視

/
∽

備考

※ 1:重火事故等時における使用時の値

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2!適含性確認検奪成績書の識別番号 : T,_,一 oす0怠

検査結果

皮

k

検査年月露

令琲ηん年
7月 P/日

祢 年

7月茅 園

水歴、気圧
区分

水圧

水圧

漏えい

検査時圧カ
lMPa)

0.7ゑ

/,2/

/.2す

保持
時間
(分 )

′/

′2

/J

耐猛模査時
圧カ
価Pa)

0、7'

′、2′

r.2J

耐圧検登
規定圧力

(MP耐

0.7

1.2

最高使用
圧カ

佃Pa)※
1

0_7

1. 2

検査対象

中間建屋入日A、 B系

海水供給母管Aヘ ッダ

レジューサ偲6X30)及d
海水供給母管Bヘッダ分岐点

郭

歩
と
熾
汚
一
０
■

滓



メ
↓

高浜発電所第 1号機

耐歴検査、漏えい検査記録

検査場所 :三菱目立パワーシステム 呉工場、
ド
関 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原

判定基準 :・ 検査圧カイ え、かつ、異常が いこと。
・著しい漏えいがないこと。

検査方法

目視

/
鰺
り
/

記録確認

自視
/

餞
備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値

,記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)に よる。

※2:適合性確認検査成絞書の識別番号 :TI― 十一θξbヨ

蒸ζi言キ奉D体 _勢紙参襟(

検査結果

黄

痣3

展

アk

検査年月日

彿 え 年
7月 ユ, 日

平紛静十年
ネ月メ0日

令声冠年
7月 3+日

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

水圧

漏えい

検査時歴力

(MPa)

0.72

|、 20

θ.72

保持

時間

(ι掟〉)

| |

||

イ平

耐圧検査時

圧 力

(MPa)

θ,7盈

|
21

0.7ユ

耐離検査

規定匠力

(MPa)

0.7

1 2

0,7

最高使用

圧力

(MPa)※
I

0と 7

1.2

0.7

検査対象

瀧水供給母管Aヘ ノダ

レジュ_サ (36X30)

海水供給母管 Bヘ ノダ分岐〕蕉

海水供給母管分岐点

1次系冷却水ターラA、 B、 C

辣
奪
埒
章

ｏ
ｌ
Ｎ



牌
】

検査方法

/
記録確認

日視

国視

/
嬢

一 目視

/
記録確認

検査結果

一

基S
嵐

月

年

日

検査年月日

日月

年

彿 ん年
7月θ十 日

す

水圧

区分

気腫

す

ホ圧/.2J

漏えい

検査時圧カ

lMPa)

一

ra

一

賠
醐
ω

re2丁

耐圧検査時

圧力

lMPa)

1,2

0.イ

耐歴検査

規定歴力

(MPa)

0,7

一

0。 7

最高使用

圧力

lMPa)※
'

0,7

1.2

海水供給母管分岐点

1次系冷却水ターラA、 B4C

※ 1,重大事故等時における使用時の値

・記録確認とま、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号 :…

「
十一十一 て,す0=P

輩ミ詳紳渉刑霧滲ゼ

備考

いこと。

検査場所 関西電力

(常設)i

・著しい漏えいがないこと。
基準 :・ 検査匠力に耐え、かつ、

i原

検査対象

海水供給母管Aヘッダ

レジ五十サ (36X30)

海水供給母管 Bヘッダ分岐点

耐圧検査、漏えい検査記録
高浜発電所第 1号機

郭
奪
斉
華
ω
ｌ
日



膨
嗚

轡

目視

/

目視

/

∞

目視

/

嵐

年紳 ん

7月 ま
'

年紳 角

7月〕/

検査年月日

絲 為 年

7月 ,/
水圧

水圧

区分

気圧水圧

9。 7丞

検査時圧カ

ゝ

F2

!ユ

時間

,2

0372

θ.72

丘 カ

0_7

カ

(ぽa)

0.7

※

カ

佃Pa)

圧

※11重大事故等時における使用時の値     ´

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:連合性確認検査成績書の識別番号:Tti十二0吝。怠

備考

海水戻り母管分岐点A

海水戻り母管合流点

海水戻り母管合流点

を除く)中聞建屋出口

中間建屋出回 (埋設部を除く)

屋外放出端

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 1号機

いこと。
。著しい漏えいがないこと。

。検査圧力に蔵え、かつ、

郭
奪
簗
筆
０
１
ω



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器∵覧表

添付資料 7

検査年月 日 :キ森
gl 

年 1月
'θ

日

箱茸F二

ノ it

検査項目 検査用計器 管理番号 濃I定範囲 測定精度
校正年月癬

有′メ
~力

期限
備考

れtと派A
活たい糠A 犀平7謝

20'守 、年_i

20 19t FOゝ  キ

Fi角 二十
2ふ 1守 _2_ξ

26F、 FⅢ す

/

/

/

/

/

静



検査範囲図 (系 縦囲Ⅲ
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号  :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :卜04=2

彿 ノ年ィタ月

原子力規静l委員会



使用前検査成績書

1発電所名、   関西電力株式会社高浜尭簿,f第.1号機

2検査申請    検査申議一覧表のとおり

3検査節日    自
今覇静 Zl年 夕 Fi″ど隠

李今蒋2 年夕月ノ4日

4検査場所    使用前検益記録のとおり

5検査実施著1  検査結果一覧表のとおり

6絞査結果
' 1検

査結果一覧森のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成縦書管理番号 ,I(lT,■ 2

′



関原発第299号 (平成 28:年 10月  7日 )

関原発第434号 (平成30年  3月 20日 )

関原発第  46号 (平成80年  4月 20日 )

鶉原発第202号 (平成30年 7月  4日 )

関原発第259号 (平成30年 8月 20日
)

関原発第415号 (平成30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成31年 2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月  6日 )

関原発第 582号 (平成31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成31年 4月  4目 )

関原発第 68号 (2019年  5月 16日 )

調原発第 115号 (2019年  6月 24日 )

関原発第204号 (2019年  3月 23日 )

関原発舞478号 (2020毎主 1月 23日 )

関療発第 510号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

蘭床尭第609号 (2020年  3月 24日 )

関原発第 20毒 (2020年  4月  7臓 }

関原発第236号 (2020年 3月 21日 )

検査申講書番号

(申講年月爾)

成績書管理番号 :と
=04-2

検査申請下覧表

上記以降の変更を検査申請書イメ)変更申講にまり諄_認 し表中とこ進記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜04-2

Cり

特記事項

辱 ヒ

検査立会責任着 印

坊「
〃つ

″ アタ tAF主 任技術者

肝力1酢査官印

手 今

彰 永

検査結果

ヽ

夜

検査年月日

枷 ?年
夕月′ど日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績善管理番号 :卜04-2

験奮年月厨:者滞砕2年 P月 ノ6日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ることと

記録確認 Q・ 一

検査 をする工事の正

程、期日及び場所が中

講書 どお りであるこ

と。

記録確認、 ⑧・―

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認 Q・ 一

/



添付資料3-l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

(一号検査)

: `成績書管理番号 :|-04-2

襟査年月日 :ノ
紳砕 2年  身 月 ノど 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 イ虐考

申請者の品質記録が準fl梅 されていること。 記録確認 Q・ T

必要な図I覇等が準備されていることと 図面等確認 0:一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。    ヽ

記録確認 ei一

系統構成が完了していること。
立会/

働 0・
二

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜04-2

検査年月日 :を
注膨二年  , 月 /J 霞

検 査 場 所 :関西盤力株式会社蔦浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管  別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

而ヽと圧検査

漏えい検査

設f蒲及び機器が工事計画に従い製作

され、掘付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

民
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 ◆検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の調劇番号 :Tl■ -0503(そ の 2)



設 備 概 要

原子炉冷却系統施設    :
加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては次の事項

9 原子炉縮機冷却設備に係る次の事項

(3)主配管♂)名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・ 常 膚 女                               

′

(工事の計画の認可 平成器年6月 10日 認可)

ロ

湮
郭
Ｐ
卜
洋

ｃ〕
で
馬
封
奇
ね
もヽ
Ｄ
）

変 更 後

厚 さ 材 料

(Hml

変更なし

く鴻Ⅲ
1

|

12 SB410

(注β, 6ヽ1

|

(,と受鷺t

12 SS41

(P'lX島翻   t,1も ,(

12    1  SS400

軒
|

(ユ∬

SB41012

饂

最高使用

温 度 外 径

(℃ ) l剛 )

く
'回

914.4

くF工 S,E

914,4

く湾〕】l,(lS

914,4

く酪 ,d

914,4

変更なし

(刊とHけ

40

最高使用

圧  力

(Pa)

(lHI

0,7

名    称

変更なし

原
子

奪

誇

変 更 前

材  料

609.6 10 SS400

0,7 40 9144 12 SS41

914.4 12 SS400

厚 さ

(凪41

外  径

(m)

最高使用

温  度

(℃)

最高使用

名 称 圧 カ

級 a)

く:輸

海水ポンプ

Aa、  Ab

海水ス トレエナ

及び

中間建屋入目

(B系 )

□ :検査対象範囲



変 更 後

材  料

変更なし

SM400B

躙 0

S盤()

llと3,ヽ 6,|

12    1
|

(ユ也転G

SS41

厚  さ

m

(1■

と2

(FIB

15

(,協

25

外  径

(硼ω

(ユ|】ユ

914.4

く,4ま朔

914.4

(ギ IB

914.4

(ldB,も ,d

914.4

最高使用

温  度

(℃)

変更なし

O翼

40

最高使用

圧  力

(Pa)

変更なし

(掏〕

1.2

く

'ユ

セd

1。 2

名   称

変更なし

原
子

ξ
誇

変 更 前

材  料

SS41

(,とal (ユ鳳41

SS40012

厚  さ

(餌al

(‖樹」

12

外  径

lm)

(ユ刺

914,4

(ユ Bl

914,4

最高使用

温  度

(℃ )

(1切

0。 7 40

|

|

最高使用

圧  カ

(MPa)

名    称

(ユ
lkd2〕

Aa、 Ab

海水ストレーナ

中間建屋八日

(A系)
肖

□ :検査対象範囲
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ヽ

(注1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20X ttX 16)」 と記載

碑陵)SI単位に換算したものである。

(注3)公称値

は翔 重大事故等時におtする使用時の値

(注5)本設備は既存の設備である。

饂0エルボを示す。              |
(津7)記載の適五化を行うc既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出口連絡管」と記載

(綽)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッダk Brティ 120X20X16)～ レジエーサ (20X141」 と講載               '
(連9)記載の適正化を行う。既■事計画書には「レジューサ (20X l→ ～内部スプレクーラ」と記栽

(注10)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘンダCiテイ (16X16X16)～ レジューサ (16X12)」 と記裁

(注n)当該ラインについては、匈配管に該当しないため記歳p適正化を行う。

(注12),‐己載の適正化を行うc既■事計画書には「レジ■―サ (16X l動 ～ティ 120X20X161」 と記哉     ′

(とと3)記戦の適正化を行う。雛工事計画書には
~ヘ

ンダ八 B:内部スプレクーラ～レジユーサ (20× 14)」 と記載

(注14)記載の適工化を行う。既工事計画書には「レジューサ (附 X141～ティ (20× 鮒 X16)」 と記載

(注15)記裁の適正化を行う。曇毛工事計画書には キ1次系冷却水ポンプ入自連絡管」と記載

(注16)記載の適五化を行う。既I事計画書にiま
「テイ (20X20X16)～ 1次系冷却氷ポン独 、B、 C、 D」 と記載

(注17)記載の適1正化を行う。瞬工事計画書には「l次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16X12)～ティ 像OX20X 16)」 と祀載

(注18)記載の適こ化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出自連絡管むと記載

(注19)記栽の適王化を行う。既五事計画書には「と次系冷却水ポンプA、 D出ロテイ 120X2()X16)～ 1次系冷封l水クーラA、 C入自ティ (20X20X16)」

(注20)記載の適正化を行う。R元工事計に面封
‐
書には =1次系冷却水クエラ入口連絡管」と記栽

(注21)記栽の適正化を行う。既I事計画書には |ティ (20X20× 10～ 1次系冷却水クーラAt C」 と記載

(注陵)認載の適正化を行う。既工事計画書tとは「レジューサ 120X16)～ 1次系冷却水ターラB」 と記載

(滋31記栽の適正化を行う。晟篭五事計画書には「母管分岐点～余熱除去クーラ lM‐2)A、 B」 と記載             ´

(池蟄4)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クーラ lRH‐2)A、 B守戻母管合流点」と記栽

(滋25)記載の適正化を行うc既工事計画書には「母傷 )境蕉～冷却材ポンプ (配・31A、 B、 Cへの分悦様」と記裁         
―

(淀26)記載の適正化を行うc既工事計画書には 写戻管合流点～レジューサ (8× 6)」 と記載

(津27)記載の適正化を行う。既正1事計画書には 〒戻管合流点～弁 (1‐FCV‐ 1241)」 と記載

(泣28)識載の適五化を行う。雛工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入口分岐点～弁 (1‐5105A、 B)」 と記載               '
(滋29)記載の適正化を行う。班工事計画書に|ま「弁 (1‐5105A、 Bl～ 1次系冷却水タンク」と記載

(注翻)記載の適正イ逸を行う。既工事計画書には「1次系機器冷剖床母管分岐点
～
燃料ピントク~ラ」と記載

と講
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舅
）



＼
も

Q■31)

(注記)

(注33)

(腕 )

(注85)

(溺 )

(鴻の

(注38)

(注39)

(I]LⅢa(〕)

(I主:41)

(湖 )

鱈阻3)

(融)

(油 )

(躙 )

(滋 7〕

(螂 )

(注韓 )

(注50)

(注51)

(注毘)

(注53)

(注54)

O整55)

(I」と貫】(3)

(注57)

(鴻)

記載の適正化を行う。既正事計画書には「燃料ピントタ~ラ
～

1次系機器冷却水母管合流点」と記載―

記載の適五化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と認載   |
記載の適こ化を行う。既工事計画書には「余剰抽出水クTラ～1次系冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適重化を行う。既■事計画書には ll次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置人ロレジューサ (3X2)」 と記載

記栽の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)～ 1次系機器冷却は戻り母管合流角 を記載

記栽●適正化を行う。既工事計画書には
'1次

系機器冷却水母管分岐点ヽレジューサ (4X2)」 と記載

記載の適工化を行う。既工事計画書には「レジューサ 14X2)～ 1次系機器冷却水母管舎流点」と記殺

記較晒 化を行う。既工事計画書にiま
「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室雀講装置冷却ライア'議穏～レジューサ 12X l確 )と と記載

記載の適正化を行う。既■事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ」と記載

B薙五事計画書に記載がないため記載の適I化を行う。証載内容は、設計図書による。

記載の適と化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl力2)～レジュrサ (lXl′ 2)」 と註載

記載の適正fとを行う◆既工事計画書には
'レ
ジユーサ (lX1/2)年内部スイレポンプJと記載

記載の適正化を行う。既I事計画書には「内部スル ポンプ～レジューサ (lX滋)」 と記載

記載の適正化を行う。瞬工事計画書には「レジューサ (lXl'21～ レジューサ 12X l班力 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点」と記載

記裁の適正化を行う。既工事計画書には |レジューサ (2XlL磁)～ レジューサ (3X2)」 及び「レジューサ (3X21～余熱除去ポンプおよひIAl部スプレポンプ室

空調装置冷却ライン合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書にIま
「充てんポンプ蜜空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ強 尽Jと記載

記載の適正化を行う。既工事計画書に|ま 「充てん/高圧注入ポンプ八日分岐点学充てん/高圧注入ポンプ1と記栽

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ～充てん/高圧注入ポンプ出自分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既:工事計画書には
'充

てん/高圧注入ポンプ出日分岐穂～充てんポンプ室空調装置冷却もどリライン合流点」と記載

記載の適正化を行う。既五事計画書には「と次系機器冷却本母管分岐点～計器用ヨンプレッサパッケー均 と記載

記裁ゅ歯正化を行う。既工事計画書に生「計器用コンプレッサバンケ~ジ～1次系機器冷却水戻り母管合流抽 を記載

記載の適正化を行う。既工事計画書に1ま
「と次系機器冷却水母管分岐点～レジューす (12X61および (12× 81」 と記栽      

′

記載の適二町ヒを行う。既工事計画書には「レジューサ (12X6)え レジエーサ 16X4)」 と記載

講載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュエサ 16X4)～ レジュニサ (4X2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「格納容器循環空調装置～レジューサ 14又 2)および合流点Jと記載

記載の適五化を行う。雛工事計画書には「レジューサ (4Xり および分岐点～格納容揺循環空調際層」と記載
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＼ぶ

(酌)

(瀬)

(瑯0

(涵動

(躙)

(辛Jとt)4)

(脳5)

(瀬)

(潤7)

(IEL13照3)

(ITI却〔,〔))

(注70)

(注71)

(注72)

(曽3)

(注74)

(注75)

0主76)

(注77)

記載の適五化を行うc既工事計画書には「レジューサ (4X2)～ レジューサ lGX4)及び合腕 と記載

記載の適I化を行う。既工事計画書には「レジューサ 16X4)～ レジューサ (12X6)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には Tレジューサ (12X6)および (12X8)～ 1次系機器冷却水戻母管今流点Jと記載

記栽の適花化を行う。既工事計画書には「海水ポンプー中間建屋入自」と記栽

記載の適I化を行う。既工事計画書には「SS41」 を記載

記載の適こ化を行う。既上事計画書には「中間建屋八日～レジュ与サ (部 x3(l)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (36X30)～ティ (36X ttX80)」 と記載

記載の適重化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～1次系冷却水クーラ」と記載               .
記裁の適正化を行う。既工事計画書には「l次系冷却水ターラ～海ホ戻母管娘 軸 と記載

記載の適正rヒを行う。既工事計画書には
'テ

ィ (誘 X36X24)～中F員尋建屋出口 (埋設部を除く)」 と記織

記載の適近f監を行う。B猛工事計画書には「海水母管分岐点～レジューサ (10X8)」 と認栽

記載の適正化を行う。既五事計画書には ζレジューサ (19X8)～ディ∵ゼル発電線期と認栽

記載の灌正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発瑯 l～ レジューサ (12X8)Jと 記載

記載の邁正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X8)～ レジ基~サ (16X12)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「ィジューサ (16X12)～海水戻母管舎流億」と記載

sTEンr38同等材 俗町43701‐の取替えを行う。

ざlYG42回等材 博W6410)への取替えを行う。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「削腑G42」 と記載

本設備は記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。

渡
郭
岸
―
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :1-04-3

令未4ュ年lb月

原子力規制萎員会



使用前検査成績書

1発電所名 1   関西電力株式会社高浜発電所第と号機

2検査申請 ,  検査申請●覧表のとおり

3-検査翔日
.自

者渦未,ュ年う月10甲

至奪株整k年 う月
'す

磨

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5,検査実施着   検査結果一覧表のとおり

6検査解1:果    検査緯果一覧表のとおり

7添付資料    使用講検査記録

成績書管理番号 :卜04-3



関原発第299号 (平成28年 1

開原発舞434号 (平成30年

関原発第 46号 (平成3o年

閥原発第202号 (平成30年

関原発第259号 (平成80年

関原発第415号 (平成30年 1

関原発第504号 (平成31年

関原発第512号 (平成31年

関原発第582号 (平成31年

関原発第  3号 (平成31年

関療尭第 68号 (2019年

甚目原発第 115号 (2019年

麗原発第204号 (2019年

関原発第478号 (2020年

関原発第510号 (2920年

開原発第542号 (2020年

蘭原発第609号 (2020年

関原発第 20号 (2020年

0月  7日 )

3月 20日 )

4月 20日 )

7月  4日 }

8月 20H)

2月  5爵 )

2月  1露 )

2月  6日 )

3月 13日 )

4月  4自 )

5月 16日 )

6月 24日 )

8月 23風 )

1月 23を君)

1月 31日 )

2月 26日 )

3月 24日 )

4月  7日 )

検査申請書番号

(中請年月日)

成績書管理番号 ::―04-3

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査学論書の変更中讃により確認し表中に追記する。

皇



検査結果一覧表

成績善管理番号 :卜04-3

"

特記事項

なし

検査立会責任者 印

司〆 r多
″ T,fギ 'ン

主任 技術 者

原子力施設検査官 印

原子力検査官

孝米 r窮|

洞咽拠也

検査結果

R

検査年月日

今ヲねユ年
b月 lj日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜 04-8

検査年月目 :ヲ争級 年 ι tt IS口
検 査 場 所 :関盗百篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請警の確線

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑧・一

検 査 をす る工事の エ

程、期日及び場所が申

講書 どお りで ある こ

と。

記録確認 ⑧―

工事計画の認可番号の

記載が通切で ある こ

と。

記録確認 Θた

牛



添付資料 3二 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
｀
(∵号検査)    

―

成績書管理番号 !卜04-3

:  検査年月日 :今紳 二 年 う 月 rS日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認、事項 確認方法 結果 備考

中請者の晶賀記録が準備されていること。 記録確認 0-
必要な圏画等が準備されて彰ゝること。 図面等確認 Θ―

検査用討器が校正されておりヽ有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定兼度を有してい

ること。

記録確認
Θ

・
二

系統構成が完了していること。
立会/

m ⑧―

ξ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成牽費審管理番号 il一04-3

検査年月歯 :得沖 え守・ う 月 チξ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設 .

原子炉補機冷却設イ庸

主麗管  別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

寸法検査

外停見検査

擢付検査

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

1

駐
爾視

備考

・記録確認は、工事計画‡こ基づき眸講者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

X適合性確認検査成績書の識朋善号 :TI一 |-0207,Tl■ ―0310

b



設 備 概 要

原子が冷熟1系 盃施設

9 原子攀輸機冷却設備に係る茂t′)事項        ~

(8)崖ユ甦管T)名 称、最高使用圧力、最高使用温度、外後、軍さ及び材料

・常設

(I貨 ベージ五吟記栽)                     i
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滅
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材  料
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用講検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 16t0071号 99

成績書管理番号 :1-04-4     '

令和 二年 ダ月、

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    震西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請   検査申請一覧表のとおり

3検査期日    自 ! 令和 二 年 ″月かp日

至 令和■年ア月づ∂日

4検査場所'  使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査綸歯果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果二覧表のとおり

7添付資料    使用前
'炭

査記録

成績書管理番号 :と -04-4

/



検査申講書番号

(申請年月日).

関原発第 290号 (平成28年 LO月 7日 )

関原発第434号 (平成30年 3月 20日 )

関原尭第46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成30年 7月 4日 )

闘原発第 259号 (平成30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 3二 年2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2爵 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

閥原発第 115号 (2019年 6月 24目 )

開原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

闘原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

闘原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :1-04-4

検査申請峯覧表

上記以降の変更を検査申講書の変更申請により石窪孵
'濯`
し表中に追記する。

>



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-04-4

皓

特記事項

渉 し/

検査立会責任者 印

可|イ>,9-ギぬ 任技術善

原子力検査宮 印

ギ絶 をアヽ
園

検査結果

К

検査年月日

令和 2年

′月∂θ日



添付資料 1

F)目 西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項      !
成績書管理番号 :1-04-4

.                       検査年月日i令和 二 年 ′ 月 ●9日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認、事項  
｀

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準l薦されてい

ること。

記録確認 ⑬―

検査 をする工事のエ

程、理日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 ⑧・

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認、 ①・

/



添付資料 8-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

1                       成績書管理番号 :1-04-4

検査年月日 :令和 よ 年  ″ 耳 か?日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査議確認事項

確認事項 確懇方法 結果 備考

申請者の品質記録が準横されていること。 記録確認 e
必要な区l函等が準備されてい、ること。 図断等確認 0・ 一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認
e・ T

系統構成が完了していること。
立会/
嬢

0∵

f



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績審管理番号 11-04=4

検査年月日i令不露い 年 ′ 月 沙ご)爾

検 査場所 i関西電力株式会社l寓浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉構機冷却設備

主憑己管 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

。材料検査

・ ユヽ法検査

・外V昆ナ険査  ィ

・組立て及び据付け状態を確認す

る検査

。耐屋検査

,漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

往
器

ω

備考

Ⅲ記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 a検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-0215

b



設 備 概 要

工事計画本文 (原規規発第le06104号 (平成28年6月 10日 認可))
原子炉冷却系統施設  ´

加圧水裂発電用原子炉施設に係るものにあつて繊、決の事衰

9(原子炉補機 F針却設備に係る珠の事項

(8)五配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外後、厚さ及び材料

(決ページに続ぐ)                    
｀
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∞

。常設

(ユ 15,6〕

SS41

材  料

(注 5,Si

SS41

(|と 3,5,6)

9.6

(澁3,3.6)

9,5

(mm)

厚   さ

(,と 3,5,S,

406.4

く,X315)

406,4

/｀

406.4

/
406.4

く

'13.

9.5

/
9.5

/
9.5

SS41

(注 3,t16)

406.4

(Him)

外   径

(注 4)

95

変更な し

(注 4)

95

最高使用

温  度

(℃ )

1.2

(注 1)

(澁 4)

0,98

変更なし

く,11,

112

変更なし

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

称名

SS41

材  料

SS41

(亨Ⅲ3)

9.5

(mm)

厚   さ

く注3)

9,5

(1監 3)

406。 4

(注 3)

406.4

(mm)

外  径

95

最高使用

温  度

(℃ )

95

(注 2)

0.98

最高使用

屋  カ

(MPa)

0198原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(,と

称名

変 更 前

1次系

冷却水 クー ラ

A、 B、 C

供給母管

1次 系

冷却水クーラ

・A、 B、 C'

分岐点

ヨ
郭

牌

（く
器
）

（◆
書
〕
金
Φ
工
い
０
コ
）(次ページに続く)



→

変 更 後

材  料

SM4008

厚  さ

(阻 )

(携 3)

9.S

/

9.5

/
尋.2

外  径

(m楓〉

《注3)

406.4

/

406,4

/

216i3

最高使用

温  度

(4)

く!14)

95

最高使用

圧  カ

(題Pa)

く114)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
籍
機
冷
却
識
籍

変 更 前

材  料厚   さ

(緻腱)

最高使用

服  カ

(MPa)

名 称

(滋 1)

l次系

冷却水クエラ

Aて B、 C

供給縁管

1次系

冷却水ターラ

A、 B、 C

分́岐点

原
予
炉
補
機
冷
節
設
備

瀬
」断
郡
ド
　
（∞＼
ミ
ω
）

（◆
誉
博
れ
０
滋

・い０
理
）
　
　
　
　
一



材  料

(:13)

SS41

く,13.5,

9.5

/

/
9.5

(lШ4)

外  径

(ユ tSi S,

/

503.0

/
406,4

く,H4)

95

最高使用

温  度

(℃ )

('11)

0.98

変更なし

最高使用

匿  力

(MP五 )

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名材 ・ 料

(lШ■)

厚   さ

(皿皿)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

SS419,5508.095

く注3,(旗 2)

0,98-

最高使用

圧  カ

(MPa)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名

変 更 前

(P17〕

供給母管

1次系

冷却水ク,ラ A

分岐点

供給母管

1久 系

冷却水クーラC

分岐点

ヽ
９

翌
郭

Ｐ

（ミ
溺
）

（◆
書
博
載
０
こ
∞
ｏ
Ｈ
）



＼
＼

変 更 後

厚 さ

|

|

1材 料

(¶ Iml)

変更な し

く注S

SS41

(!Lれ .S,

9.5

/
9,5

/
9`5

外   径

(■l■ 1)

(注 3,5)

508.0

/
503.0

/
40644

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

匡  カ

(MPa)

変更なし

く,1■ )

l。 2

(711)

■ 2

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

名 称

高使用

カ

(MPa)

高使用

度

(℃ )

径 さ

(ERЛa) (lllm)

|

(注イ)

供給母管

と次系

冷却水ターラA

分岐点

く,X2) 〈ユ13) (lh3】

9,50.98 95 508,0 SS41

原
子
炉

補
機
冷
却
設
備

供給母管

1次系

冷却水クーラC

分岐点

滋
エ
ミ
卵
洋
　
（伽
＼
『
ω
）

（◆
営
や
傘

０
瀬
い
０
コ
）



材  料

(海 5,6

SS41

(注 3,S,6)

9.5

(llRI)

厚
」て（ゝ
　　羊

(注 3,こ ,S,

508.0

(叩 )

外   径

変ィ更なし

(▼常4)

95

最高使用

温  度

(℃ )

く,lφ

h2

変更なし

(ユ 1:4,

1,2

最高使用

臣  カ

(MPa)

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

称名

SS41

材  料

(■曽■)

厚   さ

て,13,

9.5

(mm)

外  径

503.0

く,,3)

最高使用

温  度

(℃ )

95
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(Vi導 ,

称名

変 更 前

(MPa)

(,積 2)

0,98

供給母管

二次系

冷却水クーラC

分岐点

二次系機器冷却水

母管分岐点

充てん/高圧

注入ポンプ行き

高使用

カ

ヽ
Ｖ

運
郭

岸

命
ヽ
じ

（
◆

営

肖
，

０
と

い
０

コ
）



＼
埓

変 更 後

厚 さ1材

儡耐
|

料

変更なし

(渡 3,5,6)

406.4

(注 3i S,

9.5

(渡 5,

SS41

(注 3,

406,4

/
406.4

/

(澁 3,3)|

9.5 1

/1
9.5

/

|

|

|

STPT38
(れ 4) (,L

1,2 95

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

くlよ 4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

径 さ

(l1181) (甑 11)

(注 10)
く

0.98 95 406.4 9. 5 SS41

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次 系

冷却水クーラB

自ライン

1次系機器冷却水

母管分岐点

格納容器循環

冷暖房■ニット

イ子き

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

遭
郭
Ｆ

く
ヽ
こ

（↓
営
〕
常
Φ
激
い
０
コ
）



ヽ
ト

変 更 後

厚   さ

|

|

財

|

料

(mm)

変更な し

(濾 S,S

SS41

(注 S

STPT38

く注3.5.じ 〕

9.5

(注 3,5)

9.5

/
9.6

/

外   径

(miin)

(注 S,S,6〉

406.4

(世 3,S)

406.4

/
406.4

/

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 1)

161

〔滋4)

0,98

く注1)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

廷更な し

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(配 Il)

(注 3〉

9.5

外 径

(皿皿)

(注 3)

406.4

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(緯 2)

0,98

名 称

く注12)

1次系機器冷却水

戻り母管含流点

格納容器循環

冷暖房ユニント

戻 り

0ヘ ッダ戻り

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヨ
募

博

（く
お
）

（↓
誉

画
常
０
こ
∞
ｏ
確こ



変 更 後

材  料

変更なし

変更なし

(滋 5J,

SS41

厚   さ

(ΠH■)

(注 3,S,3,

9.5

外  径

(mm)

(糖 31S,a)

508.0

最高使用

温
｀

度

(℃ )

(世 1)

95

最高使用

歴  カ

(MPa)

{注 4)

0198

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

SS41

厚   さ

(mm)

(注 a)

9.5

(滋 8)

9.5

外  径

(Blm)

(注 3)

508.0 ‐

く注3)

508.0

最高使用

l量  度

(℃ )

95

95

最高使用

F土  カ

(MPa)

(湾 2)

0。 98

(淀 2)

0.98

名 称

(注 H)

内部スプレ

クーラA、 B下流

レジユーサ

(20X14)

1次系

冷却水タンク

連絡配管接続点

(注 41)

l次系

冷却水タンク

連絡配管接続点

上次系

冷却水ポンプ

A、 D

入 ロライン合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヽ
考

・　

　

避
郭

牌

（く
謎
）

（◆
営

〕
常

０
通
∞
０
口
）



0、

変 更 後

材   料

変買なし

(注 3,

508.0

/
508,0

/
508.0

(注 3,5)

9.5

/
9.5

/
9.51

|

十
SS41

(注 3,

508.0

/
508.0

/
406。 4

(旗 3,

9.5

/
9.5

/
9.5

SS41

厚   さ

(皿m)

外   径

(llI遍 1)

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

〔亨上1)

161

(注 1)

161

最
‐高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

(渡 4)

0。 98

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材   料

くil iS〕
(注 2) (控 3)

508,0

(遊

0.98 95 9.5 SS41

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系

冷却水ポンプA

ロライン合流点

- 1次系

冷却水ポンプD

|

ロライン合流点

厚   さ

(Πlal)

外   径

(観Hl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

湮
募

岸

（３
ヽ
こ

（◆
営

博
，

Φ
通
い
ｏ
距
）



＼
肖

変 更 後

材  料

変更なし ツ

(注3,S, (注 3,S,

915

(注 S,

SS4と406.4

(法 と, (注 3.

9.5

/
503.0

/
SS41

/
406.4

/
915

外 さ

(mm) (m撤)

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(注 4)

161

く注4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(注4)

0.98

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材  料

SS41

SS41

厚   さ

(阻m)

(注 3)

9.5

(注 3)

9.5

外  径

(alm)

(注 3)

406,4

く注3)

508.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

高使用

力

(MPa)

(

0。 98

名 称

と次系

冷却水式ンプ

A、 B、 C、 D

入 自ライ ン合流

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1及系

冷却水ポンプ

A、 B、 C、 D

遭
郭

牌

（一
く
『
じ

（
◆

営

博
常

⑮
泣

い
０

■
）



ヽ
予

変 更 後

材  料

変更な し

〔注S,■

SS41

(,151

SS41

厚   さ

(■l11)

(速 3,s,Sう

9.5

く注3,3)

9.5

/
9.5

外   径

(IBIB)

(注3.5,6)

406.4

(注 3.5)

406.4

/
323.9

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(注 1)

161

くとね}

16と

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(注 4)

0,98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(剛 )

(▼

=3)

9.5

外   径

(llMa)

(遠 3)

406。 4

最高健用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2〉

0.98

名 称

く注17)|

l次系

冷却水ポンプ

A、 B、 C(D

1次系

冷却水ポンプ

I A、 B、 C、 D

出ロライン分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

翌
郭

牌

（卜罵
謎
）

（
◆

誉

〕
線

０

渤

い
０

口
）



ヽ
ヽ

変 更 後

外  径 厚 さ 材 料

(llm) (llェ l)

変更なし

(注 3)3)

508.0

/
508,0

/
406.4

(注 a,

9.5

/
9.5

/
9.5

引
|

|

(注 5〕

SS41

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

く
'■

1)

161

(注 4)

161

名 称

1最
|

1圧

高使用

力

(MPa)

変更なし

(注 1)

0,98

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材   料

SS41

厚   さ

(mm)

(注 3)

9.5

外  径

(mm)

(注 3〉

508.O

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

渤
一一一韻
オ
岸
　
（岸∞
＼
『
ω
）

（◆
書
〕
常
Φ
滋
ω
Ｏ
コ
）



こ

変 .更 、後

材   料

変更なし

〈性 S,

SS41

外 さ

(曲 ) (mm)

《澁3,3,

508.0

(r13,3,S

9.5

(注 3,6

508.0

/
508,0

/
406.4

(!主

と61

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

とヽ1)

16と

名 称

最高使用

1圧  カ

| (MPa)

変更な し

(淀 4)

0,98

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材  料

SS41

|

十

塩
径「(耐 i

(i13)

9.5

(,こ 3)

508.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

名 称

最高使用

洋  々
1徹Pづ

(江 2)

0.98

く

“

L19,

1次系

冷剖水ポンプ

A、  D

出ロライン分岐点

1次系

冷却水クーラ

A、  C

入 ロライン合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

謎
郭

岸

奮
く
調
）

（◆
当
肖
↓
０
渤
∞
０
夏
）



ヤ
＼

変 更 後

高使用 最高使用

カ 温   度 径 厚 さ 材

(MPa) (℃ ) (Ilim) (mm)

変更な し

(遣 d,S, (注3.5,C)| (注 S,6

SS41508.0 9.5

(注 と,5)

508.0

/~

406.4

(〉 li3,

9.5

/
9.5

(注

SS41

変更なし

(世 1)

161

変更なし

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

(ユと20)
(注 2) (注 3)

508,0

(控

9.60.98 95 SS41

1次 系

冷却水 ターラ

A、 C

入ロライン合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

|

|

1次系

冷却水クーラ

B上流

レジューサ

(20X16)

厚   さ

(mm)

外   径

(llm)

最高使用

温  度

(℃ )

最
|

1属

|

高使用

カ

(MPa)

名 称

湘
工
尊
弾
騨
　
（｝い
＼
『
∞
）

（＋
替
雨
令
Φ
滋
い
０
三
）



略

変 更 後
I

|

|

1材外   径 厚 さ 料

(mm) (mm)

変更なし

更なし (注

161

変更な し

(注 く注1) (注9,5, (,13,5,

9.5

副 く注S,

SS410.98 161 406,4

変更なし|

(瀧 1)|

161

変更な し

S】

|

|

(注 3.SI`〕

406.4

(了

=3,S,

9.5

(注 5,6)

SS41

最高使用

温  度

(℃ )

(津1)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

(注 1〕

0,98

名 称

変更なし

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

|

外  径 1厚   さ1材 料

(mm) (Hl調阻)

(,七 21)

1次系

冷却水クーラ

A、 C

入 ロライン合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系

冷却水 クー ラ

A、  C

(崩 22)

(注 2)

0.98
1次系

冷却水クーラ

B上流

レジュ;サ

(20X16)

1次系

冷却水クーラB

最高使用

陸  カ

|(MPa)

1最

1温

t

高使用

度

(℃ )

名 称

ヨ
郭

騨

（卜く
瀾
じ

（◆
誉
〕
翁
０
と
い
０
コ
）



Ｖ
】

変 更 後

材  料

変更なし

(注 3.5,

114.3

(注 3,S,6)

6.0

(注 5,

STPT42

(1■ 3,S〕

114.3

(注 3.

81 6  1 STPT42

(遠

0。 98 95

外   径 厚   さ

(IIlm) (lⅢ■)

最
‐高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

原
~

子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

外   径 厚 さ

|

1材

料

(llm) (m11)

(

争
°
|が1114. STPG42

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

ヨ
郭

牌

（
中く
『
じ

（◆
哲
や
常
ψ
滋
∞
ｏ
コ
）
　

　

　

　

ア



予
＼

変 更 後

材   料

変更なし

(注 3.S,6)

6.0

(注 316

STPT42

変更なし

厚   さ

(1■ l■ )

外   径

(盟El)

(注 3,S,6)

114i3

最高使用

温  度

(℃〉

く甚と1) (造 4)

950 34

最高使用

圧  カ

(MPa).

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

|

|

(澁 3) (津 3)

9.3273.1 STPG42

厚   さ

(Inm)

(注 3) (注 3〉

95 114.3 6.0

外 1 径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

名 称 力

(MPa)

(注 2)

0,34

く
'」

と2)

0.98

(,こ 29)

弁,(lV-5105A、  3)

ユ次系

冷却水タンク原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系機器冷却水

母管分岐点

A使用済燃料

ピッ トクーラ行き

A使用済燃料

ピットクーラ

望
郭

滓

（ｒく
ミ
じ

（◆
営
や
↑
０
渤
ω
Ｏ
覇
）



レ
特

変 更 後

材  料

変更なし

|

(了43,S

STPT42

(注 5,6

STPT38

変更な し

厚   さ

(mm)

(注 3.S,

273.1

くと畠,S,

9,3
95

(注 3.5,

267.4

(注 3.5,こ

9.3

最高使用
|

温  度
|

(℃ )

外   径

(m盛l)

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注 4)

1.2

(注 1)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(注 30)
(注 a)

273.ユ 9.3 STPG42
二次系機器冷却水

母管分岐点

B使用済燃料

ピットクーラ行き

(沌 2)

く滋3. (注3,40)

9.3
0.98 95

267.4 STPT38

(注3.71)

267.4

(注 3,T (

9.3 STPT370

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

B使用済燃料

ピットクーラ

供給配管分岐点

B使用済燃料

ピットクーラ

供給配管分岐点

(注 3,10)

267,4

(注 3. (

9.3 STPT38
(注 2)

0,98 95

(滋 3. (注 3,7硝 ) く注″1)

STPT370B使用済燃料

ピッ トクーラ

26T.4 9。 3

厚   さ

(mm)

外  径

(皿m)

最高使用

温  度

(℃ )

晟高使用

匠  力

(MPa)

名 称

削
」
苺琳
一
μ
　
（ド０
＼
『
∞
）

（
◆

替

や
命

Φ
近

い
０

コ
）



変 更 後

厚   さ1材

|

料

(lllln)

変更な し

95

(注 3,S)|

88.9

(注3,前

7.6 STPT

(注 6

49

最高使用

温  度

(℃ )

II径
|(lilm)

最高使用

臣  カ

(MPa)

変更な し

く注1)

1.2

(注 4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(題H■)

(注 3)

5.5

外  径

(llEl)

(注 3)

88.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匠  カ

_(MPa)

(澁 2)

0。 98

名 称

ｒ
ヽ

(久ページに統 く)

翌
郭

牌

（送
ヽ
じ

（◆
営

博
金
０
油
い
Ｏ
Ｅ
）



榛
「

変 更 後

材   料厚   さ

(mm)

外  径

(mm)

く滋3,

88,9

/
88.9

/

高使用

度

(℃ )

(連 載)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

_1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料厚   さ

(]皿l)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(|,1)|

14系機器冷却水|
母管分岐点  |

B余熱除去ボンプ

他行き

B余熱除去ポンプ

及び

内部スプレ

ポンプ室

空調装置

冷却ライン

入口配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
去F

設
備

遭
郭

滓

含
く
溺
）

（
◆

営

憎
金

Φ

激

ω
Ｏ

理
）



為

変 更 後

外  径 厚 さ材 料

(mm) (mm)

変更なし

(注 3,5,6)

114.3

tttS,5,

6,0

(注 5,

STPT42

(注 3.

114.3

(泣 3,

3.6

(滋

STPT42

(注 3,S〕

114.3

/

/
114。 3

最高使用

温  度

(℃ )

(イと1)

95

高使用

カ

(MPa)

変更なし

くl■ 4)

1.2

(澁 4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

|

|

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(■u4)

(注 3)

6.0

外  径

(mm)

(注 3)

114,3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

く注2)

0.98

名 称

(注 36)

1次系機器冷去「水

母管分岐点

充てん/高圧

注入ポンプ行き

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

充てん/高圧

注入ポンプ室

B空調装置冷却

ライン分岐点

讚
工
や郭
れ
滞
　
（醇
中
＼
ミ
∞
）

（
◆

督

や
令

Φ
滋

ω
Ｏ

コ
）



く

I

1材 料さ

(■llll)(llttll)

厚外   径

ASTM

A105

Gr 4

(S25C

相当)

(滋 3,

61。 1

(差

の内径 )

(5,5

/

6.0)

4.8

/
(最小)

6.0

88,9

/

ASTM

A105

Gr n

(S25C

相 当 )(6.0)

(♯気9,

6,0

(Pt
(権 3.6,6)

61,1

(差

の内径)

く注S.6】

(最小)

変更な し

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

く津1)

1.2

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

称名

STPG42

材   料

(注 3)

3,9

(mm)

厚   さ

(lllm)

外  径

60.3

(巌 3)

95

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

睡  カ

(MPa)

_(海 2)

0.98

称名

(1188)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

B余熱除去ポンプ

及び

内部スプ レ

ポンプ室

空調装置

冷却ライン

八 日配管

分岐点

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

分岐点

変 更 前

コ
エ
苺琳
”
牌
　
（Ю
ω
＼
『
ω
）

（
◆

誉

口
令

０
れ

∞
Ｏ

Ｅ
）

(次 ページに統 く)



彰
嘲

変 更 後

厚   さ1材

|

料

(mm)

外   径

(alf血 )

最高使用

温  度

(℃ )

(

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

t注1)

h2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(1工 38)

B余熱除去ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
去ロ
設
備

及び

内部スプ レ

ポンプ室 _

空調装置

冷却ライン

八 日配管

分岐点

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

分岐点

一
二
欝卵
♯
　
（呻
｛
＼
『
∞
）

（
♪
取
薄
や
０
ぃ
０
五

”
０

こ
）



変 更 後

材  料

変更なし

(注 3,S

(最小)

(とと5,6,

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

4.0

('こ 3)

(4.0)

|

(注 5,劇

ASTM

A105

Gr H

(S25C

相当)

厚   さ

(mm)

く注516)

(最小)

5,5

(:13)

(5.5)

外   径

(mm)

(注3.516)

(差 し込み

部の内径 )

2と,7

(注 3,S,6).

(差 し込み

部の内径 )

48.7

最高使用

温  度

(℃ )

(成 4)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

く注4)

1.2

(滋1)

1.2

ネ 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(注 10)

STPG42

STPC42

厚   さ

(■ml)

(注a.10)

2.8

(注 3)

3,7

外  「径

(mm)

(直 3140)

21.3

{住 3)

48.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匠  カ

(MPa)

(法 2)

0.98

名 称

(注 39)

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

分岐点

B余熱除去ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

し

＼

萌
一一や琳
一
岸
　
（時
翰
＼
ミ
ω
）

（
◆

営

〕
令

Φ
泌

∞
０

亘
）

(次ベージに続 く)



変 更 後

材  料

く滋研

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

厚   さ

(m:ェ )

(注 5】

(最小)

4.0

/
(最小)

4.0

〔注3,

(4.0

/
4.0)

外   径

(nln)

〈注8,i)|

|

|

(穴径 )

15.4

/
(穴径 )

15.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  カヽ

(MPa)

(注 4)

1 2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■lm)

外  径

(盟阻)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

(注39)

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

分岐点

B余熱除去ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

彰
Ｖ

(次ベージに続く)

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
削
工
欝卵
岸
　
（〕
⑤
＼
『
ω
）

（◆
営
〕
載
Φ
瀬
い
０
口
）



変 更 後

外   径 厚   さ

|オ

オ 料

(mm) (阻m)

(注8,5'

(

(穴径 )

40。 5

/
(穴径)

40,5

/
(最小)

5,5

く注研

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )(5,5

/
5t5)

最高使用

温  度

(℃ )

(と 4)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外 下径

(口m)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠
:  

力

(MPa)

名 称

(注39)

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

分岐点

B余熱除去ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

毬

(次ページに続く)

瀬
工
黄
卵
牌
　
（］
ミ
＼
ミ
ω
）

（
◆

誉

〕
載

０
と

∞
ｏ

霊
）



〕
＼

更 後

外 さ

(■田1) (mm)

(注 51

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

(注 a,5) (注 5)

(差 し込み

部の内径)

48.7

/

(最小)

5.5

/

/
(最小)

5.5

(注 3)

!(515

/

/

(差し込み

部の内径)

43,7

/
5.5)

最高使用

温  度

(℃ )

(注

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(llm)

外   径

(阻la)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使 用

圧  カ

(MPa)

名 称

(注

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

分岐点

a余熱除去ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヨ
琳

牌

（濫
ヽ
こ

（◆
誉

〕
常
０
滋
∞
ｏ
Ⅲ
）



変 更 後

材   料

変更なし

く
lah

3.7  1STPT370

(注 3.

3.7 STPT370

(最小 )

(注 5,

ASTM

A105

Grエ

(S25C

相 当 )

5.5

(注 3)

(5.5)

厚   さ

(mm)

外   径

(mm)

(注 8)

48.3

(注 3.6

43.3

の内径 )

48.7

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

く盛4)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

質更なし

(注 4)

1,2

(注 4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材   料

く注40〕

STPG42

STPC42

厚   さ

(mm)

(注 3,40)

2.8

〔子と3)

3.7

外  径

(副 Il)

く津3,10)

21。 3

(ユ

=3)

48.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  'カ

(MPa)

(注 2)

0,98

名 称

(注43)

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

し
４

(次ページに続 く)

遭
辣

博　
奮
く
『
Ｊ

（◆
営
〕
載
Φ
と
い
Ｏ
Ｅ
）



変 更 後

材  料

(注 5〕

ASTM

A105

Cr Π

(S25C

相当)

厚   さ

(mm)

(注 6)

(最小 )

4.0

/
(最 小 )

4.0

(濾 3)

(4.0

/
4.0)

外   径

(Ilull)

く海8,SW

(穴径 )

15.4

/
(穴径)

15。 1

最高使用

温  度

(℃ )

(滋1)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

1.2

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外  径

(盟 ll■ )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使 用

圧  力

(MPa)

名 称

僻 lS)

B余熱除去ポンプ

8余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

時
ヽ

(次ページに続 く)

選
郭

ド

ａ
⇔
＼
ｄ
）

（
◆

昔

〕
，

Φ

近

∞
ｏ

コ
）



変 更 後

材  料

STPT870・

STPT370

犀   さ

(鐵駐)

て注3う

3.T

/

/
3,7

〔機3)

8,7

/

/
8.7

外  径

(鳳観)

〈甚樹)

48.3

/

/
48.3

t滋3)

48,3

/

/
48.6

高彼爵

(℃ )

(綻 1〕

95

最禽使用

厩  .カ

(MPa)

〈泣1)

1。 2

名 樹t

変更なし

源
千
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(雄 :農)

外  後

(諷農)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

腰  カ

(XPa)

称

t'■ 45}

導余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
傭

し

＼

(決ベージtと続く)

ヽ

潮
工
鐵
邪
牌
　
〔叫
滓＼
ミ
ω．）

（◆
営
静
載

，
れ
い
０
苗
）



彰
釣

変 更 後

材  料

(Pにる〕

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

厚   さ

(mm)

(最小)

5.5

/

/
(最小)

5,5

(注3)

(5。 5

/

/
5.6)

外   径

(醜m)

くれ3.

(差し

内径)

48.7

/
95

(差

の内径 )

48,7

高使用

度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外  径

(隠m)

最高使用

温  度

(℃ )

高使用

カ

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

B余熱除去ポンプ

B余熱除去ポンプ

出口醜管分岐点

遭
郭

岸

（駕
ヽ
こ

（◆
営

憎
載
０
瀬
い
０
コ
）



変 更
―
後

材   料

変更な し

く注3, (注 3,

114.3

/

88。 9

6.O

/
5.5

(

STPT42

外   径 1厚   さ

(11田 l)(田 lHl)

最高使用

卓駐  度

(℃ )

(海1)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

(注 1〕

l.2

(,奎 4)

1,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(mm)

(注 3)

5Ⅲ 5

外  径

(BM4)

く注3)

88,9

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(,よ 2)

0.98

名 称

しヽ

(次ページに続 く)

・
　

　

遥
辣

牌

（冨
ヽ
じ

（◆
営

Ｎ
載
ψ
瀬
い
Ｏ
Ｅ
）



く
υ

変 更 後

材   料外   径 1厚  さ

(l】 llll)(■l11)

(注 3.

88.9

/

(差

の内径 )

61,1

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

1.2

嘉 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

|

|

変 更 前

材  料厚   さ

(m阻 )

外  径

(lllHl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 潮ξ

(と47)

充てん/高圧

注入ポンプ室

B空調装置冷却

ライン分岐点

B充 てん/高圧

注入ポンプ八 日

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

遥
郭

解

（濯
ヽ
じ

（
◆

誉

〕
織

Φ

滋

い
Ｏ

Ｅ
）



変 更 後

材   料

変更なし

(F15,6

STPT370

(注S,49)

(最小)

(瀧 5

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

6,0

(注 3)

(6 0)

厚   さ

(mm)

(注 3,S,6)

3,9

外   径

(紐:H)

(滋3.5,6)

60.3

(強 3,3)

(差 し込み

部の内径 )

61,I

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

(滋 1)

1.2

くと4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
法「
設
備

変更なし

|

|

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(町J■)

(注 3)

3.9

外  径

(mm)

(ギと3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

は呵

B充てん/高腫

注入ポンプ入口

分岐点

B充 てん/高圧

注入ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

く
＼

(次ページに続 く)

湮
募

牌

（∞
く
溺
）

（↓
営

Ｎ
令
Φ
れ
い
Ｏ
Ｅ
）



＼
▼

(注 5)

S25C

i (Pまる)|

(最小)

(最小 )

6.1

/
(最小)

6。 1

6.l

/

(mlll)

外  径

(滝 3,S)|

|

(差 し込み|

部の内径)

61.1

/
(差し込み

部の内径)

61.1

/

(差 し込み

部の内径)

+  61.1

95

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

1.2変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名材  料

(阻阻)

厚   さ

(mm)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

晟高使用

臣  力

(MPa)

B充てん/高圧

注入ポンプ八 日

分岐点

B売 てん/高圧

注入ポンプ

く注18)

変 更 前 変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

削
工
一器
オ
岸
　
（ω
ω
＼
ミ
∞
）

（
◆

哲

〕
常

Φ
通

∞
０

函
）



変 更 後

材   料

変更な し

(注 5,6

STPT370

STPT370

厚   さ

(mm)

(注 3.5.6〕

3.9

(注 3)|

3,9

/

/
3,9

外   径

(mm)

く注3,も ,6)

60.3

(注 3)

60.3

/

/
60,5

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匠  カ

(MPa)

(滋 4)

0。 98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(脳a)

(注 3)

3,9

外  径

(ml■)

(注 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

E  力

(MPa)

(注2)

0。 98

名 称

く,と 18)

C充 てん/高圧

注入ポンプ

冷却水入日配管

合流点

C充てん/高圧

注入ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

追

(次ページに続く)

選
郭

牌

（ω
ミ
ｄ
）

（
◆

営

博
載

０
逝

∞
０

コ
）



式
＼

変 更 後

材   料厚   さ

(mm)

外   径

(Inm)

(注 3,3)|

(差 し込羽

部の内径)

61.1

/
(差 し込み

部の内径 )

61.1

/

(差 し込み

部の内径)

1  61.1

最高使用

温 ・度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

0,98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
穣
冷
却
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(爆l肌)

外  径

(阻lB)

最高使用

l風  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

名 称

く注48)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水入 日配管

合流点

C充てん/高圧

注入ポ ンプ

盪
郭

牌

（認
ヽ
こ

（◆
営
田
常

０
激
い
Ｏ
Ｅ
）



変 更 後

厚   さ

1

1材

|

料

(mm)
i

変更なし

引
|

十
|

|

くと洋

3.9 STPT370

は引 は缶d
3.9  iSTPT370

(澁 3) (旗 3)

3.9

/
60.5

/
STPT870

/ /
|

6 0. 3 3.9

外 径

(lll阻)

(注 3)

60.3

(注 3,S,6)

60,3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(澁■

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

廷更なし

｀
(澁 4)

1,2

(注 4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPC42

厚   さ

(■ lal)

(注 3)

3,9

外  径

(mm)

(滋3)

60,3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匠  力

(MPa)

(注2)

0,98

名 称

(注 50〉

B充てん/高圧

注入 ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

く
ｈ

(次ページに続 く)

瀬
工
弩卵
岸
　
（∞
Ｏ
＼
『
∞
）

（◆
普
〕

，
Φ
激
い
０
口
）



変 更 後

材   料外   径 厚   さ

(田lttl) (mml)

(注 3,S〕

(差 し込み

部の内後)

61.1

/

(差し込み

部の内径)

61,1

/

(差 し込み

部の内径)

61,1

最高使用

温  度

(℃ )

、 (注4)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料厚   さ

(llm)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

ぐ貿3)

駿高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

(ユど50)

B充 てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

く
６

(次ベージに統 く)

削
工
登
卵
牌
　
（卜
０
＼
ミ
ω
）

（◆
誉
〕
常
ψ
瀬
い
０
コ
）



く
ヽ

変 更 後

材  料厚   さ

(駁船)

外  径

(mm)

(注 3,6〉

|

(差 し込み|

部の内径)

6と :1

/

/

(差 し込み

1部の内径)

61,1

最高使用

温  度

(℃ )

(澁 4)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(法 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚   さ 材  料

(mm)

外  径

(愚 lEL)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

くI150)

B売 てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

|

翌
郭

解

（歳
＼
槃
こ

（
◆

誉

〕
令

Φ

と

い
Ｏ

Ｅ
）



変 更 後

外  径 1厚

|

|

|

さ

|

1材 料

(誼m) (叩)|

変更なし

(注 3,3,

60。 3

(イf3,5, (注 S,

3.9 sTPT370

(注 3,

(差

内径)

61.1
(法 1)

950.98
(差

61.l

内径 )

1 1

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

「

上  カ

(MPa)

名 称

原
子
炉

補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPC42

厚   さ

(mttl)

(注 3) (注 3)

3.96013

外  径

(du■)

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

く注2)

O,98

名 称

く
ゃ

遭
郭

μ

（掛
く
ど
）

（
◆

誉

博
令

０

瀬

い
０

国
）

(次ページに続 く)



熊

変 更 後

材   料外 径|厚   さ

(mm) (lun)

(淮 3.

(差 し

の内径 )

61.1

/

(差

内径)

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4) (瀧

0,98 95

最 高使用

屋   カ

(MPa)

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(1とコ1)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

く,■ 6(l)

C充 てん/高圧

注入ポンプ

C充 てん/高圧

注入ポンプ

出囲配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
識
備

選
郭

岸

黛
く
一
じ

（◆
蟄
〕
載
Φ
】一
い
０
■
）



色

変 更 後

材   料

変更なし

く注31

88.9

/
5.5

/ (注

STPT370

/
60。 3

/
3.9

・
(注

88.9

/′

(注 3)

5,5

/
STPT370

/
60.5

/
3,9

高使用

度

(℃ )

径 さ

(mm) (mm)

(注 4‐

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注4)

0,98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(mm)

(注 3)

外  径

(■lm)

(注 3)

88。 9

最高使用

温  度

(℃ )

95

高使用

カ

(MPa)

く注2)

O。 98

名 称

|

(た Sl)

C充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

出日配管

分岐点

胡
二
箪卵
岸
　
（添
卜
＼
『
ω
）

（
◆

誉

や
す

０
瀬

い
Ｏ

Ｅ
）



く

変 更 後

外 径 厚 さ
1材

料

(m曝 ) (mm)

変更なし

変更な し

引

|

引く (粧 3.5,

32319

(|二 8,S,

9.5

(注 5,6〕

95

|

STPT42

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 1)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(注 4)

1.2

(注 4)

1.12

厚

|

さ1材

|

|

|

料
|

名 称

(alm)
|

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

(注 2)

0,98

(注 3)

60.3

(注 3,

95 3.9 STPG42

STPC42

(渡 3)

|

1 (溝 3)

9.595 323 9

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

最高使用

圧  カ

|(MPa)

(滋 2)

0.98

|

(1粧 ふ富)

器用空気圧縮機

パッケージ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

l次 系機器冷却水 |

戻り母管合流点

器用空気圧縮機

パ ッケ
=ジ

より

(渡 54)

1次系機器冷却水

母管分岐点

格納容器循環

冷暖房ユニ ッ ト

行き

笥ド(lMOV-5160A)

翌
郭

岸

（議
ヽ
こ

（◆
誉
〕
常
０
濃
ω
ｏ
Ｅ
）

・



℃

変 更 後

材   料

変更な し

変更な し

(1=5,6〕

STPT42

厚   さ

(題 l霰 1)

(,と 3,S,6)

9.5

外   径

(m誼 )

(注 3.5,6)

323.9

(湊 0,3)

323,9

/

/

323 9

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

138

く注1

138

最高使用

匠  カ

(MPa)

(注 4)

1.2

(滋1)

1.2

名 称

変更なし

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚 さ 材 料

(■lm)

くrtttt,

弁・(lMOV-5160A) (澁

0,98

(注 3

9.595 323,9 STPG42

格納容器貫通部

PEN辞256

原
子
炉
補
機
冷
却
識
備

(注 岳1)
(注 3)

323.90.98 95 9.5 STPG42

格納容器貫通部

PEN軒256

格納容器貫通部

PEN毎256

下流分岐点

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

削
こ
艶卵
牌
　
（卜
ω
＼
↓
ω
）

（◆
む

博
令
０
議
∞
０
コ
）



変 更 後

材   料

変更な し

く注S,6〕

STPT42

〈注3,5)

7.1

/
6.0

(注 5)

STPT42

|

1

(注 5)

STPT42

厚   さ

(mm)

(注3,S,6)

イ.1

く注a.る )

9。 5

/
7.1

外   径

(猥醒l)

(注 3.5,6)

168,3

(注3.S)

168。 3

/
114.3

く注 3.5)

323.9

/
168,3

最高使用

温  度

(℃ )・

(注 4)

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

(送 4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し ,

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(剛 )

(注 3)

7.1

外  径

(mm)

(滋3)

168.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

(コL55,

格納容器貫通部

PEN祥256

下流分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニット

八ロライン

レジ■―サ (6X4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

絶

(次ベージに続く)

選
漂

中

（式
ヽ
じ

（◆
曽

博
令
０
通
ω
Ｏ
コ
）



し
ト

＼

変 更 後

材  料

7.と

/
7.1

/
7.1

(茫上

STPT42

厚   さ

(IE阻)

外  径

(Hull)

168.3

/
168,3

/
168。 3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

く注4)

1,2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備´

変更な し

変 更 前

材   料厚   さ

(mm)

外  径

(mttI)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

阻  カ

(MPa)

名 称

(沌 35)

格納容器貫通部

PEN常 256

下流分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニ ッ ト

八 ロライン

レジューサ (6X4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
郭

洋

含
く
謎
）

（⇒
営
〕
常
ｏ
れ
い
Ｏ
Ｅ
）



変 更 後

外

|

き
1本
オ

(■Im)|

料

(HM■ )

変更なし

(泣 3,S,

114.3

(性 3.5, (注 5,

6.0 STPT42

61,1

最高使用
1景

圧  力
1温

高使用

度

(℃ )(MPa)

1381.2

名 称

|

|

1

十

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材   料

STPC42

厚   さ

(mm)

(注 3)
|

|

(注 3)

6.9114.3

外   径

(mln)

最高使用

温  度

(℃ )

96

最高使用

圧  カ

(MPa)

く注2)

0.98

名 称

A格納容器循環

冷暖房ユニット

入自ライン

レジュエサ (6X4)

A格納容器循乗

冷暖房ユニ ッ ト

入 ロライン上流

レジューサ (4× 2)

及び分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

4

(次ぺ
=ジ に続 く)

削
こ
尊卵
岸
　
（ヽ
Ｏ
＼
ミ
∞
）

（◆
営
〕
令
０
と
い
０
瓢
）



変 更 後

材   料

t注 3,

6.0

/

6.0

/
6.0

(涼

STPT42

厚   さ

(1」4)

外   径

(Iと阻)

(注 3.5)

114,3

/

114.3

/

114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 1)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

最高使用

温  度

(℃ )

階  径|

1徹。
|

厚   さ

(田凪)

駿高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

(ユとSS).

A格納容器循環

冷暖房ユニット

入ロライン

レジューサ (6X4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

A格納容器循乗

冷暖房ユニット

入ロライン上流

アジューサ (4X2)

及び分岐点

よ

(次ページに続く)

ピ
郭

牌

（８
ヽ
こ

（◆
世

〕
令
Φ
泣
∞
Ｏ
Ｅ
）　
　
　
　
　
、



ミ

変 更 後

材 ヽ 料

(注 i

ASTM

A105

0r Ⅱ

(S25C

相当)

外   径 厚   さ

(:lm) (l■lll)

114.3

/
114。 3

/

5。 2

/
6.2

/
(最小)

6,01.2 138

(差 (6,0

/

6.0

/

6.0)

の内径)

61.1

高使用

度

(℃ )

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■llll)

外  径

(mm)

晟高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  力

(MPa)

名 称

(注SC)

A格納容器循乗

冷暖房ユニット

入ロライン

レジユーサ (6X4)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

入ロライン上流

レジュ●サ (4X2)

及び分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

、　
　
　
　
　
　
削
工
彗烈
騨
　
（枷
卜＼
『
Φ
）

（◆
彗
Ю
金
０
コ
ω
ｏ
理
）



変 更 後
i

径|

|

外 厚   さ

1材
|

料

(mm) (mm)

変更な し

(注3,S,6) (注 5.6Ⅲ

(最小 )

(注 5,6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

(差 し込み

邪の内径 )

61.1 6.0

(注Э〕

(6.0)

I

最高使用

温  度

(℃ )

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

原
子

(泣 4)

変更な し 1.2

設
備

名 称

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(lnin)

(注 3)

3.9

外   径

(■ll■ )

(沌 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

0。 98

名 称

(ユiS3)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

入ロライン上流

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

レジューサ (4X2)

及び分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユ操ント

乳

(次ページに続 く)

ヨ
郭

滓

（銅
く
溺
）

（
◆

掛
己

令

０
沌

ω
ｏ

霞
）



琳
ヽ

変 更 後

最高使用

温  度

|

,(耐

,

注1達

|(話)

さ材  料

(℃ )

3,

(差

内径)

61,1

/
138

/

(差

61.1

最高使用

圧
‐

カ

(MPa)

(注 1)

1 2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(EIΠ l)

外  径

(1ll■ )

最高使用

温  度

(℃ )

晟高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

くたS3)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

八ロライン上流

レジュTサ (4X2)

及び分岐点

A格納容器循環

冷曖房ユ■ ン ト

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

翌
郭

μ

（沼
ヽ
こ

（◆
普
博
↑

Φ
瀬
い
０
口
）



変 更 後

材  料

変更なし

厚   さ

(Π IΠ l)

外   径

(mill)

Gれ引

|

114。 3

/

t差 し込み

部の内径)

6上 ,1

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

く注1)

lⅢ 2

名 称

原
子
炉
補
機 変更なし
冷
剖
設
備

変 更 前

材  料

(注 57)
(注 2)

0。 98

(滋 3) (l=3)

95 60,3 3.9 STPG42

原
子
炉
補
機
冷
却
設

A格納容器循環

冷暖房ユニン ト

A格納容器循環

冷暖房ユニント

出ロライン上流

レジュ‐サ (4X2)

及び合流点

厚   さ

(騨m)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用「

匠  力

(MPa)

名 称

も

次ページに統 く)

遭
郭

ド

（躍
ヽ
じ

（◆
彗

博
令

Φ
と
い
０
こ
）



６
＼

変 更 後

材  料厚   さ

(1lHl)

最高使用

圧  力

(MPa)

最高使用
|

1温  度
|

|(℃ )

外   径

(mm)

(PL 3,01

(差 し込み

の内径 )

61,1

/
(注 4) く注

1.2 161

/
(差 し込み

内径)

61,1

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更
―
前

材  料厚   さ

(mm)

外  径

(覇ull)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

名 称

(注 67)

A格納容器循乗

冷暖房ユエット

A格納容器循環

冷暖房ユニント

出ロライン上流

レジューサ (4X2)

及び合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
募

岸

（駅
ヽ
こ

（◆
営
〕
載
Φ
瀬
い０
巨
）



変 更 後

材  料

変更なし

(注 St G

STPT42

くとS

STPT38

く注5

STPT42

厚   さ

(1とBI)

(注 3,S,6)

6.0

く注8,S)

610

/
5.5

(滋 3,S〕

7.1

/
6.0

外  径

(mm)

(法 3i S1 6)

114,3

(澁 3,S'

114.3

/

89.1

(注3,S)

168.3

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

161

最高使用

圧  力

(MPa)

(注

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(法 48)

STPT38

STPG42

厚   さ

(Ilun)

く注3110〕

5.5

(江 3)

6.0

外  径

(mvl)

(溝 3,40)

89,1

(注3)

114。 3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匠  力

(MPa)

(注 2)

0,98

名 称

(注 59)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン上流

レジューサ (4X2)

A格納容器循環

1冷暖房ユニ ン ト

出ロライン下流

レジューサ (6X4)

及び合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

」
Ｖ

(次ページに続 く)

Γ
　
　
　
翌
郭

岸

（樹
当
じ

（◆
彗

Ю
載
０
滋
ω
Ｏ
コ
）



変 更 後

材   料

(と 6〉

STPT42

厚   さ

(mm)

(注 3.6Ⅲ

6.0

/
6.0

/
6.0

外  径

(lmm)

(注 3,

114.3

/

114.8

/
114,3

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

最高使用

圧  カ

(MPa)

(滋 4)

1,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(laln)

外  径

(皿れ)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

臣  力

(MPI)

名 称

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン上流

ジューサ (4X2)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン下流

レジューサ (6X4)

及び合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヽ
”

(次ページに続く)

翌
郭

牌

翁
ミ
溺
）

（◆
誉
や
命
０
と
い
０
「゙



＼ヽ

変 更 後

最高使用
|

温  度|

(℃ )

外  径 厚 、 さ

|

1材

|

|

料

(■lm) (ulul)

学¶
|

(注 8)

5.「 2

/
5.2

/
(最

‐小)

6.0

(注 3)

(610

/
6.0

/
6.0)

114.3

/
114.3

/

(注 g

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

161

(差

61.1

|

t

最高使用

圧  力

(MPa)

(注1)

1.2

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(IIIHl) (Bui)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(法 69)

A格納容器循緊

冷暖房ユニット

出ロライン上流

レジューサ (4X2)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン下流

レジューサ (6X4)

及び合減点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

澄
郭

μ

（い
く
試
）

（◆
誉

画
，

０
蓮
∞
ｏ
〓
）



』
各

(次ページに続 く)

司

|

(注 S,6

STPT42

くとL3.5,6)

7.1

(滋 3,3,

16813

(澁 3,5)

323.9

/
168.3

(澁 3,

9.5

/
7.1

艤
　
４２
ＴＰＴＳ

(遣 3,S)

168.3

/
168.3 ｀

/
168。 3

く,18,5)

7.1

/
7.1

/
7:二

42TPTS

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

|

1外

|

料材さ

(劇lm)

厚後

(mm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

1611.2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(注

変 更 後

称名

STPG42

材   料

(IIu■ )

厚   さ

(注 3)

7.1

(注 3)

168.3

(mm)

外   径

最高使用

温  度

(℃ )

950,98

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(ユL60)

格納容器貫通部

PEN洋257

上流合流点

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン下流

レジュ■サ (6X4)

変 更 前

1最

1圧

高使用

カ

(MPa)

称名

削
一」艶酔
μ
　
（働
Ｏ
＼
ミ
ω
）

（◆
営

博
載
０
瀬
ω
Ｏ
Ｅ
）



齢
ふ

変 更 後

厚 さ 材 料

(五m)

(注 4) (れ 4

1,2 16と
(漱 3.

168.3

/

(注 3.

7.1

/ (洋引

STPT42

168.3 1

/
7.1

最高使用

温  度

(℃ )

外   径

(altと )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材   料厚   さ

(mm)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

(,と 60)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン下流

レジューサ (6X4)

格納容器貫通都

PEN#257

上流合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
辣

μ

（８
ヽ
こ

（◆
営
博

，
Φ
瀬
”
ｏ
瓢
）



ゝ
＼o

変 更 前 変 更 後

最高使用

温  度

(℃ ) 矯ョ
厚
患→

|

さ1材 料

変更なし

(注 3,3)

323.9

/

(注 3, S)|

9. 5

/ (注 5

42STPT

/ |

|

/
9.5323 9

|

|

|

|

鋼

|

|

|

く注4) (湛 3,S,可 (注 315,

1

→
|

(注 S,C

STPT42変更なし 1,2 161 323. 9 9.5

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

1.2

外   径 さ 料 名 称

(願m) (IliBl)

変更なし
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(ユ七61)
(注 2)

0.98

(注 (注 3)

95 323 9 9す 5 STPG42

格納容器貫通都

PEN祥257

上流合流点
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

格納容器貫通都

PEN紳257

(注Gl)

格納容器貫通部

PEN絆257

チF(lMOV-5160B)

最高使用1最 高使用

圧   カ 1逸

|(℃ )

度

(MPa)

名 称

瀧
一竜
報
オ
滓
　
（ω
騨＼
ミ
ω
）

（よＶ
携森
や
卜π
Ｏ
一一
ω
Ｏ
一出
）



変 更 後

外

|

径
|

|

|

矯尉
材料

(畑阻)

変更なし

|

(注 3,S,G】

323.9 -

(緯 3.5,6)

9.5

く性S,ご

STPT42

(注 a,5〕

323.9

/
219.1

(注 3,3)

9.5

/
8.2

(注 S

STPT42

|

温

高使用

度

(℃ )

変更なし

(注 1)

161

(注 4

161

最高使用

圧  力

(MPa)

餐更なし

ttt

O.98

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設

｀

備

変更なし

変 更 前

材  料

(澁 2〕 (■ 3)

323.9

(▼と3)

9.50.98 95 STPG42

厚   さ

(mm)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

ら 称

(注Sl)

折卜(lMOV-51608)

l次系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循乗

冷暖房ユニッ ト

戻 り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヽ
騨

(次ページに続く)

遭
募

岸

（驚
ヽ
じ

（◆
替
〕
常
０
油
い
Ｏ
Ｅ
）



ヽヽ

変 更 後

径 厚 さ 材

(mm) (ふ )

変更なし

(:モ

`)(

9.5 1 STPT37(}

く注3.S,

9.6
引

(施 S,6〕

I STPT42

(注 3,

9.5

こ)| (,,6)

STPT370

剤
/
9.5

/
8.2

STPT370

(注 3〕

323,9

(遣313.6)

323.9

く注3,6)

323.9

(澁 3)

323.9

/
323.9

/
216.3

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 4〕

161

(ユ主■

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

く,こ 1)

1.2

(湛 1)

1 2

名 称

I

|

|

|

原
子
炉
補
幅竜
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材   料

STPC42

厚   さ

(mm)

(,13)

9.5

外  径

(BIm)

(注 3)

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

十

(注 2)

0.98  1 95

名 称

1最
高使用

F上 ヘ カ

1徹Pめ

く柱Gl)

原
子
炉
捕
機
冷
却
設
備

弁 (lMOV■ 160B)

1次 系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニッ ト

戻 り

コ
ニ
ぐ卵
岸
　
（６
ω＼
ミ
∞
）

（
◆

営

博
令

０

れ

ω
Ｏ

コ

）



変 更 後

材  料

(,こ引

STPT38

STPT370

(注 5'

STPT38

(ぶ劇 く澁S〕

S25C

4.3

厚 _さ

(皿ln)

〔滋3,S〕

2.9

(達 at 19〕

2,9

(速3,Si 49)

5.5

外  径

(1温m)

く旗3,S〕

:27,2

(注 3)

27.2

(注3.5'

89.1

‐
(注 3.S〕

1差 し込み

郎の内径 )

27。 7

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

96

最高使用

医  カ

(MPa)

(注 1)

0.(34

名 称

窒素ボンペライン

ホース接続ロ

1次系

冷却水タンク

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(:llェll)

外  径

(盟14)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

彎
９

(次ベージに続く)

選
郭

牌

金
ミ
認
）

（◆
営

】
常

０
と
い
０
理
）



対
＼

変 更 後

材
・

料

STPT370

外  径 厚   さ

(mm) (歳)

(滋臼〕

27.2

/
2.9

/

/
27.2

/
2.9

最高使用

温  度

(℃ )

(滋 t〕

96

晟高使嬬

匠  カ

(MPa)

(建 4)

0,34

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
識
備

窒素ボンベライン

| ホース接続口

1次系

冷却水タンク

変 更 前

材  料厚   さ

(競田)

外  径

(ma)

段高使用

温  度

(℃ )

最高使用

腰  カ

(MPa)

嘉 称

翌
郭

牌

（試
ヽ
じ

（◆
営
博
韓
ｏ
れ
い
Ｏ
ｍ
）



変 更 後

材  料

STPT370

厚   さ

(14田n)

(温 3)

9.3

/

/
9。 3

外   径

(IⅢl)

く注 3)

267.4

/

/
267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(泣 4'

40

最高使用

腫  カ

(MPa)

(性 1)

1,2

名 称

Aa、 Ab

海水ス トレーナ

海水供給接続回

Aa、  Ab

海水ス トレーナ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(m“l)

外  径

(1lm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

漁
予

(注 1)記載の適正化を行 うと既工事計画書には「1次系冷却水クーテA、 8、 C花ティ (20X20X16)」 と記載

(注 2)SI単位に換算 したものである。

(注 3)公称値

(注 4)童大事故等時における使用時の値

(注 6)本設備 1ま既存の設備である。                                  
´

(注 6)エルボを示す。

(注 7)記載の適正化を行うと既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出日連絡管」と記載   _

(注8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には rヘ ンダA、 B:テ イ (20X20X16)～ レジューサ (20X14)」 と記載

(注9)記裁の適正化を行 うc既工事計画書には「レジューサ (20X14)え 内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記裁の適玉化を行 う。既工事計画書にとま「ヘンダCiテ イ (16X16X16)～ レジューサ (16X12)」 と記載

(注H)当該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行 う。

(注 12)記載の適正化を行 うと既工事計画書には「レジューサ (16X12)～ ティ (20X20X16)」 と記載

澄
郭

牌

（駅
彎
じ
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博
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，



哺

(注 13)

(注 14)

(注 16)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(注 20)

(注 21)

(注 22)

(注 23)

(注 24)

(注 26)

(注 26)

(注 27)

(注 28)

(注 29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

記哉の適正化を行 う。既正事計画書には「ヘ ンダA、 B:内部スプレクーラ～レジュ∵サ (20X14)」 と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には
'レ

ジューサ.(20X14)～ ティ (20X20X16)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「と次系冷却水ポンプ入日連絡管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'テ

ィ (20X20X16)～ 1次系給却水ポンプA、 B、 C、 Dど と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ出回レジ熟~サ (16X12)～ ティ (20X20X16)」 と記裁

記載の適正化を行 う。暁工事計画書には「二次系冷却水ポンプ出固連絡管Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「l泰 系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20X20X16)～ I次系冷却水ターラA、 C入 ロティ

(20X20X16)と  と言己載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ターラ入自連絡管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には :テ ィ (20X20X16)～ 1次 系冷却水クーラA、 C」 と記載         ・

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X16)～ 1次系冷却水クエラB」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去ターラ (RH-2)Aゝ B」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去クーラ (RH…2)A、 8～戻母管合流点」と記栽

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンプ (RC-3)A、 8、 Cへの分岐点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には T戻 管合流点～レジューサ (8× 6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「戻管合流点～弁 (1-ドCド 1241)」 と記載

記載の速正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ入自分岐点～弁 (卜 5106A、 B)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-6105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行 う。址工事計画書には rl次 系機器冷剖水母管分岐点～燃料ピットターラ」と記載

記載の邁正化を行 う。既工事計画書には
'燃

料 ビットクrラ ～1次系機器冷却水母管合流点」と記載

記載の通正化を行 うε既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記裁

記載の適
=化

を行 う。既工事計画書には 1余剰抽出水ターラ～ 1次 系冷却水戻母管合流点」と記載    ‐

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次 系機器冷去田水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入

瀬
一竃
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０
＼

(注 35)

(注 36)

(注 87)

(注 38)

(注 39)

(注 40)

(注 41)

(注 42)

(注 43)

(注 44)

(注 46)

(注 46)

(注 47)

(注 48)

(注 49)

(注 50)

(注 51)

ロレジューサ (3X2)」 を記載                                    
′

記載の適I化 を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)走 1次系機器冷却水戻 り母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 〒1次 系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4X2)」 と記載

記載の速正化を行 う。既工事計画書には
'レ

ジューサ (4X2)～ 1次 系機器冷却水骨管合流点」と記載

記栽の適I化を行 う。既工事計画書には 「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ

(2Xl 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ」と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適五化を行う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行 う・。既五事計画書には
'レ

ジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (IX1/2)」 と諷載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には「レジェーサ (lX1/2)～ 内部スプレポンプ」と記載

記載の適正化を行 う。残監五事計画害には「内部スプレポンプ｀レジュ●サ (lX1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (lX1/2)走 レジューサ (2× ユ1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'余

熱際去ポンプ～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリテイン合流点」

と記載                          
｀

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'レ

ジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3X2)」 及び 「レジューサ (3X2)～余熱除

去ポンプおよび内部スプレポンプ室空謡装置冷却ライン合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てんポンプ室変調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点～充てん/高圧注入ポンプ」と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。                 ●

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ～充てん/高犀注入ポンプ鵬自分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既五事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出口分岐点～充てんポンプ室空調装置冷却もどリライン合流

点1と 記載                    
ウ

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～計器用コンプレンサバツケ~ジ」と記栽

翌
郭

洋

（寓
為
じ

（◆
奮

Ю
令

Φ
れ
働
０
こ
）

(注 52)



芍
埼

(注 53)

(注 54)

(注 53)

(注 66)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(注 60)

(注 61)

(注 62)

(注 63)

(注 64)

(注 65)

(注 66)

(注67)

(注68)

(注69)

(注 70)

(注 71)

(注▼2)

(注 T3)

(注 74)

(注 75)

(注 76)

(注 77)

記載の適と化を行 う。既工事計画書には「計器用コンプレッサパッケージ～l次系機器冷却水戻り母管合流点Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジュ‐サ (12X6)および (12X8)」 と記載

記載の適重化を行 う。既止事計画書には「レジュ●サ (12X6)～ レジ■rサ (6X4)」 と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (6Ж 4)～ レジュrサ (4X2)」 と記栽

記載の適正化を行 う。駐篭工事計画書にtま
「格納容器循環空調装置～レジュエサ (4X2)お よび舎流点」と記載

記載の適I化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4X2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の適I化 を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (4X2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6X4)｀ レジューサ (12X6)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (12X6)お よび (12X8)～ 1次 系機器冷去w水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプ～中間違屋入口」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「SS41」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'中

間建屋入口～レジューサ (36X30)」 と記載

記載♂)適正化を行 う。覇猛工事計画書に1ま
「レジューサ (36X30)～ ティ (36X36X30)」 を記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～ 1次 系冷却水クーラ」と記載  
′

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ターフ～海水戻母管分岐点」と記載

記載の邁と化を行 うも既工事計画書には「ティ (36X36× 24)｀中間建屋出日 (1曇設都を除く)」 と記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水母管分岐点～レジユーサ (10X8)Jと 記裁

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'レ

ジューサ (10X8)～ ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12X8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (12X8)～ レジューサ (16X12)」 と記載

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (16X12)～海水戻母管合流点」と記栽

STPT38回 等材 (eTPT370)へ の取替えを行 う。                       .
STPG42同 等 材 (STPG410)へ の 取 替 え を行 う。

記載の適正化を行 う。斑工事計画書には「STPG42」 と記載

本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。
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工事計画本文 (関原発第 121号 (平成 30年 5月 24日 にて軽微変更届出))

司
ぃ

(Eim)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

(MPa)

(注

STPT429,5

(注 3.

(注

323.9

(洋 3)

9.5

(注 3,6)

323.9

(法 1)

95

1.2

0.98

95

母管分岐点

格納容器循環

冷暖房■エン ト

行き

弁 (lMOV-5160A)

器用空気圧

(注

48。 3 3,7 STPG42

パ ッケージ

(注 3)

1次系機器冷却水

戻り母管合流点

0 98 95 60,3 3,9 STPG42 変更なし

器用宇気圧縮機
|

ミッケージより
|

|

60.

(注 3)!

|

31 3,9 STPG410

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

STPC42 1.2 95 変更なし

変更なし 変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

朝三名さ

(mm)(mm)

称名 厚径

最高使用高使用

温  度カ

(℃ )(MPa)

靱
工
営
卵
岸
　
．（ミ
〇
＼
『
∞
）

（◆
営
〕
令
ψ
工
ω
ｏ
軍
）



硝
当

変 更 後

外  径 |厚   さ1材
|

料

(Illlll) (■11■ )

変更なし

変更な し

最高使用

温  度

(℃ )

(澁 1)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

名 称

|

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材  料

(挫 a)

9,5 STPG42

(津 6)

STPT42

STPT42

厚   さ

(mm)

(澁 316)

9.5

(注 3)

9.5

/
8,2

外   径

(■J■ )

(,i3)

323.9

(注 3,6)

323.9

(注 3)

323.9

/
219,1

最高使用

温  度

(℃ )

95

(注 4)

161

(澁 4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

0。 98

(注 狙う

0.98

名 称

弁 (lMOV-5160B)

1次 系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユエ ント

戻 り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

湮
郭

岸

（ど
ヽ
じ

（◆
誉

や
令
ψ
れ
圏

口
）



葛
静

変 更 後

材   料

('と 4)

161 変更なし

|

|

変更な し

厚   さ

(船m)

外   径

(■lIIl)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

服  カ

(MPa)

(注 4)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材  料

STPC42

STPT370

(注 d

STPT42

く注6)

STPT370

STPT370

厚   さ

(mm)

てユ13)

9.5

(濾 3)

9.5

く渡3,6)

9.5

(注 3.6)

9.5

(遣 3) (注 3)

9.5

/
9.5

/
8,2

323,9

/
323.9

/
216.3

外   径

(阻題)

(注 3)

323.9

(注 3)

323.9

(選 &.6)

323:9

(溝 3,6)

323,9

最高使用

温 ｀
度

(℃ )

95

くユこ4)

161

く
'も

1) くた4

1611.2

最高使用

臣  力

(MPa)_

0。 9B

く注1)

1.2

名 称

夢辞(lMOV-51608)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次 系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット

戻 り

翌
募
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（記
彎
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礎
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０
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ヽ

(注 54)

(注 55)

(注 56)

(注 57)

(注 38)

(注 59)

(注 60)

(注 61)

(注 62)

(注 63)

(注 70)

(注 71)

(注 72)

(注 73)

(注 74)

(注子5)

(注 76)

(注 77)

(注 73)

(注 79)

菊

洋

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次 系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12文 6)お よび (12X8)ど と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X6)営 レジューサ (6X4)」 と記載

記載の速こ牛を行う。暁I事計画書には「レジューサ (6X4)営 レジューサ (4X2)」 と記栽

記載の適正化を行う。既工事計画書には「格納容器循乗空調装置～レジュエサ (4X2)お よび合流点」と記載

講載の適正化を行うと既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置Jと 記載

記載の適正化を行う。既■事計画書には「レジュ∵サ (4X2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載
,

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6X4)～ レジューサ (12X6)」 と記載

記載の適と化を行う。既工事計画書には「レゾューサ (12X6)および (12X8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事言1‐ 画書には「海水ポンプ～中間建屋入自Jと 記載

記裁の適正化を行 う。雛工事計画書には「SS41」 と誡載

記載の適正化を行う。既五事計画書には rレ ジ畢生サ (10x3)～ ディrゼル発電機」と記a絞

認載の適正化を行 うと既工事計画書には |デ ィーゼル発電機～レジューサ (12X8)」 と記載

記載の瀬正化を行うと既工事計画書には「レジューサ (12X8)～ レジューサ (16X12)」 と記載          ′

譴載の適正イヒを行う。雛工事計画書には「レジューサ (16X12)～海水戻母管合流点」と記載

STPT38同 等材 (STPT376)への取答 えを行 う。

STPG42臓 等材 (STPG410)本 の取替 えを行 う。

記載 の遠正化 を行 う。既工事計画書 には 「STPC42」 と記栽

本設備は記載の適正化のみを行 うものであり、手続き対象外である。

SS41同 等材 (SS400)へ の取誉えを行 うゅ

注記について記載の適k化 を行 う。平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606104号 にて認可された既工事計画書に記載の「重大事故

等時における使用時の値」を肖1除

記載の適近化を行う。平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606104号 にて認可された既工事計画書には変更後に記載 避
郭

岸

奮
ω＼
『
じ

（◆
営
時
常
０
瀬
ф
ｏ
霞
）

(注 80)



F美写西電力株式会社
｀

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

1使用前検査成績書

施 設 名 :原子炉冷却系統施,没

系 統 名 :原子炉補機冷却設備

主配管 (常設)

要領書番号 :原規規1(又第 1610071号 1-05-1

今米口ぇ年
'D月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1.発電′研名    関西電力株式会社高浜発電所第 1与磯

2検査の′饉サ霞  構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検査串講

4検査期日

5検査場所

使用前検査申講番号

慶原発第299号 (平成 28年 10月  7日 )

閥原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成30年 4月 20日 )

調原発第202号 (平成30年  7月  4口 )

関原発第 259号 (平成80年 8月 20日 )

開原発第415号 (平成30年 12月  5日 )

関原発第504号 (平成31年 2月  1日 ,

関原発第512号 (平成31年 2月  6日 )

協帰養孫まP2=(子が争Ⅲ卑 =氏 ,P臓 )

自 謂舛31年 ■月/0白

至 今未けぇ年
'0月

ユ 日

関西篭力株式会社高操発電所

福井県大飯郡高浜灯閣ノ浦
ヽ

三菱目立パフーシステムズ株式会社 呉工場ヽ

広島県呉市宝田丁



6検査範囲 旧規制基準における使嬬前検査実施済みの施設のうち、実施した藤

'臣

検査及

び漏えい検査圧力を超える圧力での検査が要求される工事計画に記載された

下記の飽設

高浜発電所第 1号機   ｀

発電用原子炉施設

原子炉冷去F系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 (常設) 一式                 P

7検査実施者   検査実施者二資表のとおり

8検査結果    検査結果一覧表のとおり

9添付資料    使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 耐圧検査t漏えい検査記録

3 検査用計器一賞表

2



検査実施者―覧表

蛹

特記事項

なと

与 じ

d♭

検査立会責任者 印

fゴイタ/― タサぜソ
主任技術者

清 クア‐夕″ぜン 主任技術者

声Tタ
ークTぜ ン 主任技術者

原子力施設検査富 印

為象千可
チ系
。
盛キ羮官  「

,司 咽 各る

孝持 桂■
ネ々 狛擦■
渦履 籠 独

検査年月日

報 3+年

年月
'∂

日

分未茅毯年

7月 ゴ/日

牟″急年

'θ

月 乞日



検査結果一覧表

系統・名 :原子炉檎樵冷却設備

主配管 (常識)

■

備  考耐圧検査、漏えい検査

覇 割  年 1月 ′θ日

1

畏

琴湯仲デも 午″月aノ ロ

λ

与禅 ぇJ 年ユθ月 2日

|

贅

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料 と-1

高浜発電所第 1号機 使婦前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査奮押論書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申譜を

含む。)が準備 されて

いること。

記録確認

平成
'1年■月19ロ

,

展
使用前検査成績書の「3検査

申請」に申講番号 (変更申請

番号を含む。)を記栽する。ぞ券¢み 年

7月 3/日 A
今未町屯年

/θ 月虫日

,

整

検査 をす る工事の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認

平殖=1年
十 角F9日 民

倉芳,ん 年

7月 づ/日 及.

今未ゆえ年
′6月 ユ 日 走

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

手歳
~=1年

年 月
'θ

日 及

浴んみ年

7月じ/日 徒

今矛窮む年
rO月 2日 盈

す



添付資料 と-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記a棄確認

平膚引 年

■ 月rO日

,

民
弁赤¢えェ年

夕月♂/日 λ

今未ワん年
rO月 2日 鍵

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

名席Pl年

I F lo日

t

戻
会んん年

7月、デ/日 発

今か野も年
ん 月 2日 尾

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及ぴ必要な測定

範囲、測定精度を有 し

ていること。

記録確認

平泳滝1年
■月10日 民
弯んん年
ク月ど,日 危

令
～
ぇ 年

/0月 え 日 R

系統構成が完了してい

ること。

9
記録確認

平成gl年

年 月メ0日 震
立会/

鰤
今みん年

ク月3/歯 λ

立会/
爾

今な伊ん 年

/0月 2日 魚

b



ミ

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :三菱自立パワーシステムズ株式会社 異工場、関西竃力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主画己管 (常設):=式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ、異常がないこと

・著しい漏えいがないこと

検査方法

目視/

記録確認

⑫
記録確認

目視/

記録確認

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の圧力

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※21適合性確認検査成績書の識別番号:Tト トθξοユ

メドユニ語絲騨は、房〕率R歩ぽ、

検査

結果

ぜ

検査年月日

月  日

平療浄1年
4月 /9日

月  日

水圧、気圧

区分

水圧

水圧

水圧

漏 えい

検査時圧力
ヽ (MPa)

|、 20

保持

時間

(分 )

|

耐圧検査時

圧カ

(MPa)

す、2 |

耐圧検査

規定歴カ

(MPa)

|ゝ 生

最高使用

圧 力

(MPa)

0,7

0,7

1。 2澪 l

0,7
……■Tとい

検査対象

中間建屋入口A、 8系～海水供給母管 Aヘ ノダ
レジューサ (36X30)及 び海水供給母管Bベ ッ

ダ分岐点_… …

～海水供給母管 Aヘッダレジューサ (36× 30)～

海水供給母管 Bヘ ンダ分岐点

海水供給母管分岐点～ 1次系冷却水ターラ A、

B、 C

郭
奪
埒
華
Ｎ



∞

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :導義慈義騨黎舞要窮霜勲第増鶏難鋼警当窯癬象 関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉補機冷却設備 主配管 (常設):一式

判定基準 1。 検査圧力に西寸え、かつ、異常がないこと

‐著しい漏えいがないこと

検査方法

目視/

⑩
目視/

勒
田視/

記録確認

備考

※ 1二 重大事故等時における使用時の睡カ

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性軒ξ認検査成績書の識別番号tTイ ーど"θ Jο
=

ぷユi群知 は1万Ц鯵 想

検査

結果

寅

ガ

検査年月日

埼渫恥心年

7月ぎ/日

看羽転乙年

7月F/日

一 月  日

ホ圧、気匠

区分

水圧

水圧

水圧

漏えい・

検査時圧カ

(MPa

ア・虫/

デ.2'

/こ ユ/

保持

時間

(分 )

/鬼

/θ

′2

耐圧検査時

圧カ

(MP0

′.ユ /

′.2す

′_五 /

耐鷹検査

規定圧カ

(MPお

1.五

/,五

最高使用

圧カ

(MPa)

0,7

1.2Xl

0,7

1.2※
1

0.7
……

1.と
⌒Ⅲ

検査対象

中間建屋入日A、 B系～海水供給母管 Aヘ ッダ
レジューサ (86X30)及 び海水供給母管 Bヘ ッ
ダ分岐点

海水供給母管 Aヘッダレジュエサ (36× 30)～
海水供給母管 Bヘッダ分岐点

海水供給母管分岐点～ 1次系冷却水クーラ Aゝ

B、 C

郭
森
溢
筆
囀



ヽ 0

高浜発電所第 1号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :選瑳潮蓮郵聰墜導寧諄撃覇辮瞬軽繋驚導鞠戯瓢 関西篭力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 原子炉橋機冷却設備 主配管 (常設)ir式

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かつ～異常がないこと

,著 しい漏えいがないこと

検査方法

霞視/

記録確認

目視/

記録確認

目視/

爾
備考

Xll重大事故等時における使用時の圧カ

・記録確認は、申請者の品質記録 (X2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識鰤1蕃号 :TI工 |-0す03

蒸3と 患穏 塑キと 号la郷鬱 露

検査

糸膊と果

ぎ

検査年月日

一 月 日

年

日月

命々 〒む年

rO月 ユ 日

水圧、気圧

区分

す

水圧

水圧

漏えい

検査時産カ

(MP耐

=

保持

時間

(分 )

オ

耐圧検査時

歴カ

(MPa)

耐歴検査

規定圧カ

(MPか

最高使用

圧カ
(MPa)

0,7

1,2※
よ

す

1,2業
1

0_7

1.2Xl

検査対象

中F働日建崖入日 A、 B系～海水供給母管 Aヘ ッダ

レジューサ (86X30)及 び海水供給母管 Bヘ ッ

ダ分岐点

騨霧瓢父こ堀評―囲
写

海水供給母管分岐点～ 1次系冷却水クーラ A、

B、 C

郭
草
簗
華

市



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査痛計器一覧表

gi 4

添付資料 3

rθ

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定礁綻
校正年月日

有効期限
備考

れヽ F▲ 漁生

,亀熟、廠
F主 角3キ

201今、4_|

2o19.10t i

漁気れ揉食

温え鵠本負住
源:角 ユヤ

ュθ掃、2、 f

2つ子9ゝ F.ξ

/

/

/

ノ

/0



｛瓢
導
Ｘ
）
図
題
報
剰
響

コ
埒

//
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検査趙I図 (系統凶 ,



（冨
撃
К
甘
盟
超
報
翠
挙

ご
轟
『誰

埓佐



関西電力株式会社
'高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 161007と 号 99

成績書管理番号 ,1-05-2

4482、年 9戸

原子力規制委員会

|

|



使用競検査成績書

1発電所名    関覆電力株式会社高浜発電所第 と号機

2検査申請   検査申講一覧表のとおり

31検査期日 白弯痢騨2年 9月 /番 日

至冷々o2年 9月 ユ
,甲

4検査場所    使用前検査記録のとおり

S検査実施者   検査結果∵覧表のとおり

6検査結果 '  検査r結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成綾書管理番号 :と -05■2



検査学請書番号

(学誘年月翔)

関原発第 299号 (平成28年 10月  7日 )

関原発第434号 (平成 30年  3月 20霞 )

麗原発第 46号 (平成30年 4月 20日 )

闘原発第202号 (平成30年  7月  4目 )

関原発第259号 (平成30年 8月 20日 )

闘原発第415号 (平成30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成 31年  2月  1需 )

関原発第 512号 (平成31年  2月  6日 )

関原発第 582号 (平成31年  3角 18日 )

関原発第  3号 (平成31年  4月  4日 )

闘原発第 68号 (2019年  5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年  6月 24日 }

関原発第204号 (2019年  8月 2a日 )

B韓原発第473号 (2020年  1月 23日 )

鹿原発第 51ё 号(2020年  1月 3と 倒)

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第609号 (2020年  3月 24鳳 )

関原発第 20号 (2020年  4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :卜05-2

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査中講書の変更事講により確認し表中に追記する。

之



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 05-2

"

特記事項

τ3に

検査立会責任者 印

が T,一 ダTぜ彰/主 任技儲

原子力桓1榛査官印

ネ今後|■

姥点警■

検査結果

碇

検査年月日

吟 や 2年
7月 メと日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :卜05-2

検査年月爾 :イ渉騨呟年 ″ 月 ノど 日

検 査 場 所 I関西電力株式会社高浜発電所

検査説確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q:エ

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ○―

工事計画の記を、可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ⑧・す

隼



添付資料 3-と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :1‐05-2

検査年月日 !神 Z年  夕 月 /ど 日

検 査 場 所 I関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準研毎されていること。 記録確認 ◎・T

必要な図画等が準備されていることと 図函等確認 ◎・T

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ろこと。

記a験確認 Q・ ―

系統構成が完了していること。
立会/

鱒 Θ・一

争



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

●   (一 号検査〉    |
成績書管理番号 il-05-2

検査年月日 :ノ》砕2年  夕 月 /ど れ

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設l薦

ろ過装置

主配管      別添 1参照の太線枠子六lの範囲

判定基準 検査結果 検査方法検査項目

耐圧検査

漏えい検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、掘付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

良ヽ

鰯

目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)たよる。

※適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl■ -0503(その2)

`



別添1-‐ |

γ彬静2与 ?月 /b層 )
設 備 概 要

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係る ぅヽの (蒸気タービンに係るt)のを除くぅ)にあつては次の事T買

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(6)ろ過装置の名称、種類、容1量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料及び個数

(工事の計画の詔可 平成28籍月10日 認Hr)

7

たて置円筒形

変 更 前徹け

海水ストレーナ

変更なし

変 更 後

高 使 用 圧 カ

高 使 用 温 度

胴 板 厚 さ

鏡 板 厚 さ

鏡板の形状に係 る寸法

ふ た フ ラ ン ジ 厚 さ

入 日 管 台 外 径

入 口 管 台 厚 さ

出 口 管 台 外 径

出 回 管 台 厚 さ

ド レ ン 管 台 外 径

ド レ ン 管 台 厚 さ

ふ た プ ラ ン ジ

順 フ ラ ン ジ

鏡

種

剛月同

nlm

nl忠I

rrlln

「
llR

主
要
寸
法

HIR二

nlln

Flm

種

l回 数

MPa

類

量

名   称

内    径

フ ラ ン ジ 厚 さ月同

一晨

月日

m・ /hノ個

最

Rlm

rl醜

さ

板

板

℃

容

最

回 :検査対象範囲



変 更 後

材  料

変更なし

SM400B

SB480

SB480

(主境 0

SS41

厚  さ

(皿こ)

ぐ羽

12

(洞

15

(嗣

25

O145161

12

外  径

(■n)

〔1141

914,4

(▼羽

914.4

(ユキa

914.4

年■島0

91■ 4

最高1吏用

温  度

(℃)

変更なし

憫田

4(l

最蔚 観

圧  力

lMPa)

変更なし

憮

l.2

('剛

1.2

名   称

変更なし

原
子

議

変 更 前

材  料

S()41

守劇

SS400

厚  さ

(Шl)

(瀬l

12

(!協 l

12

外  径

(題a)

ぐ切

914.4

(濁l

914.4

最高使用

温  度

(℃)

|

40

紳

圧  力

碑 a)

0.7

名    称

| (rF刺

Aa、 Ab

海水ストレーナ

中間建屋八日

(A系)

・イ事濡費

(8)蜘配管の名称、翻 圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

回 :検査対象範囲
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凸
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』
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変 更 後

材  料

変更なし

ω為岳

1

(}境 0

12,7 Sにン生1

ぐとう

SS41

守均

部41

厚  さ

m

靱 a.石 ;

12.7

/
12.7

(}B9

12.7

/
12.7

/

外  径

lttl

(,1缶 iS

91■ 4

〈ユ143ッ

914,4~

/

762,0

(,転 a

91■ 4

/
9144

/

最
~離

用

温  度

(℃)

G注脂

“

〕

40

最翻

圧  カ

帷 )

変更なし

m

1.2

(,鷺 )

1,2

名   称

変更なし

原
子

変 更 前

材  料

SS41

厚  さ

(m)

∈樹

12.7

外  径

m

(vⅢ〕

9144

最嗣

温  度

(℃)

40

最高使用

圧  力

(MPa)

住lD

0,7

名    称

守ユ劇

中間建屋入ロ

A、 B系

隷 偽割議筆Aヘッダ

レジ
「

x―サ
:(36X30)

及び

麟 偽綴戦勢今ンダ

棘

ヽ0

□ :検査対象範囲
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(工事の計画の認可 平成 28年 6月 10瞬騨翰

(注1)記載の適玉化を行う。既工事計画書には「l次系冷却水ターラA、 B、 C～ティ (20X20X16)」 と記載

(I盪)SI単位に換算したものである。

(注働 公称値

(I澳)重大事故等時における使用R寺の値

僻0本設備は既存θう設備である。    ・

個酪)エルボを示す。

(注7)記載の適正化を行う。既上事計画書には「1次系冷却水クーラl吐11国 連絡管Jと記栽              |
(鱒)記疎p邁正化を行う。既工事計陶

~書
には I^ン独 、BIテ ィ 120X20X16)～ レジューサ 120X141」 と記載

(曲)記載の適正化を行うと既工事計画書には「レジューサ (20X141～内部スプレクーラむと記載   :                 一

(注16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘンダCtテイ (16X16X16)～ レジューサ (16X12)」 と記載

(注■)当該ラインについては(釣配管に該当しなぃため記載の適重化を行うc

(注 12)記載の適置化を行う。既工事計画書には「レジューサ (16X12)～ティ 120X2(lX 16)」 と記載

(注13)記較蝉 正化を行う。既正事計画書には
~ヘ

ンダA、 B:内部スプレクーラ～レジューサ 120X14)」 と記載

(注14)記載の適正化を行う。既五事計画書には「レジューサ 120X141～ティ 120X2(lX 16)」 と記載

(注13)記載の適正化を行う。残電工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入日連絡管」と認栽

(注 16)言轍 の適正化を行う。既工事計画書には「ティ (2(lX20X 16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と認載

(注17)記栽の適正化を行う。既正事計酎罰こは「l次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16X12)～ティ 120× 20X161」 と記載

(注18)認戦の適正化を行う。既工事討潤善には 11次系冷却水ポンプ鵬日連絡管」と記歳

(淀191記載の適笠化を行う。既五事計画書には 11次系冷却水ポンプA、 D出ロティ (20X20X16)～ 1次系冷却水クーラヘ C入自ティ 120、 20X16)Jと 記載

(ユ銭20)記載の適こ化を行うΦ既工事計画書には「1次系冷却水クーラ入国連絡管」と記議

(注21)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ 120X20X161守 1次系冷却水ターラA、 C」 と記載

(津22)記載の適正化を行う。既五事計画書には「レジユーサ (20X16)～ 1次系冷却水クーラB」 と記載

(注23)羅載の適正化を行うc既工事計画書には「母管分岐点～余熱除去ターラ l団Ⅲ2)A、 B」 と記載

(注24)記載の適正化を行う。既工!事計画書には「余熱除去クーラ ぐRH‐2)A、 B～戻雑管合流点」と記載

(泣25)記裁の道正化を行う。日死工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンプ lRC‐ 3)A、 B、 Cへの分岐点」と記載

(注%)記載の適正化を行う。既工事計画書には「戻管舎流煮～レジュニサ 18X6)」 と記載

(滋27)記載の適正化を行うJ既工事計画書には
'戻

管合流点～弁 (1‐PCV‐ 1241)」 と記栽

(注28)記載の適正化を行う。壊モ五事計画書には
'1次

系冷却水ポンプ入自分岐点～弁 (1‐5105A、 B)と と記載

O蓮約)記載の適正化を行う。銑工事計画書には
'弁

(1‐510ふA、 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

(注3(l)記載の適正化を行うc既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点
～
燃料ピントク~ラ」と記載

遭
郭
〕
―
ト

Ｓ
遺
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績
ゃ
Ｅ
鏃
コ
）
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(注31)記載の適正化を行うc既工事計画書には「燃料ピントク~ラ～1次系機器冷却水母管合れ煮」と講載

(注32)記載の適正化を行う◆既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点守余剰舶出水クーラ」と認載

(注83)講載の適正化を行う。既正:事計画書に1ま
「余剰抽出水タィラ～1次系冷却水戻母管舎流点Jと記載

(注84)記栽の適亜化を行う。既工事言1画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンズおよび内部スプレポンプ室空調装置入自レジューサ (3X2)」 と記載

(注35)記載の適1にイとを行う。雛工1事計画書にtま
「レジュエサ (3X2)～ 1次系機器綸却水戻り母管揃 紬 と記載

((弱 記載の適正化を行う。雛工事計画書には「1次系穣謡冷却水母管分岐点｀レジューサ 14X2)」 と記載

(注37)記載の適正化を行う。既T_事計画書には
'レ

ジューサ (4X2)～ 1次系機器冷却水母管含流点Jと記栽

(注33)記載め適正化を行う。既■事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室変調装置冷却ライン分岐点～レジュ∵サ 12X l協 )」 と記載

(湛船)記載の適正化を行う。既■事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ」と記載

(注斡)既工事計画書に熱 ミないため記載の適正化を行うゃ翻 容は、設計図書による。

(ユエ41)講載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ 12又 lLり ～レジユーサ (1文 12)」 と記載

(注城)記載の通爾ヒを行うっ既I事計画書には「レジューす (lX V21～内部スプレポンプ」と記載

(連43)講絞の邁二財ヒを行う。既工事計画書には r内部スプレポンプ～レジューサ (lX1/2)」 と融栽

(注襲)記載の適:正イヒを行う。B廷工事計画書には「レジューサ (lXl虚 )～ ィジューサ 12X ll混 )Jと記載                         ‐

(注451記載の適置化を行う。既工事討濁書には「余熱除去ポンプー余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流軸 と記載

(注弱)記載の適五化を行う。既工事計画書には「レジューサ 12X i V2)～ レジューサ (3X2)」 及び「レジューサ (3X2)年余熱除去ポィプおよび内部スプレポンプ宝

空譲装置冷却ライン舎流拘 と記載   :    ―

(湛47)記栽の適正化を行う」既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐れ と記載               ´

(き鳥 )記載の適五化を行う。既五事計画書tlは 1充てん/高圧注入ポンプ入口分岐点～充てん/高圧注入ポンプ」と記載

(湛49)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。                                             ・

(1瀬)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ～充てんノ/高圧注入ポンプ出口分岐点」と記載          '

(占51)記載の適正化を行う。既工学計画書には
'充

てん/高圧注入ポンプ出口分岐点～充てんポンプ室空調装置冷却もどリライン合流韓」と記載

(注磁)記載の適正化を行う。瞬工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～計器翔コンプレジサパノケ~ジ」と記載                
・
   ハ

仰蕗3)記載の適正化を行う。既エ
ー
事計画書には「訂瑶用コンプレッサパッケージ～1渉

(湛譴)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジコ

(海55)記裁の適正化を行う;既正事計画書には「レジューサ (12X6)～ レジューサ

(注56)記載あ適こ化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6X4)～ レジューサ (

(注57)記裁の適上伊_1猛を行う。雛工事計画書には「格納容器循療雀調装置～レジューサ (4X2)および舎流点」と記載                     感  I

(注58)記載の適二町ヒを行うな雛工事討面書ほは「レジューサ 14X2)および分暁穏～格納容器循環空調装闘 と記載                     こ
萌



ヽ
Ｗ

(滋欝)記載の適正化を行う。雛五事計画書には「レジューサ (4X2)～レジューサ (6X41及び舎流点1と記載

(胸碑)記載り適正fヒを行う。既I事計画書には「レジ熟―サ (6XO～レジューす (12X61」 と記載

(漁61)記載の適五化を行う。曇監工事計瞬蜘
~書

には「レジューサ (12X6)お よび (12X81～ 1次系機器冷却は戻母管合繭 と記織

(瀬磁)記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプ～中間建亀入日」と講栽

(瀬63)記載の適正化を行うc既工事計画書tとは SS41」 と記載

(瀬髄)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋入臣1～レジューサ (36X80)」 と記載

(詢鶴)記載の適正化を行う傘既I事計画書には「レジュ●サ (36X80〕 ～ティ (36X86X3(l)」 と記載

(油鶴)記載の適正イ監を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～1次系冷却水クーラ」と認識

(注研)記載の適正化を行う。既五事計画書には「軟 系冷却水クエラ～海水戻母徴卸晦軸 と記載

(漁鰯)講載め適正化を行う。既工事計画書には「ティ (36X36X24)～ 中間建屋出口 饂穀部を除く)」 と甜載

(海∞)講載の導正化を行う。既五事計画書には「海水母管分岐点えレジユーサ (10× 8)」 と記載

(注70)記載の適正化を行うc既工事計画書には「レジューサ (10× 8)｀ディーゼル発軸 と識載

(津71)記載の適正化を行う。既工事計画書には |デイTゼル発離 ～レジュふサ (12× 8)Jと認載

(注72)記載の適正Fヒを行う。既工事計画書には「レジュ∵サ (12X8)～ レジューサ (16X12)」 と認載

(注73)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (16X12)営海水戻母管舎流点」と語載

(注74)螂 向等材 (SPPT870)への取替えを行う。

(注75)SrPC42同等材 (制腑G410)への取替えを行う。

(溜76)記載の適駈化を行う。既工事計画書には STP6似」と認載

(注77)本設備は記載の適議化のみを行うものであり、手続き対象外である。
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位蒔瑠輌醒縁変更届出 平成 30年 5月 24日届出)

変 更 後

材  料

変更なし

'事

  さ

(mR)

外  径

(■m)

翻

温  度

(℃)

最嗣

圧  カ

(ぽa)

名   称

原
子

3
磨

変 更 前

材  料

SS41

(B:′0

SS400

(ュ整a缶

12,7

(ユ寺X比

SS400

(温

12.7

/
12.7

SS400

(立場

12,7

/
12.7

/
SS400

厚  さ

ω

e覇

12.7

C4731

12,7

外 径

(Щ)

l,ュal

914.4

(V』島78

914.4

鶴 倒

914.4

/
762,0

40

最剤 閉

温  度

(り

40

最
‐
高使用

圧  カ

搬 a)

0.7

1,2

中間建屋入口

A、 B系

跡 偽綴戦筆Aヘンダ

レ々ジューサ

(86X30)

及び

海瀾陶鶴聾纂ヘノダ

嫌

1.2

名    称

＼
∽

遭
郭
μ
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好
中
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し

国 :検査対象範囲
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(工事計画軽微変更届出 平成罰準5月 24園 )

(注風)記載の適正化を行う。既五事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～ィジューサ (12X6)お よび (12X81」 と認載

御皓め 記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12卜 61～レジューサ (6X→」と記載

(注56)記識p適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6X41～レジューサ 14X2)」 と記載                   ´

(注評)記載の適正化を行う。既■事計画書には「格納容器循環変調装置～レジューサ 14X2)および金流j蕉」と記載

(湛酪)記較あ適正化を行う。既工事計画書には「レジュ_サ (4文 2)および分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

(注欝)記載の適正化を行う。既工事計画書にlま
「レジューサ (4X2)～レジューサ 16X41及び合流煮こと記栽

(漁帥)記域の適正化を行う。晟モエ事計画書には「レジューサ (6X4)～レジ■―サ (12× 61」 と諸載

(注&)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジェエサ (12X6)お よび (12X81｀ 1次           魚Jと認識

(瀬骸)翻 )邁正化を行う。既正事計画書には「海水ポンプ～中間建庭入口」と記栽

翻硲働 記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載

(溜70)記載(″)適正化を行う。既工事計濁書には「レジューサ (10X8)1～ディーゼメレ発鋤 と識載      ́                   ｀

(津71)記載の適正化を行う。既工事計画書には「デイーゼル発電機走レジューサ (12X8)も と記載            .

(注72)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X3)、 ～レジューサ (16X12)」 と記載

(注73)記載の適と化を行う。既工事計画書には Tレジューサ (16× 12)～海水戻
~母

管谷れ軸 と講栽

(注74)′ 剖昭旺颯司等材 (螂 70)入の取答えを行う。

(注75)制牌642同等材 (即G410)への取替えを行う。

(津76)記載の適五化を行う。既工事計画書には『創眸軸 と記載

(注77)本設備は記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。

(注78)SS41同等材 (観麹抑)への取替えを行う。   「

(浬79)注記について記裁の適正化を行う。平成路年6月 10日 付け原規規発第1鶴104‐浄にて認可された既工事計画書に認識の「重六事故等時における使用時の値とを誨1除

IW)総鑢
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検査結果一覧表

成績書管理番号 11-05-2

＼
均

特記事項

4レ

検査立会責任者 印

ギイ
'T,7だ

ソ主任技術者

原子力検査官 印

装
ル ( /ト 争タ

検査結果

民

検査年月日

今魯 4年

,月 2v日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録 i
共通事項

成績書管理番号 :1-05-2

検査年月日:今Ъ 2年  '月 ,V日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査幸請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 f薦考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更串講を

含む。)が準備されてい

ること:

記録確認～

検査 をする工事の正

程、期目及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ①・■

工事計画の認爾番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ⑤―

16



添付資料 3-l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番弓-11-05-2

検査年民国:今為 2年  9月 ュV日

検 査場所 :関面篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確磁元法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ①'ふ

必要な図画等が準備されていること。 図函等確認 Qエ
検査用討器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。    .

記録確認 ⑧■

系統構成が完了していること。
立会/

廠 ① ―

(▼



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(■号検査)

成績書管理番号 11-05-2

検査年月日:令小 2年  9月 ュ″ 日

検 査 場 所 ご関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

=次冷却材の循環設備

主蒸気・主給水設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

化学体積鮨1御設4薦

計測制御系統施設

ほう駿注入機能を有する設f庸

主配管 別添 と、2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

・外観検査

1組立て及び据打け状態を確認す

る検査

。耐應検査         |
・漏えい検査

設l薦及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

民

目視

備考

・記録確認は、工事計画とこ基づき申請者が行うた試験`検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl‐ 1-0218

/F



設 備 概 要

工事計画本文 (原規規発第1606と04号 (平成28年6舟 10日 認可))
原子炉冷却系続蘊識               ′                   .

加腫水理発電用原子炉施設に係るもつ (蒸気ターどンに係るものを除く。)1と あつては次の事項

4 -次冷却材の衛緊設備に係る次の事項

.(7)と配管の名称〔最高使用藤力て最高傑用通魔、外後、犀さ及び材料

(次ベージより記載)

一ゝ
】

遡
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幕
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ド
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塁
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変 更 後

材   料

変更なし

外  径 厚   さ

(無 IBl) (8Hn)

高使用

名 称

(MPa) (℃ )

弁 (lV-8378A)

更 な 更な し

38

化学体積

制御系

ライン用管台

(1上 7, (注
')

18.5 360

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

変 更 前

財  料

3US316TP

SUS316TP

軍 i さ

(lnin)

(ヤi3.どS,

11.と

〔注0

11.1

/

/
11.1

外
‐

径

(証 lin)

(注 3)

89.1

(溝■)

89.1

/

/
89.1

最高使用

温  度

(℃ )

343

最高使用

匡  カ

(MPa)

17.16

名 称

(注 3C.19)

弁 (lV… 8378A)

3B

化学体積

制御系

ライン用管台

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

1

と

謗
霊
謝

ユ

（
的
＼

”

（
）

吊
す
や
軍
や
コ
と
こ



変 軍 後

材   料

変更なし

外   径 厚   さ

(nm) (mm)

高使用

度

(℃ )

更 な 更 な

18.5 360

称

変更なし

一
次
冷
却
材
の
循
療
設
備

変 更 前

,オ  料

SUS32TP

(滝 32,

susaleTP

厚  さ

(Hm)

(ユ信3,ぞa)

33.3

(澁3,98)

33.3

外  径

(mm)

(子と3)

323,9

(,13)

323.9

駿高使用

風  度

(℃ )

343

残高使用

王  カ

(MPa)

(淮謝

17.16

名 称

〔澁31,

12B

余熱除去

ライン用管台

弁

(lMOV-8702

A、 B)

余
熱
除
去
ポ
ン
プ
八
ロ
ラ
イ
ン

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

，

】

ν

一

渤
工
難
訂
れ

（
ω
＼

Ｗ

｛
）

（◆
静
ド
苛
著

塁
西
）



ν
Ｖ

材   料

(mm)(mm)

厚   さ外  径

変更なし

更な し

(淀 7)

360

殿

圧

高使用

度

(℃):

変更なし

(注 a)

弁

(iV-8945A、  B、  C)

6B

安全注入系

ライン用管台

変 更 後

称名

次
冷
却
材

の
循
棗
設
備

Fオ  料

SUS316TP

SUS316TP

〔泄3,望 5,

18,3

(住よ、25,

13.3

(足lm)

厚   さ

(IIS)

168.3

(lllal)

外   径

(連 3)

168.8

343

爆.‐ 高使用

温  度

(℃ )

343

17,16

駿高使用

旺  カ

(MPa)

17.16

弁

(lV… 8945A、  8、  C)

6B

安全注入系

ライ ン用管台

(注 42)

弁

(lV… 8940A、  B、  C)

6B

安全注入系

ライン用管台

(1猛Ⅲl)

変 更 前

称名

・ｉ
次
冷
却
材
の
循
棗
設
備

Ｍ
野
謝

ユ

（
〔
＼

”

■
）

（◆
ひ
ｖ
節
や
コ
塁
ｐ
ヽ



別添 1(5/24)

(各 為)れ ,畠 ),日 ,

え3



別添 1(6/24)

t舎 4も■4'R''9'

皇子



房Ⅲ房蔽1(7/24)

(～牛も勇携 'Fl>,al

ユす



5 主蒸気・主絵水設備に係る次の事項

(3)主隠管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

(次ベージより記載)
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(3)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

＼
】

変 更 後

外   径 厚   さ 材   料

(mm) (lllm)

変更な し

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

く
'tS〕

351

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(ユIS〕

8.0

名 称

焚更なし

主
蒸
気

・
主
給
水
設
備

変 更 前

材   料

STPT42

(龍 19)

STPT410

くをとOi

STPT42

厚   さ

(mm)

〔
'■

8.イ 1)

8.6

(注 0,:む ,10)

8.6

tユ i3.む ,

11.1

外   径

(鶴阻)

(1掟 と,

11413

(,L3.11)

114.3

(,IJ,6)

114.3

駿高使用

R 渡

(℃ )

230

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2,

7.48

名 称

(▼Lけ

鶉諄(lFW-562

A、 8、 C)

補助給水配管

合流点

主
蒸
気

ゆ
主
給
水
設
備

3

聖
謝

ュ

（
０
＼
時
ヽ
）

零

静
こ
こ

習
言
一



変 更 後

材  料

変更な し

外  後 厚   さ

(:nttl) (lndi)

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 5)

851

最高使用

圧  カ

(HPa)

変更なし

(法 S)

8,0

名 称

変更なし

主
蒸
気

主
給
水
設
備

変 更 前

材  料

SF50

厚   さ

(触随)

(雄 8,

36.8

外  径

(mm)

(,1争 ,

220

最高使用

温  度

(℃ )

291

最高使用

臣  カ

(MPa)｀

7.48

名 称

()は 6,

主蒸気配管

分岐点

弁

(lMS‐520

A、 B、 C)行 き

弁

(lMS-520

A、 B.C)

主
蒸
気

主
給
水
設
備

格

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注4)

(注 3)

(注 6)

(注 7)

記裁の適正化を行 う。既手事計画書には「弁 (1-Fv-562Aヾ B、 C)～主給水管」と記裁    _

SI単位に換算したものである。

公称値

エルボについては既上事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを濃定する。なお、

記載内容はド設計図書による。

重大事故等時における使用時の値

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記栽内容は、設計園書による。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「外部しゃへい壁～主蒸気管集合管」と記載

削
霊
騨

ユ

（
ユ

０
＼

Ｎ
（
）
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掛
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Ｖ
才

や
コ
塁
辺



し

(注8)本設備は記載の適五化のみ行うものであり、手続き対象外である。

(注9)記職の道速化を行う。既工事計画書には「弁 (1-F甲 -520A、 8、 C)～ 外部しゃへい壁」と記載

(注 10)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注 ■)識載の適正化を行う。研工事計画書には 1蒸気発生器A、 B、 C～ レジューサ (32X30)Jと 記載

(注 12)エルボを示す。

(注 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には
'レ

ジューサ
;(32X30)～

外部しゃへい藍」と記戦

(注 14)記載の適正化を行う。既工事計画書には 午外部しやへい壁～蒸気発生器A、 B、 CJと 記載

(注とも)記載の適正化を行う。既工事計画書には「主蒸気管小、C分岐点～タービン動補勁給水ポンプ」と記載

(注 16)SB42同等材 (SB410)へ の取答えを行 う。

(注 17)STPT49同等材 (STPT480).へ の取答えを行 う。

(注 18)STPTa8同等†オ (STPT870)へ あ取替えを行 う。                、

(注 19)STPT42同等材 (STPT410)今 の取替えを行 う。
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7 )静常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備ほ係る次の事項

(7)主配管の名称、最高使用屋力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設
｀

(次ベージより記栽)
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変 更 後

材   料

変更な し

厚   さ

(饉m)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

くれⅢl,

860

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(注 オ4)

18.5

嘉 称

(注 10,

弁 (lV-8944

A、 B、 C)

余熱除去クーラ

出日配管

弁 (lV-89坐

止 Bi C)側

合流点

井
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料

SUS27TP

SUS316TP

SUSF316

ASTM

A182

F304

(SUSF301

相当)

厚   さ

(mm)

(113,1〕

8,7

(,お 0,1)

8,7

く
'こ

む)

13.6

('と 3)

(差し込み

部のぬ径)

61,l

|

(|■37,ヽ 1)

(最小)

9,4

(注 3,431

(9.4)

外   径

(ngl)

(海 3'

60,3

(,i3,

60.3

('t3'

70.1

最高使用

温  度

(℃ )

343

餓高使用

圧  カ

(MPa)

17.16

名 称

(子と41

弁 (lV-8944

A、 B、 C)

余熟除去クーラ

出日配管

弁 (lV-8944

A、 B、 C)側

合流点

井
常
用
炉
′い

冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

∽
ゝ

(B系統を除く)

4

選
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．
的
Ｗ

変 更 後

材  料

(注 J

弁 (lVイ8944

A、 B、 C)

更なし 更な し

余熱除去ターラ

出日配管

弁 (lV-8914

A、 B、 C)側

合浦点 ‐

(濃 (注 変更なし

18.5 360

用 高使用

名 癖 カ さ

(ra) (℃ ) (m饉)

非
常
用
炉

`b
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材  料

ASTM

A182

F304‐

(SUSF304

相 当 )

厚   さ

(nm)

(法 40)

(最小 )

9.4

/
(最小)

9.4

/

(とき,40)

(9,4

/

9.4

/
-)

外  径

(lllm)

(了■3)

(差 し込み

部の内径)

61,1

/

(差 し込み

部の内径)

61,1

/

歳高使用

温  度

(℃ )

343

最高使用

歴  カ

(MPa)

17.16

名 称

(淀 11)

弁 (lV-8944

A、 B、 C)

余熱除去クーラ

出日配管

弁 (lV-8944

A、 8、 C)サ伊牽l

合流点

夢諄
常
用
炉

`怒

冷
却
談
備
そ
の

他
原
子
炉
津
水
設
備

コ
霊
顕
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変 更 後

材   料

変更な し

厚   さ

(HIIn)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 :ll

360

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(ユI11)

18.5

名 称

変更なし

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

変 更 前

材   料

SUS32TP

SUS316TP

厚   さ

(lll14)

tila,3イ 〕

33.3

t注 3.37)

33.3

外   径

(mm)

(注 $〕

323.9

(注扮

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

343

最高使用

匠  カ

(MPa)

17.16

名 称

(澁 ●1)

夢F(lV-3956

A、 B、 C〉

弁 (lV-8948

A、 B、 C)

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備

移

(B系 統 を除 く)

一３

湮

部

ュ

（
一
い
＼

Ｎ

（
）

（
″
拳
ヴ
Ｙ
】

↓
郷
Ｖ
）
コ
）



変 t更 後

材  料

SuS304TP

SUS304TF

SuS304TF

SUS304TP

厚  き

(ul田は)

(VH3)

7.1

(注 3)

5.5

(11■.3?)

7.1

(注 導l

7.1

/

/
5.5

外   径

(mm)

〔注a)

165,2

tとと3)

89.l

く
'I群

】

165,2

(どⅢ3)

165.2

/

/
89.1

高使用

度

(℃ )

(注 !

1

(盤 :4)

400

40

名 称

(イ注SS,

復水 タンタ

プロー配管

接続 口

弁 (lCW-301)

復水タンク

非
常
用
炉
,い

冷
却
設
備
そ
の

他
原
子
炉
注
水

設
備

変 更 前

材  料

最高使用|

農  度

(℃)|

外  径|厚   さ

(alェ l) (阻 )

最高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

時
Ｆ

(注1)記歳の適正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～弁 (1-6400A、 B)」 と記載  
´

(注2)SI単位に換算 したものであるぅ r

(注3)公称値

(注4'エ ルボについては駐電ェ事計画書に記載がないため記載あ適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを選定する。

記載内容は、設計図書による。                ・

なお、

瀬
霊
郵
ユ

（
ユ
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＼

博

ヽ
）
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ひ
淳
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〕
コ
）
や
こ



］
均

(注5)原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)及びその他発電用原子カコの附属施設 (火災防護設

備)の うち消火設備 と兼用

(注6)重大事故等時に使用                 ｀                             ´

(注7)記載の適重化を行 う。既工事計画書には 「SUS27TPJと 認載

(注8)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (1-8926)」 と記載

(注9)既工事計画書に記載がないため記載の邁正化を行 う。記載内容は、設計園書による。

(注 10)計測制御系統施設の うちほう酸滋入機能を有する設備 と兼用

(注 11)記載の適正化を行う。既工事計画書には「逆止弁 (1-8926)～弁 (卜とCV-115D、 B)Jと 記載

(瀧 12)記載の適江化を行う。既工事計画書には『格納容器サンプ～弁 (卜88HAR B)こ と記載

(注 13)記載の適量化を行うと記載内容は、既工事計画書「原子炉格紳容器〕による。        、

(注 14)重大事故等時における使用時の値

(注 15)記載の適王化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-881lA、 B)～弁 (1-3812A、 B)」 と記載

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「Sじ S32TPこ と記載

(注 17)記載の適王化を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水タンク～逆止弁 (1-8958)」 と記載                .

(注 18)記載の適正化を行う。雛工事計画書には r逆主弁 (1…8958)～弁 (1-8809A、 3)Jと 記載

(注 19)記載の適正化 を行 う。既工事計画書には「燃料取換用水 タンク～弁 (1●5400)」 と記載

(注 20)記載の描正化を行 う。既五華計画書には 「充てん/高圧注本ポィプ出日連絡管分岐点～ レジューサ (4X3)」 と記載

(注21)記載の適正化を行 うと既工事計画書 :こ は 「レツュィサ (4X3)～ レジューサ (4X3)」 と記栽

(注 22)記載の適正化を行う。既工事計画書にtま
「レジューサ (4X3)～弁 (1-8803A、 B)」 と記載

(注23)記栽の速正化′を行う。斑正事計画書には「弁 (1-SS03A、 B)～ほ 1

(注24)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「ほう酸注入タンタ出鳳

(注26)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1…8801A、 B)～格茸

(注 26)記歳の道正化を行う9既工事計画書には「充てん/高圧注入ポン1

コ  ′＼
静  N
、0 ■
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一



〕
い

(滋 27)

(注 23)

(注29)

(注 30)

(注31)

(注 32)

(注33)

(注 34)

(注 36)

(注 36)

(注 37)

(注38)

(注 39)

(注 40)

(注 41)

(注 42)

(注 43)

(湛と44)

(注45)

(荘に46)

(注 47)

(注 48)

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4文 3)～ レジューサ (4X3)」 と記載

記載の適I化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～弁 (1-8815)」 と記栽

記載の適正化を行う。既丑事計画書には「弁 (1…3815)～格納容器」と記載

記載の適重化を行う。班五事計画書には「ほう酸注入タンク入ロラインレジューサ (4X3)出 自分岐点｀弁 (1-8816)Jと 記載

記載の適正化を行う。既五事計画書には「狩 (1-8,16)～格納容器】と記載

記載の適正化を行う。既工事計画答には「ユール ドレグヘの高圧ラインのレジューサ (4X3)出 癬分岐点～弁 (1-3814)」 と記

載   |                    ―      '

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1マ8814)～格納容器」と記載

記載の適正化を行う。雛工事計画書には「弁 (卜881sA、 B)～格納容器Jと 記載

会熱除去設備と兼用

記載の適正化を行う。既工事計画書には「コール ドレグヘのれ入母管分岐点～弁 (1-8819)」 と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8819)～格紳容器」と記載

記載の適正イヒを行う。既工事計画書には「格納容器貫通部事229～分岐点」と記載

記載の適正化を行う。雛工事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-3944A、 島、C)」 と記載           ・

記載の道正化を行う。既工事計画書には「弁 (1-8944A、 B、 C)～ 主冷却材管ループ低温側注入ライン合流点」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9,5」 と辞載                     、

公称値tま既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9.5/(最小)9,5/一 」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「格納容器貫通部4262～分岐
|」

と記裁        ~         、
 ぅ

記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点守導止弁 (1-8942A、 B(C)Jと 弾載                   す

記栽の適正化を行う。既工事計画書には 軽 止弁～合流点」と記載            |    ‐

学
エルボを示す。
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(注 49)

(注 SC)

(注 51)

(注 52)

(注53)

(注ё4)

(注 65)

(注 66)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(泣60)

(注 61)

(注 62)

(注63)

(注64)

(注 65)

(注 66)

(注 67)

(注 68)

(注69)

記載の進笠化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #261～ 分岐点」と記載

記載の適正イヒを行 う。既工事計画書には 「分岐点～逆止弁 (1-8939A、 B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「格納容器貫通部 #276～分岐点」と記載

記載の適玉化を行 う。既五事計画書には「分岐点～逆止弁 (1-8937A、 B、 C)」 と記載

記載の適正イとを行 う。既工事計画書 4こ は「連止弁～合流点およびレジューサ (6X2)」 と記載

記載の適苺化を行う。既工
=計

画書には「弁 (1-8937C)及び弁 (1-8989C)～弁 (1二8940C)」 と記栽

記載の適正化を行う。既工事計画書には「 (最小)9,5/(最小)9.5/(最小)9.5」 と記載

記載の適正化を行う。班I事計画書には「格納容器貫通都4263、 224～分岐点Jと 記載           、

記載の適正化を行うc既工事計画書には「分岐点～弁 (1-8973A、 C)お よび弁 (1-8972A、 B)を経て弁 (1-89738)

記載の適正化を行う。雛工事計画書には「弁 (1-3973A、 B、 C)～弁 (1-8945A、 B、 C)と と記載

余熱除去設備及び計測制御系統施設のうちほう酸注入機能を有する設備と兼用

記載の適正化を行 う。既五事計画書には F格納容器賞進部非258～ 分岐点」と記栽

記載の適正化を行 うょ班工事計画書には「分岐点～弁 (静 8935A、 B)」 と記載

記載の適王化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-893SA、 B)～弁 (1-8940A、 8)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「アキユムレータA、 B、 C～弁 (1嗚808Aく B、 C)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画i事には「弁 (1-8808A、 B、 C)～ 弁 (1-894SA、 と、C)」 と記載

本設備 ,ま 既存の設備である。

原子炉格納施設の うち圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用      |       ―

SUS32TP同 等材 (SじS316TP)への取替えを行 うと

蒸気タービンの附属設構及び原子炉格納施設の うち圧々低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)と 兼用

SUS27TP圃 等材 (SUS304rp)への取替えを行 う。

」と記載

彎

〕

覇

♂

ｖ
ィ
ご

塁
皇

瀬
霊
卸
ュ

（
ュ

０
＼

山

■
）



8 化学体積制御設備に係る次の事項

(7)主藤〕管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径(厚 さ及び材料

(次ページより記載)                 .

的
彎

渤
覇
卵
ユ

（
”

０
＼

Ｎ

｛
）

Ｓ
す

革
毛

コ
燃
こ



中

f】

変 更 後

材  料

変更なし

厚   さ

(斑ll)

外   径

(lttBl)

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(注 JZ)

360

最高使用

旺  カ

(MPa)

変更なし

(ギと」Z〕

18,5

名 称

くユ116〕

弁

(iV-8378B)

弁

(lV-8378A)

化
学
体
積
制
御
設
備

変 更 前

材  料

SuS27TP

SUS316TP

SUS316TP

厚   さ

(lI!Ill)

(注 Z`13)

11.1

(イ上η〕

11,1

tヤニ2)

ll,1

/
11.1

/

外   径

(Hm)

(i12)

88.9

('と″〕

89.1

(i士 ″〕

89.1

/
89.1

/

最高使用

温  度

(℃ )

343

最高使用

睡  カ

(MPa)

17.16

名 称

('と 10,

弁

(lV-83788)

弁

(lV-8378A)

化
学
体
積
制
御
設
備

6
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変 更 後

材   料

変更なし

最高使用

風  度

(9(う )

外   径 厚   さ

(mm) (mm)

最高使用

層土  カ

(MPa)

名 称

化
学
体
積
制
御
設
備

変 更 前

,オ  料

ASTM

A182

F304

(SUSF304

相当〉

厚   さ

(〔阻lll)

(最小 )

9:4

/

/
(最小)

9,4

(It2)

(9.4

/

/
9。 4〉

外  径

(mm)

〔
'と

を

'

(差 し瀞

部の内働

61.1

/

/

(差し勘

部の内鶴

61.1

駿萬使用

風  度

(℃ )

343

駿高使用

エ  カ

(MPa)

17.16

名 秘

(Vl〕 1)

弁

(lAOV…8145)

弁

(lV…8377)

化
学
体
積
制
御
設
備

ｆ
６

(濃 1)記載の適正Tと を行う。既工事計画F書には「弁 (卜8149A、 B、 C)～抽出水非再生ターラJと 記載

(注2)公称値

(注 3)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注4)記載の道正化を行う。雛工事計画書には「 (最小)6.1」 と記栽

(注3)公称値lま既工事計画書に記載がないため認載の道正化を行う。
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(注6)記載の適正fヒ を行う。既工事計画書には「SUSF304相 当 (ASTM A182F304)」 と記載

(注7)記載の適五fヒ を行う。既工事計画書には「 (最 小)6.1/(最小)6.1/(最 小)6,1」 と記載

(注8)記載の適正化を行う。暁工事計画書には「 (最小)6.1/(最小)6.1/― 」と認載

(注9)本設備は記載の適正化のみ行うものであり、手続吉対象外である。                     ｀

(注 10)記載の適五化を行う。既五事計画書には rsos27TP」 と記載     `

(注 H)記載の適正化を行うち瞬工事計画書には「弁 (1-LCV-115E)～ レジュrサ (8X4)」 、「レジューサ (8X4)～充てんポンプ入

占ライン集合母管」と記載

(注 12)SI単位に換算したものである。      、

(注 13)エルボについては既工事計画書に記載がない4め記載の適正化を行う。厚さについては管と同等以Lの ものを選定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注 14)既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。記載内容は、設計図書に革る。

(注 15)記載の適F化を行う。既工事計画書には「充て
～
ポンプ入ロライン集合母管」と記載

(注 16)非常用炉心浴却設備その他原子炉注ホ設備及び計測制御系統施設のうちはう酸注入機能を有する設備 と兼用
~

(注 17)記載の適王化を行 う。既五事計画書には「弁 (1-8706A、 B)～充てんポンプ入ロライン集合母管」と記載

(注 18)非常用炉心冷芳゙設備その他原子炉緯水設備 と兼用

(注 19)記栽の適正化を行 う,既工事計画書には「弁 (1-LCV… 115B、 D)～ 充てんポンプ入ロライン集合母管」と記栽

(注20)記栽の適正f監 を行 う。既工事計画書には「充てんポンプ入ロライン集合母管た充てんポンブA、 B」 と認載

(注21)記載の適正化を行 う。既五事計画書には「レジューサ (3× 6)～ 充てんポンプC」 と記載

(注22)記栽の道誕化を行 う。既正事計画書には r充てんポンプA、 B、 C～封水ラインと充てんラインの分岐点」と記載

(注23)重大事故等時に使用                                                 /ふ

(注 24)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～ |

(注 25〕 記載の適正f峰 を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X3)～巧

(注26)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジエーサ (4X3)～巧

甲  ＼

善こ



台
Ｗ

(注27)

(滋23)

(注29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(浪 39)

(注40)

(注 41)

(注 42)

(注43)

(注 44)

(注 45)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (卜上805)～ レジューサ (3X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)～封水注入フィルタ～レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)～ レジューサ (3X2)」 と記栽

記載の適置Tヒ を行 うぃ班工事計画書には「冷却材ポンプA、 Bへの分岐点及ぴ レジュエサ (3X2)～ レジューサ (2Xl)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「弁 (li3107)～抽出水再生ターラ人口」と記載           r

重大事故等時における使用時の値

記載の適正化を行 う。既工事計画書には rレ ジューサ (2Xl)～弁 (1-3869A、 豊、C)」 と記載

エルボを示す。

記載の適重化を行 う。既工事計画書には「弁 (1-8869A、 8、 C)～ レジューサ (2Xl)」 と記載

記載の適正化を行 う。B猛 工事計画書には Fレ ジエーサ (2× 1)～ レジューサ (2Xl 1/2)」 と記載       =

記載の通正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (3X2)～封水フィルタ、封水ク
=ラ

～弁 (I-8484、 1-8482)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「抽出ライン弁 (1-LCγ460)｀抽出水再生クーラ」と記載

記載の適正rと を行 う。既正事計画書には「抽出水再生クーラ～弁 (1-8146)」 と記栽

記載の適王化を行 うと既工事計画書には「弁 (1中8146)～弁 (1-8378A)Jと 記載

記載の
′
適正化を行 う。既工事計画書には「充てんライン分岐点年弁 (1-3145)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書 t手 は「 (最小)9.5/― /(最小)9.5」 と記載

SUS27TP同 等材 (Sus304TP)への取 替 え を行 う。

SUS32TP同 等 材 (SUS316TP)への 取 群 え を行 う。

記載内容は、既工事計画認可申請書 (平成23年 11月 21日 付け関原発第380号 工事計口認可申請書、平成23年 12月 26日 付け平成

23・ 11・ 21原 第20号にて認可)に よる。なお、本工事計画は、認可された工事計画に対して、基本
~設

計方針の変更を行 うことに

伴い申請するものである。
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領善番号 :原規規収第 1610071号 99

成縦書管理番号 :1-06

今各 2年 ?月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

l発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 二号機

2検査申講    検査申請一覧表のとおり

3を史査期日 自奇れ 4等 9月 a今日

至 今為 2年19月 対日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果工覧表のとおり

6検査結果   絞査結果r覚表のとおり
｀

7添付資料   '使 用前検査記録

成績書管理番号 :1-06



関原発第 299号 (平成 28年 生O月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20目 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

闘原発第 512号 (平成 8二 年 2月 c鶏 )「

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2619年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第204号 (2019年 8月 2,日 )

開原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 3と 日)

関原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

闘原発第600号 (2020年 3月 24日 )

房電原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 286号 (20ヽ20年 8月 21日 )

検査申講書番号

(申請年月日)

成績書管理番号 il-06

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査中請書の変更申請により確認し表中に追記する。

猛



検査結果二覧表

成績書管理番号 :1-06

勇

特記事項

∴
σ

t/

検査立会責任者 印

常 ウイ,'″てヤ主任装術者

原子力検査官 印

デ埓

′多く ホ

検査結果

段ヽ

検査年月日

今ゎ 2年

'月
),日



添付資料 士

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号11-06

 `          ′         検査年月日:4為 2年  9月
'9日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項                         
十

使潟前検査申請書の確認

確認事項 . 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ⑬―

竿



添付資料 3-と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(二号検査)

成績書管理番号 il-06

検査年月日 :今ゎ 2年  ?月  2?日

検 査 場 所 :関憂電力株式会社高浜発電所

検査前確認、事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ① ―

必要な図画等が準備されていること。 圏面等確認
⑧

・ ―

検査用討器力荒較正されており有効期限内である

こと及ぴ必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることこ

記録確認 良 iO

系統織成が完了していること。
立会/

e・し録確認〕 ①十

ダ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-()6

検査年月日:かマ為 2年  9月 ユ

'日検 査 場 所 :関西電力株式会4七蕊浜発電所

検査結果

検 査 対 象

講抑制御系統施設

制御用空気設備

主配管 磨,添 l参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

・本オ料検査

・寸法検査

・外観検査

・組立て及び据付け状態を確認す

る検査

・耐圧検査

・漏えい検査

設備及び機器が工事計li蜀iに従い製作

され、擦付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

磯
目視

鍮

備考

・記録確認は、工事計画iに基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※適合性確認検査成績書(ク多識別番号:Tと -1-0216

ど



設 備 概 :要

_工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年 6月 10日 認可))
計測制御系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く。)に あつては、次の事項

0 制御用査気設備に係る次の事項         _
(5)主藤!管 の名称、最高使漁圧力、最高使用温度、外径i厚 さ及び材料              ′

・常設

＼う

讚
颯
欝郭
μ
　
（ド＼Φ
）

令
心
静
Ч

４
や
コ
こ

こ

変 更 後

外

|

ωl厚患
さ1務 料

|

更なし 更な し

(注 3) 変更なし

0.98 138

(澁 3, (営と7)

(差 (最小 ) ASTM

A105

Cr Ⅱ

(S25C

相 当 )

tlこ 3)

0.98

く津5)

1部

IP争 |138 6.0
|

(

(6.0)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

制
御
用
空
気
設
備

変更なし

変 更 前

材   料

(渡 3,

3.9 STPG42

厚   さ

(mm)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )



等

材  料さ

(lllE)

変更なし

高使用

度

(℃ )

1380。 98

(注 3,

(差

(注 5)

61,1 ASTM

A105

0r Ⅱ

(S25C

相 当 )61.1

/
(6.0

/
6,0.

/
一

)

(最小 )

6.0
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(最小)

G.0

高使用

カ
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138
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0.98

変更なし
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御
用
空
気
設
備

料

高使用

度

(℃ )

径

(1田4)

1最高使魚

1注  方
|

| (MPa)

称名

変 更 前

|

|

|

|

|

|

1

1

1

十

(注 1)

弁 (lV-6204A、  B)

制
御
用
空
気
設
備

50

トー

(注3)

60.30.83

格納容器貫通部
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変 更 後

材  料

変更なし

STPT370

STPT370

厚   さ

(mm)

(津 3)
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(rと 制

3,9

外  径

(Blm)

(雄 3)
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(ユ13)
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温  度

(℃ )
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STPT370

(,■ 3,S〉

3,4
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(法 7)
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し込期

(控 3.

し込み

相 当
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Cr II
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(最小)

6.0
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(注 3.
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変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

厚   さ

(■lBl)

(イ13)

3.9

/

/
3,4

くユ13)

3,4

外   径

(mm)

(ユに3)

60.5

/

/
34.0

(注 ユ)

34.0

最高使用

温  度

(℃ )

(才IS,

138

(,(1:3)

50

最 高使用

歴   カ

(MPa)

(:H3)

0,98

tユiS)

0,83

:名 称

変更なし

ホース接続口

(AJB NO,8

入日窒素供給配管)

弁 (lV-6291)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  料

( rt 0)

弁 (lV-6204A、  8)

制
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用
空
気
設
備

弁 (lV-6250F、 H)

厚   さ

(EMB)

名 称 邑星
使
身1最

高使用

度

(℃ )

外  径

(MFa) (mm)

ふ
ヽ

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 日の仕切弁～格納容器内越止弁 J

(注2)Sl単位に換算 したものであると

(注 3)俊称値                  .

(注4)STPG42同 等材 (STPG410)への取替えを行 う。

(注5)重 大事故等時における使用時の値                          .、
(注6)■ルボを示す。

(注 7)本設備は既存の設備である。

と記載
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(滋3)記載の道正化を行う。既キ事計画書には「計器用空気機燥器A、 B出 ロライン分岐点～空気だめ1と 認載

(津9)記載の適韮化を行う。既工事計画書には「空気だめラインヘの分岐点～菫蒸気大気放出弁および補助給水用弁J

(注 10)既工事計画書に認載がないため記載の適正化を行う。認載内容は、設計図書によると

(注 ll)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。 _
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工事計画本文 (関原発第121号 (平成30年 5月 24日 にて軽微変更届出))
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０

(社 1

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当〉

61,1

1部の内径)

注6)

Jヽ(最′込みし(差(112】
|

6.0

くri3)

(6.0)

弁 (lMOV-6ガ02、

6203)

格納容器貫通部

PEN♯ 328、 332

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

最高使用 用

度

使一島
　
・

最

温名 称 圧  カ

(MPa)

外 径

(℃ ) (H田 I)

0.83 50 |    (浪 9,

(た5)1  60.3
|

(注 3) 変更なし

(注 3.9 STPC42

0,98 138
制
御
用
空
気
設
備



ヽ
台

最高使用

温  度

(℃ )

|

|

1厚

―

財
，Ｉ

料さ

(IB脳 )(mょi)

外  径

最高使用

圧  カ

(盟Pa)

変 更 後

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

称名料材さ

(mm)

厚

3,9 STPC42

(ユ走3)

60、 3

138

0,83

0,98

(澁 3)

50

(注 5)|

(上3,:

(龍 3,

16

(注a)

50

38

|

|

|(差 し込み

c‐ 1かβの凸9
(!七

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当)

(注 19)

(6.0

/
6。 O

/
― )

(最小 )

6,0

/

(最小)

6,0

/
く澁12)

0,83   1

《

0.98

1  61.l
i

建血
踊の内あ

格納容器貫通部

PEN常キ328、  332

(lV-6204A、  B)

制
御
用
空
気
設
備

最高使用

温  度

(℃ )、 (ml鳳)

称名 外

(MPa)

用

カ

使一局最

屋

変 更 前

翌
郭

Ｐ

含
む
）

島
き
甚

ゞ
遵
一



(注8)記哉の適正化を行う。既工事計画書には F計器用空気乾燥器▲、B出 卿ライン分岐点～空気だめJと 記載

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「空気だめラインミの分岐点～主恭気大気放出弁および補助給水用弁」と記載

(注 10)既工事計画書に記載がないため記載の適五化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注 11)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注 12)平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606104号にて認可された既工事計画書に記載がないため認載の適正化を行 う。

(注と3)記裁の適正化を行 う。平成28年6月 10日 付け原規規発第1600104号にて認可された既五事計画書には変更後に記栽

均ゝ
＼
脚

翌
落

岸

６
む
）

§
ひ
斗
弼
導
起



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る .

使用講検査成績書

施  設  名 :放射線管理施設

系 統  名 生体遮蔽装置

緊急時対策所遮蔽 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)

要領 書番号 :原規規収第 1610071号 卜07

各占通年 ら月
原子力規制委員会



3 検査申講

4 検査期日

5 検査場所

1 発電所名

使用前検査成績書

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の種類  構造、強度又は3騒えいに係る使痛前検査

使用前検査申請番号

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 80年 3月 20日 )

関原発第46号 (平成 30年 4、月 20自 )

().大
手、罵4糸朗 参照 )

自 平靡▼o年 3月 2守 日

季 牟れれ年 Ь月 心日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町園ノ浦

一般財園法人日本建築総合試験所 試験霧究センター

大阪府吹田市藤白台

6 検査範囲 高振発電所第 1号機             !     !

放射線管理施設

生体遮感装置

緊急時対策所遮蔽 (1・ 2・ 3・ 4号機共用) 一式

7検査実施者  検査実施著‐覧表のとおり

8絞査結果   検査結果一覧表のとおり

9 添付資料 使用講検査記録

1 検査前確認事項

2 材料検査記録

3 寸族検査記録

4 タト観絞査記録

5 熟ユ立て及び据付け状態を確認する検査記録

6 検査用計器一夢盛表

1



別紙 1

3検査申講    使用前検査申講番号

関原発第20'号(平成80年  7月

層轟療尭第259,号 (髯盛30年  8月

関原発第415号 (平成30年 12月

関原発第 504号 (平成 3と 年 2月

関療発第519号 (平藤31犠 2月

閣照発第582号(平成31年  3月

調原発第  3号(平成 3二 年 4月

関療発第 6愚号(令和 元年 5月

4日 )

20日 )

5日 )

1日 )

6日 )

18日 )

4日 )

16日〉

2



検査実施者一覧表

ω

特記事項

な レ

たよし

上 ♭

検査立会責任者 印

雅 乏 翠旅 十
ア 主任技術者

藩 之 ¶旅 4庁 主任技術者

を磁邪旅千vキ任即者

原子力施設検査官 印

島ゑ 千づ

烏仲姻イ

芦 渭 周
媛老故

“河冒 彰

検査年月日

平〆
'θ

年
3月 ,7日

矛みJ。年

″月
//日

辛あt'p年
平月工″日



検査実施者■覧表

ギ

特記事項

な し

/よ レ

む し

検査立会責任者 印

を 迄 翠源 千メア 主任技術者

乗知巨¶ 源tlザァ 主任技術者

発 電 R泳 争ザ 主任技術者

原子力施設検査官 印

γヽ 、a
衰猟枝)=

ジ ■  雰 .

樹 la>

翔

,巧 日 彰

ヤヽla

名絶

飛

んス

検査年月日

千武50年

丁月//日

呵努ぜD年

ど月22日

争釉亀年
も月

`、

心日



検査結果一覧表

系統名 :放射線管理施設 佐体遮蔽装置 緊急時対策所遮蔽 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)

伊

備考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

年

年

月   日

外観検査

年

月   日

年

月   日

年

月   ロ ィ

寸法検査

弔城 どθ 年

月ノ7爆

皮

み々ち,等

/月 //日

無

年

月   日

材料検査

平減 ど。 年

' 
月27日

魔

年

月

千√ユ0年
■ 月ユ?日

飛

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査自

結果



検査結果=覧表

系統名 :放射線管理施設 生体遮蔽装置 緊急時紺策所遮薇 (1・ 2・ 3・ 4号機美用)

幹

備考
組立て及び緒付け

状態を確認する検査

年

月

年

月

令褐 亀年

ム 月j、心日

k

外観検査

オ為3,年

ど月〃 日

徒

年

月

若功齢亀年
と,diム自

驚

寸法検査

千氏う。年
J月 〃 日

欠

年

月

伸 通 年

も月&ム 口

R

材料検査

年

月

転 デθ年

ど月22日

薇

牟添D盈年

か 月も.心日

R

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料 -1下 1

共通事項

使用前検査串

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 捕考

守月ζ電日〔磁
年

=

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更 l争 講

を含む。)が準備され

ていること心

記録確認

年
=

使用飾検査成4資書の「3検査

申語」に申講番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。

ロ
ポ碇

年
Δ日

うｋ
年

=

年
=

検査をする工事のエ

程.期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

とを確認する。

記録確認

費飛盈 熊
年

=

=

工事計 ,詢 1‐ の認可番号

の記載が適切である

ことっ

記録確認

耳



2
添付資料… 1-孝

高浜発電所第 1号機 使用舶検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認:事項 確認方法 検査年月r, 結果 備考

申請者の品質記録が準

備さ章lていること。
記録確認

肇浪09年
゛β27 EI 魔

孝がこθ年
字・月ュ7 fl 薇

ぞ言ιゴri 走

必要な囲面等が準備さ

れていること。
圏面等石雀認

絡戚
'9年,月ッ7 Fi

え

隼成59年

1月2,日 農
千放勢孝
6月 22日 た

検査用討器が校正さ荘l

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

軍疲 じつ 年

3 月,7'1 た

釉
g9年

1月 之,日 粂

瑠娑道飛

ぐ



3iI
添付資料-1-参

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

甘法検査

確認事項 確認方法 検査年月瞬 結果 備考

申講者の辞〕質記録が準

備されていること。
記録確認

平成ど。年
コ 月,7日 滋

孝歳力午
γ月〃簿 従

千拭 ,θ 年
1

丁 月 //霞 久

必要な図置等が準備さ

れていること。
図画等確認

平成,9年
3 月27尉 免

ィ瓜ぢ。年
ダ月//日 従

千式″ 年

√月〃白 漁

検査翔計器が校正され

ており有効期限lttlであ

ること及び必要な測定

範藤l、

!測
定精度を有し

ていること。 
′

記録確認

鞘斌
'θ

年

,月 27日 淀

縦零°

'テ

占姓
千嵐Jο 年

ぴ月ノ〆日 淀

9



添付資料-1-3,盈

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項
|

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 捕考

中講者の品質記録が準

線篇されていること。
記録確認

密も亀年
ム痺ょ▲日 R

/

年 イ

必要な園面等が準備さ

れていること。
隠面等確認

沿甲ゑう亀 年

も月stΔ日 K
年 /

年 /

検査用討器が校正され

ており有効期限肉であ

ること及び必要な測定

範囲→測定精度を有し

ていること。 r

記録確認

窮恥島年

とヽ、ム日 驚
年 /

年 /

,D



牛
添付資料-1-ξ

高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 ・検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

千試Jつ年

と月//日 捷

牟環B亀年
ム月5、心日 R

年 て

必要な図面等が準備

されていること。
図画等親整認

千拭3つ 年

ど月//日 免

神 3亀年

▲月∫、あ日 花

年 /

tt



添付資料…2-|
扇浜発電所第 1号機

材料検査記録
検査場所 :F対 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置

緊急時対策所遮蔽 (1・ 2・ 3・ 4よ〕機共用): ,武

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

対象機器 使用材料 検査年ナJ目
検査

結果
検査方法

緊急時対策所遮蔽
(1・ 2・ 3・ 4号機共用 )

鉄筋コンクリー ト※Ⅲ

(密度 2.lg/c醍
3以上)

鞘拭
'b年じ月27日

、髯Ⅲ2

殿
日1見′

ω

備 考

※ 1 :検査において確認した項日は以下のとおり

回 セメント

□ 骨材

□ 練混ぜ水

□ 混和剤

圧lフ レッシュコンクリー トの性状

□ 構造体コンクリー トの圧縮強度

ロ アルカリシリカ反応性
□ 遮蔽コンクリー トの乾燥単位容積質量 確認した密度の最小値 ( g/cmり

げ 鉄筋

機械式継
醒狭 リ

ピ先填
、認練混ぜ水最、協今回―値、

※2:以 下の箇所について確認

F Fγ會ヒD安 …2(誓紳けを3,鯵照、)
。記録確認は、中請者の品質記録 (※ 3)による。

※3:適合性確認検査成績書の要領書番 号 :・T,‐ |´ /ユ
pS(て の Z)

|ユ



添付資料-2-≧
高浜発電所第 1号機

材料検査記録
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体速蔽装置
緊急時紺策所速蔽 (1・ 2・ 3・ 4号機共用):一式

判定基準 ;工事計画のとおりであり、技術基準イこ適合すること。

対象機器 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

緊急時対策所速蔽

(1・ 2と 3・ 4号機共用 )

鉄筋コンクジー ト※1

(密度 2,lg/cma以 上)

孝ベグ
'年字月ユタ風

翼ヽぐ2

女 魏

備

※マ :検査た基いて翻雀認 した項目は以下のとお り
浄3  .

ロ セメン ト

圧l骨材

伍l練混ぜ水

El混不日剤

ロ フレッシュコンクリー トの性状
固 構造体ヨンクジー トの圧縮強度
Elアルカ ヅシリカ反応性

□ 遮蔽とンクサー トの乾燥単位容積質量 確認 した密度の最小値 (

国 鉄筋       .
機械式継手

圧lス ジープ、□充鎮グラフ ト材、□練混ぜ水量、ロフロエ値、
国充撲グラフ ト材の充填確認

i

《・31▼諾客″゙竜瑠レ件差琴ド鶏レく描たし宅卜奪tttガ撤

12:爾靴
ヽ
鞠4瑠鵜鱗弾拘却よμ歳れ

g/C職3)

1乙



添付資料-2-S
高浜発電所第 1号機

材料検査記録
検査場F~万 :

一般財圏法人日本建築総合試験所 試験う子究センター

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置

緊急時対策所遼蔽 (1・ 2・ 3。 4号機共用):二式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

対象機器 使用材料 検査年月自
検査

結果
検査方法

緊急時対策所遮繊

(1・ 2・ 3・ 4号機共用 )

鉄筋 コンクヅー ト※
'

(密度 2.lg/c隠3以 上)

孝森
=0年

渉月λュ日 が ①
鞠

備 考

※ 1 検査において確認 した項 目は以下(7)と お り
芸3

ロ セメン ト

□ 骨材

□ 練混ぜ水

困 l昆和剤

ロ フレッシュコンクジー トの推状
ご構造体コンクリートの圧縮強度
ロ アルカツシジカ反応性

□ 遮綾ヨンクリー トσ)乾燥単位容積質量 確認 した密度の最小値
口 鉄筋

機械式継手

ロスリーダ、圧l充壌グラクト材、□練混ぜ水量、国フ独―値、
圧l充

'其

グラウ ト材の充填確認

g/cm3)

※ 21以下の箇所について確認

lβ雪凸壁 .2C評れ4懲 .瑠準A歩盟)

氷̀:二 申議名下蓬 漁とた疹準に簿とを崩亀し・
いることと石u盤.

1守



添付資料-2'

材料検査記録
蔦浜発電所 と

検査場所 :関西電力株武会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮繊装置

緊急時対策所遮赦 (142・ 3・ 4号機共用):一式

判定基準 :工事計画のとおりでありi技術基準に適合すること。

検査年月日
検査

結果
検査方法使用材料対象機器

一Ｋ
目警y

鰯
琴覇も尋年
心丹長ムロ

緊急時対策所遮蔽

(1・ 2・ 3・ 4号機共用 )

鉄筋コンクリー ト挙t

(密度 2.lg/cHI以 上)

備 考

Xと :検査において確認した項目は以下のとおり
｀
る字

通 セメント
M骨材
遭 練混ぜ水
越 混和:剤

瞳 フレッシュコンクリー トの性状

逃 構造体ヨンクリードの圧縮強度

題 アルカリシリカ反応性
逝 遮繊コンクリユトの乾燥単位容積質逮 確認した密度σ)最小値 (2.235
瞳 鉄筋           |
機

盤賛守三プ.M充填グラウト材Ⅲ題練混ぜ水量、慧フロー値、

ご充
~猿グラウト材fノリ充壊確認

。記録確認は、申請者の品質記録 (X3)に よう。

※31進合性確議検査成績書の要嶺書番 F予 二十1-1-燭 D3(みの2)

蔦ヽ字ミ申華 S餘 弾 錬 R館浅鴻足凛し)誓卓 纂譴
i

g/C阻3)

, ら



添付資料-3-1
高浜発電所第 と号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範lttl i放射線管理施設 生体遮蔽装置

緊急時対策所遮蔽 (1・ 2・ 3・ 4F子機共用):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象

主要 寸法

(最小厚さ)

(m)

許容値
※4

(m)

測定値

(m)
検査年月日

検査

結果
検査方法

緊急時対策所遮蔽

(1・ 2・ 3・ 4

号機共用)※ I

耳と嘱避
月

年

F]
ノ
縣

東壁
/ ロネ見/

詞触

南壁

/
年

,1月

目4見/

F触

西壁
第投じ0年
3'12,日 ド 鰍

天丼
年

鳳 一

目↑見′

岳醐

備考                    !
※ 1:検査において確認した項目は以下のとおり

ご鉄筋の組立精度等
□ 理枠の組立精度等
□ 寸法     ´

学S

※ 2:以下の箇所について確認

r'告 D笹 -2(苛 み口溝好陣 鯵 無 )

※ 3:公称値

※ 4:許容値は工事計画による。

。
1静目阿鶴崇封密楷哺躍,中dと〒=ヨЧドギ解手ヽ名作u弓月名占増贄串塙膳虫自韻F='(IⅢⅢi〈::1:il:,}==ト ロ名ごヽヨ電F予

専こどや:鶏子が』柳眸郎 に片t′【テ占えにし,ぅュ覧ヌ里イ把 ,

平沸

'い

子4Ⅲ月
'7日

|ム



添付資料 -3-盈
高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体速蔽装置

緊急特対策所速蔽 (1・ 2・ 344号機共用):・“武

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が辞容寸法を満足すること:

検査対象

主要寸法

(最 小厚さ)

(m)

静容値
※4

.(m) 測定値

(m)
検査年月日

検査

結果
検十査方法

緊急時対策所遮蔽

(1・ 2・ 3・ 4

号機共用)※ I

】ヒE匿

月

年

El
ノ
縣

東盤
/ 田琴y

鰤

南壁

/   
年

月  H
麟琴y

鰤

西雖 勅
タ=0年月//日 だ

2 餓
甚臨

天丼
年

一

立
言鶴 朧

備考

※ 1:検査において確認した項目は以下のとおり

ビ 鉄筋の組立精度等
ビ 型枠の組立精度等

□ 寸法

■す

※2:以下の箇所について確認

/F啄 朝生'2乾イ伽み独4鯵子そう
※ 3:公称値
※4:許容値は 二事計画による。

■ P期汁逮耶
∵

茅滲
守
炭
4た癬 湧堵 徘瑠

lη



添付資料-3

寸法検査記録
高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範 [デ司:放射線管理施設 生体速織装置

緊急時対策所速蔽 (1'2・ 3・ 4号機共用):一式

判定基準 1各部の主要寸族の測定値が静容寸法を満是すること。

絞査年月日
査

果

検

結
検査方法

主要寸族

(最小厚さ)

(m)

許容値
※4

(理 )

測定値

(Fn)
検査対象

鎌
年

日月
ノ

珂ヒミ匿

/ 目視/

翻
東整

目材

翻

/

月

年

日南壁

千艤Sο 年
b月 //日 ど́12 働

醐
西 壁

年

層 一

初
期

塞急 時対策所遮蔽

(1,213・ 4

号機 共用 )※
'

天丼

備考′
※ 1:検査において確認 した項目は以下のとおり

□ 鉄筋の組立精度等

囲 型枠の線立精度等

透 寸法

※ 2:以下の箇所について確認

1贈 岱生‐2(券純庵就続機 ,)

※ 3:公称値

※ 4:許容値は工事計画による。

r竃



添付資料-3-4
高浜発電所第 1号機

寸法検査記録

検査場所 :関 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放身、,線管理施設 生体遮蔽装置

緊急時対策所遮厳 (1,2,3,4号 機共ナ穏):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象 検査年月隠
検査

結果
検査方法

主要寸法

(最小厚さ)

(m)

許容値
※4

(血 )

測定値

(m)

司七目豊
神 轟年

ム>]∫、Δ尉
一盈

目警♂

嗣

東 雖
令れ]帝 年
ム月&ふ 博

（史
目卒見′

鰯

南壁
←れ,ラ 年
ム月ょ6H 監

目1見′

饉

西壁
や櫛予年

渉月&ム ロ 〔従
目薪♂

醐

緊急時対策所遮寂

(1・ 2e3,4
考機共用)※ |

天丼
神 彬 年

▲月S、 6痢 Ｒヽ
目務ノ

硼
l薦考 '

※ 11検査において確認した項目は以下のとおり
｀
X｀ ▲

'記
釜管輩鐘巻経蘊露農基轟慇蟹所墾暑警極毒?私二1■ ls。ふc取 2ヽ)

龍 ミ申議 腿跡 しR基し導入趣К巌縫 tれ ま麟 鶉

磁 鉄筋の組立精度等

辺 聖枠の組立精度等

暫 寸法

X3:公 称値
※4:諮容値は工事計画による。

19



添付資料二4-
高浜発電所第 1考機

外観検査記録

検査場所 :B争尋曲
‐
篭力株式会4上高浜発電所

検査範囲 :放射繰管理施設 生体速繊装置

緊急籍対策所逮蔽 (1・ 2・ 3・ 4号機共用):一式

陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

準1定基準 :有害な欠

検査年月日
検査

結果
検査方法検査対象

千嵐J9年

`月

′/日 だ | 電爾ン記録確認、緊急時対策所遮感

(1・ 2・ 3・ 4号機共用).

rFttф 4-2(幹な'a海 職魏泰盆 )

備考    ´

※ 1:以下の箇所について確認

留
1,:(,雪】〕出出IFい|,ここ,11」「|,こtF,Higiヨ 1:it,'こモヨ!:|:1'こ ,1lH:i!1,Rワ 19H:!:|IJ'骨 ,ことこ畠iヨH,お

'こ
'瞬

雪
lF〓|

⊇a



添付資料-4-皇
高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西篭力株式会社 l脅】
‐
浜発電所

検査転亀囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置

緊急時対策所遮l餃 (1・ 2・ 8,4号機共用):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぽすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月霞
検査

結果
検査方法

緊急時対策所遮赦

(1・ 2・ 3・ 4号機共用)

褐 馬

ム月s
年

目

…道ヽη

R 記録確認

備考
※ 1:以下(ノ多箇所について確認

1賭凸壁 一ュ(夢鞠m患識縛 ミ )

21



添付資料-4-島
高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西亀力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装置

緊急時対策所遮蔽 (1・ 2・ 3・ 4号機共用):―一式

判定基準 i有客な欠轟縮 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食.浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

緊急時対策所遮,飯

(1・ 2・ 3・ 4号機共用)

神 浮 年

と風i心日 ，Ｒ 目

※2i適合性確認検査成犠書の要額書番号 :下年一石,1'3∂ 3こ■ぬ 2)

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

22



添付資料-5-|

組立て及びi掘付け状態を確認する検査記録

l

検査場所 :関かl‐電力株式会社高浜発電所
〔

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮祓装置      |
緊急脅寺対策所遮繊 (1・ 2・ 3・ 4号機共屈)il‐ 式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること◇

検査対象 検査年月日
験査

結果
検査方法

緊急時対策所遮蔽

(1・ 2・ 3・ 4号機共用 )

各
も月

年

田

一Ｌ

Ｓ ぎ υ 記録権誌

備考
・塗装後の外T毘 も含めて確認

●

:

だ``再ミユ1入卜り笛〒帝
'Rつ

'直

鶴

IP者誠 -2(辞貯櫻は電酪珍琴
'

pЬ



添付資料-5-2
蔦浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 生体遮蔽装選

緊急時対策所遮蔽 (1・ 2・ 3・ 4号機共用):一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に邁合すること。

検査対象 検査年月自
検査

結果
検査方法

一Ｒ 視x霊憂確動目
緊急斜寺対策所遮蔽

(1・ 2・ 3`4号 機共用 )

和静々年
ふ 月iム日

備考

“途装後の外観も含めて確認   .   I・
覗震鮮電輩鋲翻細聯魏縄麟監"f― 烙bst∽ユ)

2守



i義 浜発電所第 1号機 使罵前検査記録

検査用計器一覧表

ごι)

添付資料 …6-t

d 2

管4番
=,

測定範離 みu定結震
校正年月 |:1

有効舞il娯
備 考検査項目 検査用計器

寸麹 クラドリクえ
2,ァ 7,.3

2'r夕 。2,2

/

ノ

/

/
/

2ら



管理番号 測定範〕露 測定精度 備考検査項目 検査用言I器
校正年月激

有効鋼獲畏

寸法検査 コンベックス
2017.2.3

2019_2.2

添付資料-6-盈

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器―覧表

0

ュム



添付資料-6-3

高浜発電所第 1、 号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

管理番号 測定範囲 測定精度検査項目 検査用言r器
校正年アと樹

有効期轟長
結考

材料検査 エアメータ
H29,12.14

H30.6.13

材料検査 温度討
H29,9.2S

H32,9,27

カンタプ

イ氏濃度置1

材料検査
塩化物 監測

定器 H315,31

材料検査
電磁式はか
イ)

H30.3.8

18と ,3,7

材料検査
コンベ ック

ス

H29,2.3

嶽31.2。 2

2▼



管理議号 毅ll定範囲 測定精度
校玉E年 月日

有効算調繰
構 考検査用計器検査項日

2017.2.3

2019,2.2寸法検査 コンベックス

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料一金∵ 隼

′r

29



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

29

添付資料…6-ぅ

22

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

材キ十捺A 屋純ぷ雛
覇f'C年ュ白2艘

菰3眸 2A2aB

弁オオ1糠塗I ブギK
菰 J残2亀 lB

判t3眸 2Attd'a

/

/

/

/

〔



(北壁厚さ)

北壁…2

(西壁厚さ)

(北壁厚さ)

(南壁厚さ)

閉

L」

(東壁厚さ)

緊急時対策所遮蔽

対象鞄囲

北整■

西壁 1

西壁-2

→

東壁…Ⅲ

束整…2

d 1牛

はヽ仙
〇

(東壁淳さ)

辺
謙

1円雪)



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領馨番号 I原規規収第 16100Tと 号99

成績審管理番号 :卜08      ・

◆4i)2年 9月

原子力規制委員会



使翔納検査成績書

と発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請   検査韓ヨ請一覧表のとおり

8検査期占   ,自 ノ券紳 z年 ど 月 をき日

至今わ 2年 9月 30霞

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果工覧泰のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :卜08



関原発第299号 (平成28年 1

関原寿斃434号 (ヨ
2成 30年

闘原発第 46号 (平成30年

関原発第202号 (平成30年

関原発第 259号 (平成30年

闘原発第415号 (平成30年 1

働爵原発第 504号 (平成 31年

関原発擁512号 (平成31年

閣原発第582号 (平成 3二 年

関原尭第  3号 (ゝ粋成 31年

関原発第 68号 (2019年

闘原発第 li5号 (21019年

関原発第204号 (2019年

関原発第478号 (2020年

麗原発第.510号 (2020年

調原発第轟42号 (2029年

閥原発第 6()9号 (2020年

関原発第 20号 (2020年

碑 鵡 と36it,_◆ ヵ 持

0民  7閉 )

3月 2 0 Ll)

4月 20瀾 )

7月  4目 )

8月 20園 )

2月  5日 )

2月  1固 )

2月  6囲 )

3月 18隠 )

4月  4を弓)

5月 16日 )

6月 24目 }

8月 23日 }

1月 23日 )

1月 31日 )

2月 26露 )

3月 24日 )

4月
｀
7日 )

8・ R tt a)

検査中講書番号

(猛神誇年月日)

成績善管理番号 il・08

検査申請 一覧表

上記以降♂)変更を検査申講書の変更申請により確認し表中に連記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 08

"

特記事項

丁3し

検査立会責任者 印

がイタヤ‐夕'tV主任技術者

原子力穂譲検査官 印

彰 八 ▼

検査結果

ヽ

代

検査年月日

琴蒻静 2年
ど月をご日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1-08

検査年角目 :君茅静″年 ど 月 2● 瞬

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

使用競検査申請書の確l:″ぃ

確認事項 確認方法 確認結果 イ薦を

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q,一

検 査 をす る正導 のエ

程.即 日及び場所が中

請書 どお りであるこ

と。     ・

記録確認 優>一

工事計画の認可番号の

記載 が適切である こ

と。

記録確認 @・ 二

年



'         添付資料 3-l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

、    (一 号検査)

成績書管理番号 :卜 08

検査年月口:費禅 ノ年 3 月 20日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・ 一

必要な図面等が準備されていることも 図面等確認 ⑧↓下

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録

`毯

認 e・ 一

系統構成が完了していること。
立会/
記録確認

良・〇

ケ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 :卜 08

悴査年月回 :者渉稗 二年 び 月 2∫ 囲

検 査 場 所 i関西篭力株式会社高浜発電Pttr

検査結果

原子炉格納施設

格納容器安全設備    .
主濁こ管  別添 1参照の太線枠内の範囲

検査結果 検査方法/ 判定基準

設備及び機器が
=事

計画に従い製作

され,据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

備考

こ記録確認は、工事計画に基づき中請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性奉密ma怒絞査成績審(′

'識
別番号 i TI-1-0204/

b



原子炉格納施設
｀

加圧水理発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(1)格納容器安全設備に係る次の事項   |
り 菫配管の名称、最高使用履力、最高使用温度、外径、厚さ及ぴ材料

・4,:ti言 llt

ヽ0

選
郭

Ｔ
一

変 更 後

厚 さ材 料

lmwl

饉 1■

5,5

|

2811 鯉 刷

SUS2TTP

5,5

5,5 304

艤

7.1

7.1

/
5.5

名   称 1圧 さヽ 名 称

はlPa) (q(3} 爾 (皿ml lMPa) 俺 ) 鰯

峨

88,9

原子炉下部

キャビティ注水

ポシプ出日配管

分岐点

88.9

2,7 95
89.1

弁 (lMO卜5420)
165。 2

165.2

/
89,1

変 更 前



0「タ

変 更 後

名 称

佃Pa) 皓 ) 伍m) 嗣

88.9｀

/
|

5.
一ｂ

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ出日配管

分岐点

鰤

/
89.1

/
5.0

2.7
震
Ｊ

ｎ
Ｊ

住Fdi

165.2

/
7.1

/弁 (lMOV-5420)

/
165.2

/
7,1

変 更 前

材  料
‐―
瀧
イ
ー

度外 さ

佃Pal l℃ ) 鰯 l印組l

名   称

遭
郭

Ｔ
］



や

変 更 後

材  料

弁 (1醐
デヽー5420'

lYttl 1遠1

5,5 ISU33042,7 138 88.9
格納容器貫通部

PEド学301

格納容器貫通部

PEN常 301
2,7

弁 (lV-5421)

名 称 さ

価Pal 俺 ) 鰯 lttl

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料

外  径厚  さ

爾 l題餌l

名    称

湮
郭

Ｔ
∞



ゝ
０

変 更 後

材  料

{とと働
|

5,5 ISUS304翻

餞 d

SUS27TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS804TF

厚  さ

圃

餞

“

1■ 28,

6,0

艤

6.01143

蟻

7.1165,2

H43
/
88.9

6.0

/
5.5

外  鶴

耐

圏

88.9

饉 28,

114,3

名 称

佃Pa) l℃ )

弁 (lV-5421)

2,7 138
下部キャピテイ

取合点
:

変 更 前

材  料

名    称 径 厚 さ

耐 luttl

遭
郭

Ｔ
卜



＼
ヽ

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

厚  さ

仙阻l

鰯

7.1

/
6,0

爛

6.0

/

/
■4.3

/
6.0

外  笹

ln4にl

閣 l

165,2

/
■4,3

最高使用

温  凄

(℃ )

働

138

最高使用

圧  力

lMPa)

lttl

2.7

名    称

弁 (1卜5421)

下部キャビティ

取合点

格
控
餐
菱
女
全
設
備

変 更 前

1最高使用

名   称  1圧  力

1佃Pお

最高使用

温  度

(℃ )

|

縄厚

|

|

材 料

外 さ

鰤 lttl

Ｍ
一」郭

一―
頓



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜08

ゝ
）

特記事項

r3し

検査立会責任者 印

司富イ多″'夕
・ぜツ主任技術吉

原子力施設検査宮 印

彰 点

検査結果

負

検査年月日

蛉 漁 ど 年

∂月/∂ 日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 il-08

検査年月里:ノ移砕2年 ″ 月 /″ 日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所 t

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること.

記録確認 Q―

検 査をす る工事の工

程、期目及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q―

工事打者画の認可番号の

記載が適切であるこ

とを

記録確認 Q・ 下

/3



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料3fl

使用前検査記録

成績書管理番号 :1■08

検査年月日 :君》砕 2年 伊 月 ノ′ 日

検 査 場 所 I関西電力株式会社高浜発電所

検査説確認事項

確認事項 確認.方法 結果 イ歳考

申講者の品質記録が準備されていること。′ 記録確認 Q・ 下

必要な図画等が準備されていること。 図画等確認 Q―
検査用話器が校正されて発り有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q

系統構成が完了していること。 ィ
|||:iiiiil:iilllll:iュ

0-

/争



添付資料 3-2

検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管ヱ竪番号 11-08

検査年月日 :活詩移2年 ′ 月 /″ 風

検 査 場 所 :関西電力株式会社癌浜発電所

検 査 対 象

原子炉格納施設

格納容器安全設備

主配管  別添 1参照の太線枠内の筆色囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

外観検査

組立て及び据付け状態を確岳刃ぃす

る検査

耐圧検査

撮えい検査

設縮及び機器が工事計画とこ従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもf/1)で

あること。

衰ヽ
Q

⑩

備考

一記録確認は1工事計,函に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認験査成績書の識別番号 i Tl■ -0204

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

/ダ



十
検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

(立会検査)(
成績書管理番号 :士―08

検査年月自:舎紳 2年 房 埠 ノ′ 日

検 査 場 所 :関適電力株式会社高浜発電所

rι

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

弁 (lMOV-5420)

格納容器賞通部斑N串 801

(別添卜患参照)

外観検査

組立て及び掘付け

状態検査

耐圧検査

漏えい検査

別添2参照

(耐圧検査

漏えい襟査)

ヽ

筏 ⑭

格納容器貫通部

PEN‖ 301

弁 (lV-5421)

(別添 ユー3参照)

弁 (lV-5421)

下部キャピテイ収合点

(別添 と-4、 1-5参照)

備考



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計r器一覧表
成績書管理番号 :卜08

検査年月日 : 2年 ″月ノ′日

測定範囲 測定精度
校正年月鳳

有効期限
結考検査項目 検査用計器 管理番号

こ麟 、JL Zど

夕つ彦′,aご ア

F.S, :フ カスハ
°
シ

(置)

耐圧検査

溝えい検査
圧力 ,葦争

2'ど盪∫,2ど

2θ力t∂ 10′

F.S` :アルス,ゞ ン

α多,)

えこ力言「
耐圧検査

漏えい検査

―以下余自=

17



原脚                     一

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(1)格納容器安全設備に係る次の事項

り 主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・ 1常 篇 費

ゝ
η

変 更 後

温 さ材

lMPa) l℃ ) (D耐 嗣

l」畝

88.9

醸 i生

5,5 SUS27TP

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ出口配管

分岐点

88.9 5.5

lttl

2こ 7
医
Ｊ

ｎ
ｙ

89.士 5.5

l造31

165.2

電送よ

7.1
弁 (1問卜542働

，

ロ

食
Ｕ 7.1

/
5.5

/
S9.と

名    称

変 更 前

材  料

最高使用

圧 さ

lMPa) l℃)| l諷田l l田阻l

名   称

滅
郭

Ｔ
”



＼
Ｗ

変 更 後

材  料

8&9

/
5.5

/

/
89。 1

/
5.5

外  径厚  さ

l lmmllttml

醐

165,2

/

/
165。 2

最高使用

温  度

(℃ )

lttpl

95

最高使用

圧  力

碑 al

Cttp)

2,7

名    称

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ出日配管

分岐点

弁 (1剛V-5426

甕
雲
議

変 更 前

最高使用

温  度

l℃ )

卜

|
料

最高使用

圧  カ

lMP3)

名    称

革
」竜
み
一‐
中



と

変 更 後

材  料

SUS304T

SUS304TP

厚  さ

仙皿l

健&:む

5.5

は 141

6.5

外  径

(団盟l

爛

8&9

(a〕   ,

138 88.9

最高使用

温  度

(白〔う)

lttl

138

最高使用

圧  カ

佃Pal

醐

2.7

醐

2,7

名    称

弁 (lMOV-5420)

格納容器貫通部

PEN華 301

格納容器貫通郡

PEN帯 301

弁 (lV-5421)

纂
甕
誇

変 更 前

親

温 鶴

(1(:,) 嗣

最高使用

圧  力

lMPal

名    称

澄
郭

Ｔ
∞



ヒ

変 更 後

材  料

SuS304Tl

聰 8,

SUS27TP

SUS304TI

SUS304TT

SUS304TI

厚  さ

嗣

1凄と3'

5.5

触 lt鰤

6.0

蠍 :4)

6,0

饉 ,1'

7. 1

画

6,0

/
5,5

外  径

嗣

囲

｀
 88.9

饉 20

H4.3

爛

H48

醐

165.2

闇

H4。 3

/
88.9

最高使用

温  度

(l〔う〉

醐

138

最高使用

証  力

$Pal

ヽ

醐

2,7

名   称

弁 (1卜5421)

下部キャピティ

取合点

甕
雲
議

変 更 前

材 料

厚  さ

lttl

最高使用

圧  カ

佃Pal

名   称

湮
郭

Ｔ
ヽ



膨

Ｖ

変 更 後

厚  さ材  準引

爾

6.0

/

/
6.0

外  径

鰯

醐

165。 2

/
H4.3

囲

こと4.8

/

/
1143

最高使用

温  農

俺)

醐

138

最高使用

圧  力

鯉 a)

醐

2.T

名 称

弁 (lV-5421)

下部キャビティ

取合点

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料期

歴

価Pal

虞外  径 厚  さ

俺 ) m 爾

名   称

鞘
』剖
押
一‐
り



や
”

_水服、気置
区分

水圧

締

※li重大寧数善時における使用時の値     |
※2:使用腫力※IXl.0儀 組随Xl.O=2.・留 a)以上

漏えい検査時圧カ
碑 a)

″ェβθ

醐
い

/ノ

鱒
圧力 蠅Pa)

ゑ′,

麟

― カ
餓 al

27以上

最離観腫カ
麹鰈おXl ‐

猛T

麟

弁 {甑OV-5420

P服‡301

P謝1301

弁 (1卜5421)

弁 (とV-6421)

下郡キャビティ取
合点

翌
郭
呻



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-08

滓
ｆ

特記事項

ｋ
σ し

検査立会責任者 印

ガ∵T'ri'デ″ 主任技術者

原子力検査官 印

十
一 本 徽ヽ，

”

万
ヽ

検査結果

ヽ
Ｒ

検査年月日

今ゎ2午

9月 2,日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
:       

共通事項
成績書管理番号 :と rOs

検査年月厨 :今ゎ 2年  ' 月 ゑ0日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項                                  、

使用前検査申請書の確認 .

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。     
｀

記録確認 @■

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認 ①・

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

とj

記録確認 〇・二

良争



添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

,                   成績書管理番号 :1-08

検査年月日 :今為 2年  9 月 ,す 日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ○―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ①―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲H測定精度を有してい

ること。

記録確認 ⑬―

系統構成が完了していること,

立会/

録 鰻勤:一

μ6



検査結果

添付資料 3‐ 2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

成績書管理番号 11-08

検査年月日 :今為 2年  , 月 ュ争 日

検 査 場 所 t関西篭力株式会社f葛浜発電所

検 査 対 象

原子炉格納施設

圧力低減設備そのイ也の安全設備

格納容器安全設備

主配管 別添 と参照

検査項日 判定基準 検査結果 検査方法

お材料検査

・寸法検査   ―

・外笹盈ナ淡査

・組立て及び擢付け状態を確認す

る検査

・耐産検査

・漏えい検査 !

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

晨
目視

⑩

備考

◆記録確認は、工事計函に基づき輩講者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性雅認検査成績書の識別番号 :Tl-1-0217
郷~¬F‐

FヨヨuttrRPl脅整召罷【く5:メとコ贖慮尉区日「 :

"



設 縮 i概 要

原子炉格納滝設             ,            ′

加歴水整発電用原子炉燃設に係るものにあらては、次の事項

3 巌力低減設備その機の安全設備に係る抹の事項         =

(1)格納森器安全識情に係る決の事項

夢 主配管の名亨い、最高使用腫力、最議使用温度、外後、厚さ及び材料

・ 常設                         :

(次ページに続く)

協

辱
お
丼
言
い
ロ

翌
報

ユ

（
ユ
＼
０
）



変 更 後

材  料

(法 3,t4,28)

5.5

(注 2引

SUS27TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(mm)

(法 a〕

6.5

(注 3)

5.5

(注 3i tl〕

7,1

(滋 3)

7.1

/
5.5

外  径

(■Hと l)

(歯3,28)

88.9

(注 3)

88.9

(注 3)

89.1

(注3)

165。 2

(注 3)

165.2

/
89.1

最高使用

温  度

(℃ )

〔,と9)

95

最高使用

臣  力

(MPa)｀

(注9)

2,7.

名 称

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ出口配管

分岐点

弁 (lMOV-5420)

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料外  径|厚   さ

(皿ll) (dun)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

Ｖ
〕

(次ベージに続く)

瀬
霊
郵

ユ

（
Ｎ
＼

０
）

（◆
ひ

Ｖ
第
一
コ
厳
ヨ
）



り
０

変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(Hlm)

(津3)

5.5

/

/
5.5

(注 3)

7.1

/

/
7.1

外  笹

(■1■)

(滋9)

38.9

/

/
89.1

(注 3)

166.2

/

/
165。 2

最高使用

温  度

(℃ )

(温 9)

95

最高使用

置  カ

(MPa)

(歯 9)

2,7

名 称

原子炉下部

キャビティ注水

ポンプ出日配管

分岐点

弁 (lMOV-5420)

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(Ⅱ』ュ)

外  径

(mI阻 )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

瀬
霊
郵

工

（
ω
＼

０
）

（奇
す
Ｌ
丁
や
Ｄ
ゝ
翌



変 更 後

1材

厚   さ 料

(llllll)

SUS304TP

(注 28

SUS27TP

SUS304TP

SUS304TP

SUS304TP

(注 3)

5,5

(注 3,11.28)

6.0

〔注3,14)

6,0

(注3.14,

7.1

(准 3)

6.0

/
5.5

外  径

(m)

(注 3)

88.9

(注 3,23)

n4,3

(強 3)

■4,3

く注3)

165,2

(滋 3)

114.3

/
88.9

最高使用

l且  度

(℃ )

(滋司

138

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 9)

2,7

名 称

弁 (lV・5421)

下部キャビティ

取合点

格
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(lШll)

外  径

(コロ]監)

最高使用

l風  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

働
一

(次ベージに続く)

望

瀬

ユ

（
（

＼

ｏ

）

慕
ひ
斗

ぢ
品
翌



変 更 後

材  料

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(Hlal)

(注 3〕

7.よ

/
6.0

く滋3,

6.0

/

/
6,0

外   径

(轟題1)

く澁3〕

166,2

/
114.3

(注 3〕

l14.8

/

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(汽 9〕

138

最高使用

歴  カ

(MPa)

(滋 9)

2.7

名 称

弁 (lV-5421)

下都キャビティ

取合点

絡
納
容
器
安
全
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(コ鵬1)

最高使用

温  度

(℃ )

外  径

(lュ Ill)

最高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

的
ド

(注 1)

(注2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(逮 6)

(注 7)

(注8)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (1-6409A、 B)～内部スプレポンプ (SP■、A、 B、 C、 D)への分岐点まで」と記載

SI単位に換算 したものである。              
ア

公称値

原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備及びその他発電用原子炉の附属施設 (火 災防護設備)の う

ち消火設備と兼用

B避工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。記載内容は、設計図書による。               '    ⌒

記載の適五化を行う。既工事計画書には「格納容器サンプB～弁 (卜6408A、 B)」 と記載        _          長渉

盈肇羅緑露蜜岳毎豊払]藍鼻§憾湛憲蒜尋酸層酵】猛詈写機盤衰霞権を重露|こ

よる。             '      
鵞
や

ヽ

                . 節

‐                       越
や

珀
霊
郭

ユ

（
ｏ
＼

ｏ

）



∞
ψ

(注 9)重大事故等時における使用時の値                                  イ

(注 10)記載の適手化を行う。既工事計画書にはr弁 (卜 6408A、 B)～内部スプレイポンプヘの合流点」と記載

(注 H)エルボについては既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。厚さについては管と同等以上のものを濠定する。なお、

記載内容は、設計図書による。

(注 12)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプヘの分岐点～内部スプレポンプ入ロレジュエす (10X8)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出ロレジュエ
す (8X6)～ 内部スプレクーラヘの合流点」と記載

(注 14)エルボについては管と同等以上の厚さめものを選定する。

(注 15)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレクーラム目合流点～内部スプレクーラ出自分岐点」と記載

(注 16)重大事故等時に使用

(注 17)記載の適正化を行 う生既工事計画書には「内部スプレクーラ出日分岐点～外部しゃへい壁貫通部」と記載

(注 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (卜 6417A、 B)～エダクタ」と記載

(注 19)エルボを示す。

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポィプ出日分岐点～エダクタ～内部スプレポンプ入口管」と記載

(注21)記載の適正化を行う。既工事計画書には「よう素除去薬Fロ タンク｀弁 (1-6417A、 B)」 と記裁

(注22)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレクーラ出日分岐点～弁 (1-64■ A、 B)」 と記載

(注 23)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「外部しゃへい壁～レジューサ (3X6)」 と記栽

(注24)記載の適正化を行う。B猛工事計画書には「レジエーサ (8× 6)お よび分岐点～オジフィス」と記載

(注25)記載の適正化を行う。既工事計画書には「オンクイス～内部スプレリングベンダ (lA、 2A、 4A、 lB、 2B、 4B)」 と認載

(注26)記載の適五化を行う。既工事計画書には「オンフィス～内部スプレジングヘッダ (3A、 3B)」 と記載  ―

(注27)SUS27TP同 等材 (SUS304TP)へ の取替 えを行 う。

(注
28)本設備il警存ゅ設備であ,|                                              こ築 覇

瑚
υ



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-08

ψ
β

特記事項

炊
ひ し

検査立会責任者 印

こヽA',,ク 'ごう/主柱技術者

原子力検査官 印

申いヽ■

ふ/多 く

検査結果

風ヽ

検査年月日

帯 2年

9月 eo日



添付資料 生

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
― ″                      成績書管理番号 :1-08

、         検査年月日 :↑ヽ 2年  P tt θO日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確島却ぃ事項

使用前検査申請書の確認  ―

手荏認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申講書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ:一

検 査 をす る工事の工

程.期 目及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録・確認 ⑤エ

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ③―

〕す



添付資料 8-1

関西竃力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(二号検査)

成績書管理番号 :1-08
検査年月日:挿 2年  ″月 30日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確 F懇事項

確鳥悪事項 確認方法 結果 備考

中請者の品質記録が準イ薦されて影ゝること。 記録確認 ⑧―

必要な図面等が準備されていること。 園面等確認 Θ・一
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲Ⅲ測定精度を有してしヽ

ること。

記録確認 ⑧―

系統構成が完了していること。 施 ⑤ ―

∂6



検査結果

添付資料 8‐ 2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)'
成績書管理番号 :1‐ 08

検査年月翔 :◆ ィ。2年  ,月  3o日
検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜尭篭所

検 査 対 象

原子炉格納施設    i
放射性物質濃度制御設備及び再r燃性ガス濃度制御設備並びに格縦容器再循棗設備

熱交換器  別添 1参照

主配管   別添 1参照

検査項目 準1定基準 検査結果 検査方法

・材料検査

・寸法検査

・外観検査

・組立て及び据付け状態を確認する検査

・耐圧検査

こ漏えい検査

設備及び機器が工事計画に

従い製作され、擦付けされ、

所定の性能を有しており、

技術基準に適合するもので

あること。

晨

備考

・記録確認は、工事計言口に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※ )によると

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tユ ーユー0120

・日視で確認した範麗 :添付資料3-3参照

39



検査結果

添付資料 3-3

関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機1使用講検査記録

(一号検査)(立会検査)―

成績書管理番号 11-08
…   ｀

    検査年月日:孫 2争  9月  '9日
検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電メ研

検査対象設備名 項 鳳 測定値等 検査結果 検査方法

熱交換器 (A格納

容器循環冷暖房

ユエット)

・組立で及び芋据付け状擦

を確認する検査

・誦ヽ1圧捺査

,漏えい検査

用電添 2参照 磯ヽ 目視
|

艤

3d



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器二覧表
成績書管理番号 il-08

検査年月蘭 : 約 2年 9月 う0日

〕,

校正年月固

有効期限
備考検査項目 検査痛識器 管理番号 測定範隠避 測定精度

ユ9/彙 ′2`'

えδれこ12,8

l而
,I圧検査

漏えい検査
虚力計

耐圧検査

漏えい検査
テ正力計

工0′

'、

r2.'

■ 〕2_t2.S

以下余白



設 備 1概 要|. | ‐

工事計画本文 (原規規舞,i第弱明104号 (平成2調閑月10日認可))

原子炉格納施設

3 匠力低麟設備その他の安全識情に係る次の報

(次ぺ■ジより詞議渉       |

奮
ｏ

幕
ュ
路
や
約
ｗｏ翌

選
蘇

μ

（
庁
＼
０
）



(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係る次の事項
口 熱交換器の名称、種類、容量、最高使用歴力、最高使用温度、伝熟面積、主要寸族、材料、個数及び取付箇所

常設 (1`/2)

ｆ
一

望イル

155

変 更 前

/

種 類

容 量 。19 M‖/個

管
側

イ最 高 使 用 圧 力 (ユ12)    | MPa 1.2

最 高 使 用 温 度 (滋
'

℃ 161

胴
側

最 高 使 用 圧 力 (牌 ) MPa

最 高 使 用 温 度 (ユロ
'

℃

伝 熟 面 積 (ユI" m2/個

吸  込  口  径 ■Hl

日  経 I Hlm

琴とを11 て 工HB

法 横 llttll

さ 工Ⅸm

材 料

数個 l

讚
二
邦
岸

（
博
＼
、
０
）

企赫
ひ
尊
こ

コ
思
尋



(2カ)

変 更 後―  i__…Ⅲ__ 1 変 更 前

ライン

旨 の漆 水 防 護 上

(ラ イ ン 名 )

が

設    置    床

―
区 画 番 号

桧 水 防 護 上 の

Ｆ
ｙ

選
郭

卜

ａ

＼
ｅ

（↓
サ
ｗ
新
芍
詢
い
ｏ
理



ヌ 萄配管の名称t最高使用圧力、最高使用温度、外径t厚さ及ぴ材料
。認

令
〕

霞
郭

騨

（
卜
＼
Ｇ
）

あ
静
ェ
ぢ
〕ｏど



材  料

l匹4)

|

上m
厚  さ外  径

1.6

3.2 SPG

|

硼

(樹2)

2,300

X

2,300

2,300

X

2,300

最高便用

温  度

①

く劇

155

獄証 用

圧  カ

(MPa)

制

0

ダクト開放機構

A―

鱒

ユニツト

て,蜀

名    称

舞

可
藤
賀
聰
刀
ス
違
砕
岳
削
御
塾
隆
糎
理
び
に
涯
込
雲
籍
講
再
艦
狙
票
静
控
開

変 更 後

材  料

(Щ)

厚  さ径

(un)

名   称

舗 鰯

外温  度

(℃l

翻

圧  カ

躙

変 更 前

Ｆ
ｆ

渡
郭

牌

（
観
＼

０
）

５
サ
醤

玉
儀６
ｇ



(注1)斡 こ翻機がないた       を行うこ司闘即Mttk識計図唐推よる。

(濃 労   
メ

ム

｀

縦                                                              

‐                          イ

(議)入口と出回の口径が異なる管であ亀

(注4)遠六串観筆時における横踊時の値

(泌)本譲備鷲露諄め設備であ乱

暮

う
静
口
蜂
や
詢
せ
Ｃ

瀬
豊
郵
騨

（
φ
＼
ω
）



水正ち気正

(ヽ区分)

水歴

備考
※ 1:重大事故等時における使用時の値

※2:最高使用圧力Xl.0(1.2絆 aXl.0歳 1.2貯a)以上

漏えラI検査歴力
~

(MPa)

ムP,

保持時間

(分)

rr

耐圧検査圧カ

(MPa)※ 2

Xえカ

最高使用距カ

(MPa)瀬

1. 2

検査対象

A格納容器循環冷暖房ユニット

Ｆ
“

い
＼

翌
郭
〕
慮

ひ

臣

常

】
油
”
も
理）



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

構造、強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書

系  統  名

施  設  名  :原子炉格納施設

:圧力低減設備その他の安全設備       |

放射雄物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備

並びに格納容器再循秦設備

再結合装置及び竜熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

要領 書番 号 I原規規収第 1610071号 1-09-1

隼彗Iとこ亀
チ

原子力規制委員会



3検査申請館Ⅲl

4検査期日
キ |

5検査場所

6検査範囲

使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町園ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに

格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置  12個 (予備 1個 (ドーム部頂部

付近用))

7検査実施者    検査実施者一覧表のとおり

8検査結果 検査結果一覧表のとおり

津|:男1撤参託



別紙

3検査申讃

4検査期日

使用前検査申請番号

鵬尋原発第603号 (2021年 2月 25日 )

関原発第290号 (2021年 8月  2日 )

関原発第561号 (2022年 2月 28日 )

自 平成31年 2月 21日      ;

至 令和 十 年′
尋 月ri 日  |

事業者が適合性確認検査を改めて実施 したことから
J

検査を追加で実施したことによる追記

I一 |



9添付資料    使用前検査記録

1 検査講確認事項

2 外観検査記録

3 組立て及び糖付け状態を確認する検査記録

之



検査実施者一覧表

a′

特記事項

ウ L

検査立会責任者 印

宅r疑  主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

籍 ネ
^

水/噴扶

検査年月日

密 挑

年

月 日

年

月 日



検査結果一覧表

系統名 i圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備
再結合装置及び電熱器  ‐

原子炉格納容器水

イ

備  考

年

日月

組立て及び据付け

状態を確認する検査

子 武 ゴ/年
2月 2/日

童

年

日月

年

日月

年

日月

外観検査

年

日

／

／

●
り

２

菰
2月

寅結果

検査日

結果

検査日

結果

検査項目

検査日



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項    ′

使用前検査申講書の穐色認

確認、事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)が準備 され

ていること。

記録確認

拝胡iぎ /年

二月2/日 愛
使用前襟査成績書の「3検査

申請」に申講番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月  身

月   日

検査 をす る工事のエ

程、期 日及び場所が申

講善 どお りであるこ

とと

記録確認

平笏ド/年
2月 2/日 武

年

月   日

年 /

ξ



添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認、方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が

準備されていることも
記録確認

平成ぎ/年

2月 2/日 黄
年

月   日

年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

ギザ準ソ、年

'月
2/爵 童

年

月   日

年 /

b



添付資料-1-3

高浜発電所第 1_号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

れ 3/年

2月 2/ 日 え
年

月   日

年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

平蠣ド/午

二月2/日 誕
年

月1  日

年 /

守



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 IB尋 西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格葦T蒋容器水兼燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム都頂部付近用))

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

原子炉格納容器水素燃焼装置 No,1 彎檻t晃 風
目視/

m
原子炉格納容器水素燃焼装置 No,2 平 成d/

2月 2
年

/日 霊
目視/

赫

原子炉格納容器水素燃焼装置 Nb,3 rttr鳥 誕 臨
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.4 r言七鳥 史 臨
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.5 ぞ駆え 薇 絲
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.6

ひ 斎 H え 脇
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.7 平成S/年

2月 フ ロ え 臨
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.8 耕 /年

二月2/口 ■ 絲
原子炉格納容器水素燃焼装置 No,9 年

/ロ

p=/
2月 2 麓

目視/

的

原子炉格納容器水素燃焼装置 N'o.10 守成d/年
二月2/日 盈 臨

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.11 平成S/年
2月2/日 え 縄

原子炉格納容器水兼燃焼装置 No,12 級 =/年2月 2ノ 日 丈 鍮
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.13(予 備)

年

ノ日
第増/
2月 2 た 鵜

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

'  ※ :適合性権認検査成績書の識別番号 : イ Iい 1… 9↑

'2

B



添付資料-3
高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設傭並びに格納容器再循乗設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

原子炉格納容器水素燃焼装置 No 1 翁 r鳥 震
目視/

輛

原子炉格納容器水素燃焼装置 N9.2 鞘 亀叉
「 目視 /

ω

原子炉格納容器水素燃焼装置 Noi 3 ギ察F/年
2月 2/日 史

目視/

動

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.4 雛 発
目視/

櫛

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.5 耳笏滞/年
2月 2/日 飛

目視/

輛

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.o 輔 柔 脇
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.7 蠍 費

目視/

範

原子炉格押谷器水素燃焼装置 NO,8 ギ覇番/′ 年
二月2/日 薇 脇

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.9 靴 麓 臨
原子炉格納容器水索燃焼装置 No.10 鞘 亀父

目視/

赫

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.11 編囃ユ/年
2月 2/日 羞 鯉

記鐘確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.12 勲
'ご
/年

2月 2/日 壼 鯉
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.13(予 備 )
守笏む/年
2月 2'日 鯰

目視/

詢
備 考

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 : TI二 l… υ守92

″屈



検査実施者∵覧表

０ヽ

特記事項

|

丁3t

検査立会責任者 印

電 気 主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力
|1卜

査首印

彰 八 撃

検査年月日

を泌仲2年

9月 /″ 日

月

年

日

年

月 日



検査結果一覧表        :
―

系統名 :圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度部l御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循乗設備
再結合装置及ぴ電熱器

原子炉格納容器水索燃焼装置

備  考

準糸芳が静 →上瑠隣為織盗と繊勢て
▼藍た確立序・織_吐立逹多〃Vて

r始
地

1組立て及び据付け

状態を確認する検査

◆ホ主夕Z年
′月 /″日

k
年

月 日

年

日月

外観検査

冷約 2 年
″月/ク ロ

負

年

同月

年

月 日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結 果



添付資料-171

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)が準備 され

ていること。

記録確認

ハ枠 z年
″月ノタ日 食

使用前検査成績書の「3検査

申講どに申請番号 (変更申請

番号を含むな)を記載する。年

月  タ

月   園

検査をする五事の五

程、期日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認

わ移z年

ダ月′夕日 食
年

月 
十

日

年 /

12



添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

今稗 Z年

7月 ′夕日 費
年

月   日

牛 イ

必要な図面等が準備

されていること。 '
図面等確認

舟瀞2年

夕月ノタ母 碇
年

月   日

年 /

,3



添付資料■1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録 、|

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査
ム

ノ

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

々や 7年

7月 /ァ 日
ヽ

衰
年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備

されていることざ
図面等確認

つ程2年
9月 ′ァ自

ヽ

負
年

月  1日

年 イ

´,γ



添付資料-2
高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃怪ガス濃度制御設備並びに格納容器再篠環設備

.    再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))

判定基準 :有害な欠卜亀 (表顧に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸

食)がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

原子炉格納容器水素燃焼装置 No,1 年

_月― 一
―記録確認

原子炉格継容器水素燃焼装置
年

月 爾

目視/

記録確認

素燃焼装置 Noi 3 年

月 日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.4 冷和 2年
9月 ′7日 挺

抹't(懇
財

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.5 年

月 日 絡
原子炉格納容器水蒙燃焼装置 No.6 年

月 爾

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.7 目視/

記録確認

原子炉才毎納容器水素燃焼装
雫 平

o.8  
ノ/f

/ 年

月 日

目視/

記律永確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No. 年

月 日

目視/

記録確認

辱子炉格納碁1水素燃
夢募甲五ぎよ lo 年

月 日

目視/

記録確認

原子力〒格糸内
そテ

'舅

歩沓霊葬筆ラ〔
!畿

装置 No,11 年

月 日

目視/

記録確認

原ヵ
炉穏納容器永素燃

笹
装置

平
o.12 年

月 日

目視/

記録確認

/写 格納容器水素燃焼装置 No,13(予 備 )
月 B

年 目視/

記録確認

備 考          ′        ―
'

・記録確認は、申講者の品質記録 (※)による。

,!〔
:=事

=卓
Ettξ l:手

口

'雪

Lヨ騨15卓▼g:|;鴬要霊曽E,翌

'こ

髯,ヨ:壱ζF:7写耳言1喜,日

'ユ

耳をξ
=ヨ

E,El争

料t子乗芝戸竜かlL瑯翻 移隻め奮密仇在こ班)ゑ空慶舞碇▼
増危

/J



添付資料-3
高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社蔑操発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 置力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並ぴに格縦容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.1 年

_潟―
H

一

す
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置
月

年

日

目視/

記録確認

No`3
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.4 今
～

Z年

7月 ′7日 提
41鰯 /`
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.5
月

年

日 絡
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.6

月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No,7 目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 ヽδ,8
月

年
日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水索燃焼装置 No
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素
咎郷

o.10
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格贔容鮮欺素藤焼装置 NO。
|と 月

年

日

目視/

記録確認

原郷 納容器水兼燃焼基等 No.12
月

年

日

目視/

記録確認

/炉 格納容器水素燃焼装置 No.13(予備)
月

年

園

ロネ見/

記録確認

備 考
・記録確認とま、申誇者の品質記録 (※)に よる。

予:ユ 矛贔ミ勘鈍影夢撫換儀翔∽触 kこと声>輝晩塑ユ移篭多芦Чて
f理に

/bた



検査実施者■覧表

ゝ
『

特記事項

戸ょ
―

レ

検査立会責任者堀諄

主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 手貯

井|イ 〒各え
お節

″
毎 走

検査年月日

'今
脚 学ぃ年
3月 ュ!ロ

年

月 日

年

月 日



検査結果―覧表

系統名 :圧力低減設備その他の安全設備 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備
再結合装置及び電熱器

原

一
帥

備  考

騨 岬 朗 静歳五と疲めて

棄彬雅立φら減郷疑即ぜ文々

組立て及び据付け

状態を確認する検査

冷渾n準 幕
3月 ↓i日

農

年

月 日

年

月 日

外観検査

吟"｀
コg 昨 年
3月 サ1日

及

年

月 日

年

日月

検査項目

検査口

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料一l-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申講馨の確認

確認事項 存ほ認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)が準備 され

ていること。

記録確認

今孝B摯年

3月 ‖ 日 泉
使用前検査成績書の「3検査

申講」に申請番号 (変更申請
イ
番号を含む。)を記栽する心年

月  夢ン

月   日

検査 をす る工事の正

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

神 十年

9月
'I自

た
年

月   日

年 /

/ケ



もヽ

添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

_検査前確認事項

外観検査

十確認、事項 確認、方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

牟融 士午
3月 ,lB' 乳

年

月   日

年 /

必要な図面等が準備

されていることと
図面等確認

彿 ■年′

3月 I!日 腔
年

月  日

年 イ

,ユD



添付資料-1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立で及び据付け状態を確認する検査

確詩思事項 確認、方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

紳 十年

BF,,日 驚
年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備

されていることと
区l面等確認

癖 瘤学年|

う角〕!日 発
年

月   日

年 イ

ユ
/



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

外観検査記録

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水索燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム部頂都付近用))

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れヽ変形、腐食、浸

食)がないこと。  ―

検査年月日
検査

結果
検査方法検査紺象

一

年

弟

す
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.1

年

月 日

目視/

記録確認
原子炉格納容器水素燃焼装置

年

日月

目視/

記録確認
素燃焼装置 No.3

今瀬 ψ年

3月 ‖ 日 k 世,鯉
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.4

年

月 日 銃原子炉格納容器水素燃焼装置 No.5

年

月 日

目視/

記録確認
原子炉格納容器水素燃焼装置 No,6

目視/

記録確認
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.7

/

月

年

日

目視/

記録確認
原子炉格納容器水素燃焼装置 No /8

年

月 口

目視/

記録確認
原子炉格納容器水素燃焼装置 No

年

月 日

目視/

記録確認
原子炉格納容器

本
素燃

蝉
。 10

年

月 日

目視/

記録確認
原子炉格紳

鰤
装置 NO, 11

年

月 日

目視/

記録確認
原>炉誓納容器水素燃焼桑

耳
NⅢ 12

目視/

記録確認

年

月 日
子炉格納容器水兼燃焼装置 No.13(予 備)

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (X)に よる。

#仕 亭ヤ覇ヂ船 堂荘部盛 産か て難 眈こ嚇 盛 と駒 ど焔

2ス



添付資料-8
高浜発電所第 1号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循乗設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1佃 (ドーム部頂部付近用))|

判定基準 :五事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

一

原子炉格納容器水素燃焼装置 Nor l 年

_』― 日
″

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置
月

年

日

目視/

記録確認

水素燃焼装置 No.3
月

年

日

目視/

記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.4 つ顧 ■年
3月 〕: 日 た

や子⊂剪
記録確認

原子炉格納容器水素燃焼装置 No.5
月

年

相 銘
月

年

日

目視/

記録確認
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.6

目視/

記録確認
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.7

月

年

目

目視/

記録確認
原子炉格納容器水素燃焼装置 No.8

月

年

日

目視/

記録確認
原子炉格納容器水素燃焼装置 No

月

年

日

目卒見/

記録確認
原子

f格
納容器水素燃

卿
。.十 10

月

年

日

目視/

記録確認
炉格納容排水素殊焼装原子 置 No.11

年

日月
｀

目視/

記録材E認
原>解標施容器水素燃焼装置 No.12

月

年

目

目視/

記録確認ガ 炉格納容器水素燃焼装置 No.13(予 備 )

備 考
う記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

■は事彬 商 僻 荷熟減Aとあ て競 幣 孵 盛 亀劫 ザ斃

,沖



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書
:

要領書番 号 :原規規収第 を610071号 99

成績書管理番号 :1-09二 2

冷約2年 3月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高張発電所舞 1・号機

2検査申請   ~検査申講=覧残めとぉり

3検査露日   自
冷機 Z tt θ月

'日
至 お瀬え年

'月

す郵

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施着   検査結果一覧表のとおり

6検査結果   検査結果す覧表のとおり

7縣付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-09-2



検査眸:講書番号

(輩講年月日)

B母原発第299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年13月 20目 )

関原発第46号 (平成30年 4月 20自 )

関原発第202号 (平成 30年 7月 4露 )

関原発第 259号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

閥原発第504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原尭第512号 (平成 31年 2月 0日 )

関原発第 582号 (平成 3と 等3月 18掛 )

闘原発第 3号 (平成31年 4用 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2919年 6月 24日 )

関原発第264号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 28日 )

関原発鶏510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第542号 (2020年 2月 26露 )

関原発第609号 (2020年 3月 24爾 )

闘原発第 20号 (2020年 4月 7日 )

成績審管理番号 :生 -09-2

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申講書の変更申請により確認し表中に進記する。

之



検査結果∵覧表

成績書管理番号 :1-09-2

"

特記事項

I争じ

検査立会責任者 印

ギ4ク,'ダ″ゞ 4/主任技術者

原子力検査官 印

孝テΓ＼

検査結果

代

検査年月日

Xttη ′2年
浄月よ日



添付資料 1

関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
′ :

キ             成績書管理番号 :1-09-2

検査年月日 :舟02年 ひ 月
十
す 日

検 査 場 所 i関殉
‐
電力株式会社高浜莞竃所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確岳を、事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査坤講書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ることc     ‐

記録:確認 ○―

検査 をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ①エ

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ①―

4



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(一号検査)

添付資料 3-l

使用前検査記録  ｀

成績書管理番号:1-09-2

検査年月日 :溶和 Z年  ∂ 月 す 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社篇浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 繕考

申講者の品質記録が準f薦 されていることき 記録確認 O
ナ

必要な図面等が準備されていること。 図函等確認 ○―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることも   十

記録確認ィ ⑬―

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良

伊



添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(―・号検査)

成績書管理番号 iと -09-2

検査年月田 :浴紳 2年  伊月 す 自

検 査 場 所 :関西電力株式会社巌浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

妊力低減設イ薦その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備
可燃性ガス機衰制御設備

格納容器再循環設備

再結合装置 館 設)▼ う系 1発艶

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

材料検査

甘法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設l浦及び機器が工事計画‡こ従い製作

され、オ届付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることc

漿 ①

備考

・記録確ti患は、工事計画に基づき申講者滑ゞ行った試験・検査の品質記録 (X)による。

※ 適合性確認検査成績書の識ダザll番 号:TI_ Ⅲ… 01之 、
e目 視で確認した範囲 :添付資料3-3参照

色



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(一号検査)

(立会検査)

成絞書管理番号 :1-09-2

検査年月厨i浴み亀2年  8月  す 瞬

検 査 場 所 :闘西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

原子炉格帝曲施設 I
圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備

可燃性ガス濃度制御設備

格納容器再循環設f繭

再結合装置 (常設)

外観検査 歿

目視※

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備

司燃性ガス濃度制御設イ薦

格納容器再循乗設備

再結合装置 (常設)

組立て及び掘付け

林態を確謳する検

査

染

r薦考

※:目視たて確認した範囲は、摩1添 2を参照

7



?B素 1

設 備 概 要

原 冷炉格納施設

森1井E水型発電用原 r炉 施設イこ係るものにあって tま 、次の事項

3 テ[力 低減設備そ r′)他イアⅢ安全設緯 tr係 みみ【イア)1ま項

(4)放身、夕性物賞濃度制御設備及び可然性ガス濃度制 lttl識 研t並 てメイこ格納容器再鯖環殻繊 tこ 係

る次の事項

ル 再結 合装産のフ字i称 、種類、審最、最高使用圧力、最癌魔用γ娠と度、再繊介効率、主要 ↓

族、オ】引 、個数及び取付鯨所並ぴに電熟器の名称、穂額、容始、 1目 数及び取付鶴所

・常減

(雄 1)箆 人事故等貯 tこ おける使用時の値

(注2)再結合勃率は、メーカ守!式 FR1 3SO'「 の性能評価式 C′浮代表燕で rプ)使

(茂3,公称値

8

変 更 前 変 更 後

静釣撤媒式水素再結合装置

静約触嬢式

名

種

称

類

最 高 使 チ:j温 度 (れ 1) 500℃  |

1.2

(水 宋濃度 4vol%、 圧力 0,15MPaをBb司 〉

奥 き

杖

一
丁

主
要
寸
法

体

　

数

名

，名ン

統

イラ

設   置   床

高 さ

取

本

　

　

系

材
料

．
個

最 高 使 用 圧

再 結 合 効 率 ('ド 1)

再
結
合
装
置

容

"子

″衰

カ

lttll

冷 水 防 護 比 の

肥憲が必要な島 さ

の

を



駒泰乙(る)

国
禽

】
‘
ｔ
は

康
と
０
離
隠
土
洋
】

ど

ド

中

奪

岳

摺

ギ

ヽ

に

麟

“

望

よ

く

憎

９

こ

「ぢ

（
〒

一
」
一田
麒
ａ
祥
彗
ホ
番

写^

ヽ
，

お
寸
繋
゛
軽
碑
埃
＋
撃

え
七
理
謳
諄
鷲
騰
仲
苗
碑

，
ね
料
こ
譜
患
薬
鶴
鴬
ヽ
漁
撃
筆
世

う
ぺ
寧
歯
建
罵
出
電
撃
ボ
翠
壕
採
）

奮
鶴
劇
Ｘ
Ｃ
錮
■
ヤ
笠
鶴
え
敗
Ｒ
里
一

旧
国
製
コ
慕
黎
韓
湖
輔

Ｃ
識
ギ
や
輩
■
驚
摺
黒
蝉
単
■
番

9
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第7-3-7観

検交亀囲爾

I事計西濡可寧船

お 豪 奄 喧 所 第 1号 機

原子炉格補建設の構造饉

〔匡力儀擦祓0そ のに つヽ家企設備

(故指性鞠質浪寮制御段偏及じ

コ練性
'′

ス農宝91婢浪歯並ザに

格納容器再衛環設偏 ),

靡的取絲式ホ索再継台装虚

菌 雪 亀 力 株 式
=雄

(槽】|■■  _1―
|

J

1ヽ

|

注  癖

||1士 |||

とぶ

Ｒ
額

検査範囲

静r,監媒式

F的敏嬢式水無再結合装置

と取
付
値
篇

撤

■
　
量
　
カ圧驚笹忘

穏
　
密
　
母

量 高 使 臓

里 慮 が 必 要 な 高 さ

sttrl

12

縦
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本
　
　
　
孫
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再

　

　

　

日

材
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再
結
合
装
Ｌ

良  麿   t

如  串  K感 /h/但

産 氷 防 遊 上

区   E  番

像 よ 前 麟 エ

体

歳

名

ン タ,'

庁

P/て
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習

部
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